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安全上の注意および正しい使用方法

まず本書マニュアルをすべてよくお読みください。MADIface XT II を
安全に使用するため、以下の点にご注意ください。不適切に使用した
場合、保証の対象外となる恐れがあります。詳細は、（「免責事項およ
び保証」をご参照ください）。

正しい使用方法

MADIface XT IIは、CE認定のクラス Bコンピューターで使用するためのプロフェッ
ショナル向けデジタル・インターフェイスです。

欧州 CE基準を満たすためには、CE認定のクラス Bコンピューター
で使用する必要があります。MADIface XT IIに接続されるコンピュー
ターおよびすべてのケーブルは、適切にアースされている必要があり
ます。非認証のコンピューターやケーブルを使用すると、インターフェ
イスやその他の機器の故障の原因となります。

本体を開けないでください
ユーザーが交換できる部品はありません。内部の点検・整備・修理は
rme-audio.jpよりご依頼ください。

雨の中や湿気の多い場所に置かないでください。機器に水が入ったり、
ぬらさないようにご注意ください。液体の入った容器を本体の上に置
かないで下さい。プールや浴槽、ぬれた地下など、水の近くでこの製
品を使用しないでください。結露の可能性があるため、本体が室内温
度以下の状態で電源を投入しないでください。

設置

動作中は本体表面が熱くなる場合があります。機器の換気を確実にし
てください。直射日光を避けてください。また暖房機、ストーブ等異
常に温度が高くなるものの近くに置かないでください。ラックマウン
トする際は本機と他製品との間の換気を確実にしてください。

メーカーに事前相談なく点検・修理した場合の保証は負いかねます。
メーカー指定のアクセサリーのみをご使用ください。
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1.　はじめに
この度は、MADIface XT IIをご購入いただき誠にありがとうございます。本製品は、あ
らゆる外部機器とWindows/Mac コンピューターで、アナログまたは膨大なチャンネル
数のデジタル・オーディオ・データを直接伝送するための最高品質のソリューションです。
実用的な設定ダイアログ、最高レベルのミキシング・エンジンとモニタリング・ソリュー
ション、プロフェッショナルな DSPエフェクト、卓越したアナログ回路、最新のデジタル・
コンバーターなど様々な独自機能を備えるMADIface XT IIは、素早く快適かつ効率的な
オペレーションを実現します。

進化したMADIface XT IIは、改善されたアナログ入出力、Room EQのほか、394チャン
ネル伝送が可能な USB 3クラス・コンプライアント・オペレーションにも対応します。

Windows 7以降、Mac OS X、macOS（IntelおよびM1以降）用ドライバーは rme-
audio.jpからダウンロードできます。

RME のハイ・パフォーマンスにこだわる理念から、可能な限り多くの機能をドライバー /
CPUではなく直接オーディオ・ハードウェア上で実行します。これにより最大限のシステ
ム・パフォーマンスをお約束します。

2.　パッケージ内容
RME Audio JP製品ページの「同梱物」をご参照ください。

3.　動作環境
・ Windows 7以上、macOS X（10.6以上）
・ USB 3.0端子
・ USB 2.0端子（Intel Core i5以上の CPUを搭載するコンピューターが必要）

https://rme-audio.jp/product/rme/madiface-xt-ii/package/
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4.　仕様概要と特長
・ すべての設定をリアルタイムに変更可能
・ バッファー・サイズ /レイテンシー設定：32～ 8192サンプルから選択可能
・ 196/198チャンネル録音・再生@48 kHz/24 bit
・ 100/102チャンネル録音・再生@96 kHz/24 bit
・ 52/54チャンネル 録音・再生@192 kHz/24 bit
・ クロック・モード：スレーブ、マスター
・ 高度なマスター / スレーブ・クロックの自動切換え
・ SteadyClock：ジッターの影響を受けない非常に安定したデジタル・クロック
・ SyncAlign：サンプル単位での正確な配列を保ち、チャンネル間のスワッピングを防止
・ SyncCheck：入力信号の同期状態を監視し、その結果を表示
・ TotalMix：レイテンシーの無いサブミックスと完全な ASIOダイレクト・モニタリング
・ TotalMix：内部処理 46ビットの 4096チャンネル・ミキサー
・ TotalMix FX：3バンド EQ、ローカット、リバーブ、エコー、コンプレッサー、エクスパン
ダー、オートレベル

・ TotalMix FX Room EQ：ディレイおよびボリューム・キャリブレーション機能付 9
バンド PEQ

・ MIDI入出力（16チャンネル、ハイスピードMIDI） x 1
・ MIDI over MADI I/O x 3
・ MIDIリモート・コントロールおよび ARC USBを含むフル・スタンドアローン・オペ
レーション

・ ハイパワー・ロー・インピーダンス・ヘッドフォン出力
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5.　はじめて使用するとき -クイックスタート

5.1　コネクター -コントロール類 -ディスプレイ
フロント・パネル

MADIface XT IIのフロント・パネルは、XLR/TRSラインおよびマイク入力（2系統）、ス
テレオ・ライン /ヘッドフォン出力（1系統）、プッシュ機能付きロータリー・エンコーダー
（2基）、ボタン（4基）、グラフィカル・カラー・ディスプレイ、ステータス LED（6基）
を備えます。

2 つのMIC/LINE 入力（Neutrik 社製
コンボ・ソケット）では、XLR接続ま
たは 1/4インチ TRS接続（6.3 mm）
が可能です。また各入力端子は、信号
のステータス（SIG）、ファンタム電源
（48V）、オーバーロード（CLIP）を示
す 3つの LEDを備えます。

独立駆動するヘッドフォン出力は、高品質のアンバランス・ライン出力としても動作します。

ディスプレイのメイン画面（グローバル・レベル・メーター）には、現在のインターフェー
ス・モード（USB 2は黄色、USB 3は青色）、MADIおよび AES入力の同期、MIDIデー
タの送受信のステータスが表示されます。

4つのボタン、2つのエンコーダー（1
と 2）および、高解像度で明瞭なカラー・
ディスプレイ、そして考え抜かれたメ
ニュー構造により、コンピューターに
まったく手を触れずに素早く機器の設定
を構築、変更することができます。ディ
スプレイに表示されるヘルプのノートや
明確なマーカーは、すべての機能で役立つガイドとなります。

ロータリー・エンコーダー（1および 2）は、リアおよびフロント・パネル出力のモニター・
ボリュームを本体から直接設定できます。ディスプレイにて詳細情報を確認できます。

リア・パネル

MADIface XT IIのリア・パネルは、2つのバランス・アナログ出力、ワード・クロック入
出力、MADIコアキシャル入出力、MADIオプティカル入出力（2系統）、USB 3ポート（USB 
2互換）、MIDI/AES入出力ブレイクアウト・ケーブル用端子、電源ソケット、電源スイッ
チを備えます。
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  ■ バランス・ラインレベル出力：XLRによる 2系統バランス・アナログ出力。

  ■ ワード・クロック I/O：BNC端子、メニューOptions > Clock にて、入力を 75Ωで
終端するように設定できます。

  ■ MIDI I/Oおよび AES/EBU I/O：付属のブレイクアウト・ケーブル用 D-sub端子。
AES I/O用 XLR、MIDI I/O用 5ピン DINを接続できます。

  ■ MADI I/O コアキシャル：標準コアキシャルMADIポート。

  ■ MADI I/Oオプティカル：標準オプティカルMADIポート（2系統）。

  ■ Remote：MADIface XT IIがスタンドアローンや CCモードで使用される際の、
Advanced Remote Control USB（ARC USB、オプション）の接続端子です。また、
ARC USBをコンピューターに接続する際の代わりの端子としても利用できます。

  ■ USB 3.0：コンピューターと接続するための USB端子。USB 2.0互換（チャンネル数
の制限あり、MADI 1のみ使用可能） 。

  ■ POWER （スイッチ）：MADIface XT IIの電源オン /オフを切り替えます。

  ■ 電源接続用ソケット：接続ソケットはロック機構を備え、付属電源アダプターのロッ
ク式 DCコネクターを接続できます。挿入後、コネクターをゆっくりと回すと、ソケッ
トとコネクターがロックされます。

付属のハイ ･パフォーマンス ･スイッチング電源アダプターは、AC 100V～ 240Vに対
応します。ショート保護機能やライン ･フィルターを備え、電圧変動を制御し電源の干渉
を抑える機能も搭載します。
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5.2　クイック・スタート
ドライバーをインストールした後（《6.　ドライバーとファームウェア》/《13.　ドライバーと
ファームウェア》参照）、アナログの信号ソースを TRSまたは XLR入力に接続します。入
力ゲインは、TotalMix FXで変更できます（入力チャンネル設定 > Gain）。入力ゲインを
調整することで、SN比を最適化できます。また、最適な入力レベルを得るために、ソー
ス自体を調節してみてください。TotalMixのレベルメーターが約 -3dBに届くまでソー
スの出力レベルを上げます。

フロント入力の信号レベルは、本体ディスプレイで直接変更す
ることも可能です。これらの設定は、MIC/GAINボタンで直接
アクセスし、その後エンコーダー 1と 2でコントロールします。
入力端子の横にある 2つの LEDは、信号の状況とオーバーロー
ドを示します。

すべてのデジタル入力の現在のステータスは、グローバル・レ
ベル・メーター画面に表示されます。画面下部のラベルにて、信号のステータスが分かり
やすく表示されます：信号なし（暗いラベル）、信号あり（ラベルが赤色に点滅）、同期済
み（ラベルが常時点灯）。WindowsおよびmacOSの Settingsダイアログは、入力信号
の状態をより詳細に分析する機能を備えます。

ディスプレイ上部には、すべての入力信号レベルが表示されま
す：Analog 1/2、AES、MADIポート 1～ 3（各 64チャンネル）、
2つの FX入力チャンネル（Auxセンド、右端）。入力レベルの
下側には、Analog 1/2、AES、Phones、MADIポート 1～ 3（各
64チャンネル）が、右端には、2つの FX出力チャンネルが表
示されます。

レベル・メーター下部には、DSPの現在の使用率、Main Outまたは Phonesのボリュー
ム値、クロック・ステータス、現在のサンプル・レートが表示されます。

一番下の段には、USB、MADI 1～ 3、AES、ワード・クロック、MIDIの入力ステータ
スが表示されます。

MADIface XT IIのデジタル出力は、AES/EBU（SPDIF互換）およびMADI信号をそれぞ
れ対応する端子から供給します。これらは、SETUP/REV > Options > MADI Settings、
または Settingsダイアログで設定することができます。

Main出力（TotalMix FXで選択）および Phones（フロント出
力にロック）の出力レベルは、フロント・パネルから直接調整
できます。グローバル・レベル・メーター画面にてエンコーダー
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1または 2を回すだけで調整可能です。バランスや位相、ミュート、ステレオ /モノな
どその他の設定は、CHANNELメニューで変更できます。

MADIface XT IIは、現在の設定を Setup（セットアップ）と呼
ばれる 6つの別々のメモリー・スロットに保存し、呼び出すこ
とができます。MADIface XT IIをスタンド ･アローンとして
使用する場合は、設定を事前に Setupに保存し、必要に応じ
て Setupを切り替えることで、様々な機能を持つ専用機とし
て使用できます。（《24.　使用例》参照）。

オンライン ･モード（コンピューターに接続されている状態）では、コンピューター上の
Settingsダイアログや TotalMix FXで変更されるべきいくつかの設定はグレー表示され
ます（サンプル・レートやミックス設定等）。

Interface Mode（インターフェイス・モード）の工場出荷時の
設定は Autoで、検出されたインターフェイスに応じて USB 2 
または USB 3が自動的に使用されます。CCモードで使用する
場合は、インターフェイス・モードを手動で変更する必要があ
ります。設定は、SETUP/REV Options > Hardware/Diagnosis 
> Interface Modeで行います。

5.3　メニューおよびナビゲーション
MADIface XT IIは、本体から直接、素早く効率的に設定を変更できるシンプルで分かり
やすいメニュー構造を備えます。尚、ほとんどのケースでは各種設定を PCの Settings
ダイアログまたは TotalMix FX上で行われるため、本体ディスプレイのメニューでの操
作は、通常はモニタリング ･ボリューム（スピーカーやヘッドフォン）、マイク ･ゲイン
の設定に限られます。本体をスタンドアローン・モードで使用する場合は、すべての設定
をデバイス上で直接行えます。

ディスプレイの設定メニューのナビゲーションは、4つのクイック ･ セレクト ･ ボタンと
2つのプッシュ機能付きロータリー・エンコーダーで行います。クイック・セレクト・ボタン
（MIC/GAIN、REC/PLAY、CHAN/MIX、SETUP/REV）に関する詳細は、《23.2　本体での設
定》をご参照ください。
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5.4　メニュー構造の概要
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6.　ドライバーとファームウェア

6.1　ドライバーのインストール
インストール作業を簡単に行うために、本体をコンピューターに接続する前に、先にドラ
イバーをインストールすることをお勧めします。RMEはドライバーを定期的に更新して
います。最新のドライバーは rme-audio.jpのダウンロード・セクションよりダウンロー
ドいただけます。ダウンロードしたファイルを解凍し、rmeinstaller.exe ファイルを使用
して以下の手順でドライバーのインストールを開始します。

1. MADIface XT IIとコンピューターが接続されていないことを確認してください。
2. rmeinstaller.exeを起動して、画面の指示にしたがってインストールします。
3. インストールが完了したら、USB 2または USB 3.0ケーブルでコンピューターと

MADIface XT IIを接続します。

Windowsが新しいハードウェアをMADIface XT IIとして認識し、ドライバーが自動で
インストールされます。

4. コンピューターを再起動します。TotalMix FXと
Settingsダイアログのアイコンが通知領域に表示さ
れます。

アイコンが表示されない場合は、タスク・バーの矢印アイコンをクリックすると、隠れて
いるアイコンが表示されます。 

Windows 7に関する注意：MADIface XT IIの動作には、Windows 7用ドライバーに含まれ
る TotalMix FXよりも新しいバージョンの TotalMix FX（1.95以上）が必要です。最新バー
ジョンの TotalMix FXは、RMEウェブサイトから個別にダウンロードできます。ドライバー
のインストール後にアプリケーションを手動で入れ替えることで最新の TotalMix FXを利用
可能です。

ドライバーのアップデートについて

ドライバーをアップデートする際は、新しいドライバーが上書きされるため、古いドライ
バーを削除する必要はありません。

6.2　ドライバーのアンインストール
ハードウェアを取り外した後はドライバー・ファイルを読み込まないため、ドライバー・
ファイルをアンインストールする必要はありません (Plug & Play完全対応 )。また
Windowsはこのアンインストール作業をサポートしていません。尚、必要であれば手動
でドライバー・ファイルを削除することができます。

Windowsのプラグ・アンド・プレイは、TotalMix、Settingsダイアログ、ASIOドライバー
の登録といった追加の自動起動項目には対応していません。これらの項目を取り除くには
ソフトウェアのアンインストール作業にてレジストリから除去します。これは他のアプ
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リケーション同様、コントロールパネルの「プログラムの追加と削除」で行います。RME 
MADIfaceの項目をクリックし、アンインストールをクリックするとアンインストールを
実行できます。

6.3　ファームウェアのアップデート
フラッシュ・アップデート・ツールはMADIface XT IIのファームウェアを最新バージョン
にアップデートします。この作業を行うには既にドライバーがインストールされている必
要があります。

fut.exeという名前のプログラムを起動
します。フラッシュ・アップデート・ツー
ルがMADIface XT IIの現在のファー
ムウェアのバージョンとアップデート
が必要かどうかを表示します。必要な
場合はUpdateボタンをクリックしま
す。プログレス・バーが進行状況を表
示します。フラッシュ・アップデート作
業が完了すると Verify OK という表示
が現れます。

アップデート後は本体をリセットする
必要があります。MADIface XT IIの電
源をオフにした状態で数秒間放置して
ください。コンピューターの再起動は必要ありません。

予期せぬ理由でアップデートが失敗した場合は（statusが failureと表示）、次回の起動か
らセーフティー BIOSが使用されます。従って本体はそのまま完全に機能します。フラッ
シュ・アップデート作業を異なるコンピューター上でもう一度行ってください。
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7.　MADIface XT IIの設定

7.1　Settingsダイアログ - メイン・タブ
MADIface XT IIの設定は、専用の Settingsダイアログで行います。Settingsダイアログ
は以下の操作で開きます：

・ タスクバーのシステムトレイ上にある炎のアイコンをクリック

MADIface XT IIのミキサー（TotalMix FX）は以下の操
作で開きます：

・ タスクバーのシステムトレイにある TotalMix FXのアイコンをクリック

MADIface XT IIは、便利で実用的な機能やオプションを多数備えます。Settingsダイア
ログには以下の設定項目があります：

・ レイテンシー
・ WDMデバイス設定
・ デジタル入出力の設定
・ 同期設定
・ 入出力状況
・ DSPの操作

Settingsダイアログで行われるすべて
の変更はただちにリアルタイムで適用
されます。OKをクリックしたり、ダ
イアログを閉じたりといった確認作業
は必要ありません。

しかし設定変更が可能であったとして
も、ノイズの原因となりますので、録
音再生中に行うべきではありません。
また、使用するアプリケーションによっ
ては、再生が停止されていても録音再
生デバイスを掴んでいる状態に保たれ
るものがあります。この場合は設定を
変更してもすぐには適用されない可能
性があります。
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Aboutタブ

ここには現在のドライバー / ファームウェアのバージョン情報が表示されます。USBド
ライバーでは、さらに 4つのオプションがあります。

  ■ Lock Registry：初期設定 o�。本オプションにチェックを入れるとパスワードを入力
する画面が表示され、以降 Settingsダイアログへの変更はレジストリーに書き込まれ
ません。Settingsダイアログの設定は常にコンピューター起動時にレジストリーから
ロードされます。この機能を利用することで、MADIface XT IIの初期設定を定義でき
ます。

  ■ Enable MMCSS for ASIO：ASIOドライバーの優先度を上げる機能を有効にします。
ノート：本ユーザーガイド執筆時では、このオプションが有効なのは、CPU負荷の高
い最新の Cubase/Nuendoのみです。その他のアプリケーションではこのオプション
を有効にするとパフォーマンスが低下する場合もあります。変更は ASIOをリセット
すると適用されるため、どちらの設定がより有効かを簡単に確認できます。

  ■ Limit ASIO to 32 Channels：一部のソフトウェアでは、32以上の ASIOチャンネ
ルが使用されるとクラッシュするものがあります。 このオプションはASIOドライバー
を 32チャンネルに制限します。尚、全ての入出力は TotalMIx FXを介して引き続き
使用できます。

  ■ Sort ASIO Devices：複数のインターフェイスを使用する際、ASIO チャンネルの順番
のみを変更します。

メイン・タブ：MADIface XT

Buffer Size(Latency)

ASIO、WDMの入力と出力データ間のレイテンシーを決定します。レイテンシー設定値
は、システムの安定性にも影響します（《9.1　一般》参照）。ASIOは任意のバッファー・サ
イズを使用できますが、WDMはバッファー・サイズが 512サンプルに制限されています。
ドライバーはこれを自動的に処理し、512サンプルより高いバッファー・サイズ設定は
ASIOにのみ適用されます。

  ■  USB Diagnosis and Errors：この項目はバッファー・エラーではなく USB転送エラー
を示します。表示は再生 /録音のスタート時にゼロにリセットされます。詳細は《39.4

　USBオーディオ》をご参照ください。

Output Format

  ■ AES： AES出力は、チャンネル・ステータスを Professionalまたは Consumer（SPDIF）
に設定可能です。詳細は《21.2　AES/EBU》をご参照ください。
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  ■ Word：ワード・クロック出力信号には、現在のサンプルレートが適用されます。
Single Speed（シングル・スピード）を選択すると、出力信号は常に 32～ 48 kHzの
範囲内に収まります。従って、サンプル・レートが 96 kHzや 192 kHzの場合、ワー
ド・クロック出力は 48 kHzとなります。

スタンドアローン・モードのみ：ワード・クロック入力がクロック・マスターの場合、
MADIface XT IIのサンプル・レートは Single、Double、Quad Speedの入力信号に直接追
従します。したがって、ワード・クロック信号が 192 kHzの場合、内部サンプル・レートは
192 kHzになります。この機能は Follow Clock（フォロー・クロック）とも呼ばれます。シン
グル・スピードが有効の場合、ワード・クロック入力はシングル・スピードの周波数範囲に適
応します。つまり、48 kHzのワード・クロック信号が入力されると、内部クロックが 48 
kHz、96 kHz、192 kHzで同期します。

  ■ MADI 1/2/3： MADI出力信号のフォーマットを定義します。MADIはシングル・ス
ピードで 56または 64チャンネル、ダブル・スピードで 28/32チャンネル、クワッ
ド・スピードで 14/16チャンネルに対応します。48 kHz以上のサンプル・レートも、
通常の 48Kフレームを使って伝送できます。96Kフレームは、88.2 kHzと 96 kHz
のダブル・スピードにのみ対応しています。したがって 96Kフレームを使用した場合、
MADIレシーバーでシングル・スピードからダブル・スピードへの自動切り替えが可能
になります。

Options

  ■ EQ+D for Record：すべての入力チャンネルで、EQおよび Dynamicsを録音パス内
に追加します。Loopbackが有効の場合は、出力チャンネルの EQと Dynamicsが録
音パス内に入ります。《27.6　サブミックスを録音する（ループバック）》も合わせてご参
照ください。

  ■ Word Clock In Term.：有効にすると、ワード・クロック入力を内部で終端します
（75Ω）。

  ■ TMS：AES およびMADI 入力信号に含まれる Channel Status データと Track 
Marker情報の転送を有効にします。

  ■ Redundancy Mode：このモードを有効にすると、入力チャンネル数が 68チャンネ
ル（アナログ＋ AES＋MADI x 1）に制限されます。残りの 2つのMADIポートはバッ
クアップ用入力として機能し、メインのMADI入力信号に障害が発生した場合に入力
信号として即座に切り替わります。このモードは、MADIface XT IIで 1系統のMADI 
I/Oのみを使用する場合にも便利です。リソースを節約できるほか、よりシンプルな
チャンネル選択ダイアログでの運用が可能になります。

  ■ Mirror MADI1 Output to MADI2/3：このオプションを有効にすると、最初の
MADI出力を出力 2および出力 3 に即座にミラーリングすることができます。チャン
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ネル数は、2 + 4 + 64チャンネル（AES、アナログ x 4、MADIポート x 1）に制限
されます。MADIポート 1にルーティングおよびミックスされたすべてのデータが、
MADIポート 2/3にも送信されます。

  ■ Iso (chronous) Streaming（アイソクロナス・ストリーミング、USB 3のみ）：
MADIface XT IIはデータを録音する際にエラー補正を行う特別な伝送モードを使用し
ます。初期設定のモードでうまく動作しない場合は、Isochronous Streamingをお試
し下さい。このモードはオーディオ伝送の標準ネイティブ・モードで、すべての USB 
3コントローラーで動作するはずです（《39.4　USBオーディオ》も合わせてご参照くだ
さい）。

  ■ WDM Devices：WDMデバイスとして利用する I/Oの設定、ステレオ・チャンネル
またはマルチチャンネル・デバイス（最大 8チャンネル）の設定、現在有効なWDM
デバイスの「スピーカー」設定（複数可）を自由に設定できます。詳細は《7.2　Option 

WDM Devices》をご参照ください。

Clock Mode

  ■ Sample Rate：現在のサンプル・レートを設定します。すべてのWDMデバイスのサン
プル・レートを同じ値に設定する便利な手段を提供します（Vista以降オーディオ・ア
プリケーションからサンプル・レートを設定できなくなったため）。尚、ASIOアプリ
ケーションの場合は従来通りにアプリケーションからサンプル・レートを設定可能です。 
録音 /再生中は選択肢がグレー表示され、変更不可になります。

  ■ Clock Source：内部クロック・ソース（Internal = マスター）を使用するか、入力信号
（Word、MADI、AES）のクロックを使用するかを設定します。選択されたソースが利
用できない場合 (No Lock) は、次に使用可能なソースに自動で切り替わります（RME
独自の AutoSync機能）。利用できるソースが見つからない場合、内部クロックが使用
されます。現在のクロックソースは、ドロップダウン・メニューの右側に表示されます。

  ■ Input Status：5つの入力信号すべてのステータスを表示します。

・ クロックの状況（No Lock、Lock、Sync）

・ サンプル・レート（粗調整）

・ チャンネル・フォーマット（64または 56チャンネル）

Sync Check

MADIface XT IIでは、RME独自の SyncCheck技術によって現在のクロック状況を簡単
に確認できます。SyncCheckは、デジタル入力に有効な信号がない（No Lock）か、有効
な信号がある（Lock）か、有効かつ同期した信号がある（Sync）かをクロック状況として
表示します。
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7.2　Option WDM Devices
WDM Devicesセクションには、WDMデバイス設定ダイアログにアクセスできるボタン
を備えます。また現在有効なWDMデバイスの数が確認でき、ドロップ・ダウン・メニュー
にて StereoまたはMulti-Channelを選択できます。

数字は、録音と再生の両方のデバイスを表しています。つまり「1」は、1つの入力と 1
つの出力デバイスを意味します。

右図はMADIface XT IIで使用できるステ
レオWDMデバイスを示しており、MADI 
1/2のみが有効に設定されています。どの
デバイスでも有効にでき、より大きい数字
のデバイスだけを有効にすることもできま
す。例えばMADIポート 2をシステムの
オーディオに使用する場合は、MADIポー
ト 1のすべての 32ステレオ・デバイスを
有効にする必要はありません。その場合、
Windowsコントロール・パネル「サウンド」
には、MADI 65+66だけが表示されます。 

チェックボックス Allはすべてのデバイス
を一度に有効 / 無効にします。

99のステレオ・デバイスを一度にす
べてアクティブにすると、一時的に固まったり、「応答なし」の状態が生じる場合があ
ります。そのため、必要なものだけをアクティブにしてください。 

左図はMADIface XT IIで使用可能なマル
チチャンネルWDMデバイスを示していま
す。WDM デバイスのリストボックスにあ
るMulti-Channel を選択してから、WDM 
Configureを押した後に表示されます。こ
の例ではMADI 1 ～ 8 とMADI  65 ～ 72
が有効です。

マルチチャンネルWDMデバイスを使用す
ることにより、特殊なソフトウェアでのマ
ルチチャンネル再生や DVD / Blu-Rayプレ
イヤー・ソフトでのサラウンド・サウンド
再生が行えます。
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ヒント：コントロールパネルの「サウンド」でWDMデバイスを特定のサラウンド・モードに
設定する場合は、デバイスが「スピーカー」プロパティーになっている必要があります。詳細
は次の項目をご覧ください。

チェックボックス Allはすべてのデバイスを一度に有効 / 無効にします。

Speakerタブを押すと現在有効なWDM
デバイスがすべて表示されます。これら
すべてが「スピーカー」プロパティーとし
て定義できます。

複数のデバイスを「スピーカー」とし
て定義するのは通常意味がありません。
Windows上でスピーカーに番号が付け
られたり名称が変更されたりしないため、
デバイスを見分けることができません。

OK を押して画面を閉じるとWDMデバ
イスがリロードされWindowsが新しい
プロパティーを認識します。これで、
Windows のコントロールパネル「サウン
ド」 > 「再生」にて、ステレオには 2チャン
ネル・デバイスが、マルチチャンネルに
は 7.1チャンネル・デバイスが表示され
ます。
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8.　操作と使用方法

8.1　再生
MADIface XT IIをオーディオ・アプリケーションで使用する場合、MADIface XT IIを出
力デバイスとして選択します。一般的には、オーディオ・アプリケーションの「Options（オ
プション）、Preferences（環境設定）」もしくは「Setting（設定）」メニュー内の、「Playback 
Device（再生デバイス）、Audio Devices（オーディオ・デバイス）、Audio（オーディオ）」
などから設定します。

SettingsダイアログでWDM デバイスの数が 0 に設定されている場合、WDM再生
デバイスは使用できません。

すべての OSのシステム・サウンドは無効にすることをお勧めします（コントロールパネ
ル > サウンドとオーディオ・デバイス）。MADIface XT IIは、システムのオーディオ機
能を大幅に拡張することができます。ただし再生デバイスを規定のデバイスに設定すると、
ASIO使用時に問題が生じる場合があります。

オーディオ・バッファーの数やサイズを増やすと、オーディオ信号が正しく再生されない
のを防ぐことが出来ますが、その分レイテンシーも大きくなり再生出力の遅れが生じます。
オーディオとMIDI（もしくはそれに類するもの）の同期再生を行うには、Get position 
from audio driver（オーディオ・ドライバーからの位置情報を利用）のチェックボックス
が有効になっていることをご確認ください。

注意：MADIface XT IIのドライバーは、すべてのWDMデバイスのサンプル・レートをグロー
バルに変更する機能を備えます。Settingsダイアログで設定可能です（《7.1　Settingsダイア
ログ - メイン・タブ》参照）。尚、システム内の変更にはに多少時間がかかりますので、変更後
は 5秒程度待ってから録音 /再生を行ってください。

ヒント：現在の CPU負荷を確認することによって、オーディオ・サブシステムがすべての再
設定を終えたかどうかを確認できます。

8.2　DVD再生（AC-3/DTS）
AC-3 / DTS

一般的な DVDソフトウェアプレーヤーは、MADIface XT IIの AES出力を使用して、
AC-3/DTS対応のレシーバーにストリーミング・データを送信できます。

サンプル・レートはMADIface XT IIの Settingsダイアログで 48 kHzに設定する必
要があります。設定しないと AES/SPDIF経由でダウンミックスされたアナログ信号
を再生することしかできません。
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DVDソフトウェアによっては、Windowsのコントロール パネル > サウンド > 再生にて
MADIface XT IIを出力デバイスとして選択しないとソフトウェアがMADIface XT IIを認
識しない場合があります。

その後は、DVDソフトウェアのオーディオプロパティで「SPDIF出力」もしくはそれに似
たオプションが表示されます。これを選択すると、ソフトウェアはデコードされていない
デジタル・マルチチャンネル・ストリーミングデータをMADIface XT IIに送信します。

注意：この AC-3信号をそのまま再生すると、非常に高いレベルのノイズのように聞こえます。
「スピーカー」デバイスは AC-3/DTSデジタル信号の再生に対応していません。

MADIチャンネルへの出力も可能です。デコードを行うには、MADI再生信号をステレオ
AES3または SPDIFに変換するMADI-AESコンバーター（RME ADI-642など）が必要です。

マルチチャンネル

DVDソフトウェア・プレーヤー はソフトウェア・デコーダーとして使用することもでき
ます。DVDのマルチチャンネル・ストリーミング・データを直接MADIface XT IIのア
ナログ出力に送信します。この機能を使用するには、MADIface XT IIのWDM再生デ
バイス「スピーカー」を 8チャンネル・デバイスとして選択します（《7.2　Option WDM 

Devices》参照）。

これで再生ソフトウェアのオーディオプロパティで複数のマルチチャンネル・モードが
リストアップされます。いずれかのモードを選択すると、アプリケーションはデコード
されたアナログ・マルチチャンネル・データをMADIface XT IIに送信します。その後、
TotalMixを使用して任意の出力先から再生させることができます。

サラウンド再生の標準的なチャンネル・アサインメントは以下の通りです：

1 - Left
2 - Right
3 - Center
4 - LFE （Low Frequency E�ects）
5 - SL （Surround Left）
6 - SR （Surround Right）

注意 1：システム・イベントがクリティカルな運用を妨害する恐れがあるため、MADIface XT 
IIをシステムの再生デバイスとして使用することは推奨しません。システム・サウンドに使用
した場合は使用後に必ず再設定を行い、MADIface XT IIからシステム・サウンドが出力されな
いようにするか、すべてのシステム・サウンドを無効に設定してください（「サウンド」/「サウン
ドタブ」/「サウンド設定」/「サウンドなし」）。

注意 2：DVDプレーヤーはMADIface XT IIに同期します。つまり AutoSyncやワード・クロッ
クを使用している場合、再生速度とピッチは入力クロック信号に従います。
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8.3　マルチクライアント操作
RMEのオーディオ・インターフェイスは、いくつかのプログラムから同時に使用できる
マルチクライアント操作をサポートしています。さらに ASIOとWDMを同じ再生チャン
ネル上でも同時に使用できます。しかし、WDMはリアルタイムでサンプル・レートを変
換するため (ASIOはしません )、すべての有効な ASIOのソフトウェアは同じサンプル・
レートを使用する必要があります。

しかしながら、各チャンネルを単独で使用した方がより概観が把握しやすくなります。ま
た、これによって制限を受けることもありません。TotalMixを使用すれば、任意の出力
へのルーティングが可能で、複数のソフトウェアの再生チャンネルを 1つの同じハード
ウェア出力へ簡単にルーティングできます。

入力の場合は、単純にドライバーがすべてのアプリケーションに同時にデータを送信する
ため、複数のWDM / ASIOソフトウェアを同時に制限なく使用できます。

尚、上述の制限は RMEの精巧な DIGICheckツールには当てはまりません。DIGICheck
は ASIOホストのように動作し、 再生チャンネルに直接アクセスするための特殊な技術を
用います。従って、ソフトウェアがどのフォーマットを使用していても DIGICheckはソ
フトウェアからの再生データを分析し表示することができます。

8.4　アナログ録音
アナログ入力信号を録音するには、オーディオ・アプリケーション内でMADIface XT II
を録音デバイスとして正しく選択する必要があります。

フロント・パネルのアナログ入力レベルは、TotalMixの入力チャンネル設定（Settings ＞ 
Gain）、またはMADIface XT II本体のMic/Gainボタンとエンコーダー 1/2を使用して
最適化できます。現在の入力レベルは、信号とクリップを示す LEDで確認できます。

さらに最適なレベルにするには、ソース自体を調整します。TotalMixのピークレベル・メー
ターがおよそ -3 dBに達するまで、ソースの出力レベルを上げてください。

詳細は、《20.　アナログ入出力》をご参照ください。

入力信号のモニタリングや入力信号を直接出力へ送信することは良くありますが、
TotalMix FXを使用すれば、これらをレイテンシーゼロで行えます（《25.　TotalMix FX：
ルーティングとモニタリング》参照）。

Steinberg社の ASIOプロトコル、RMEの ASIOドライバー、そして任意の ASIO 2.0対
応プログラムの組み合わせにより、モニタリングをリアルタイムに自動的にコントロール
できます。ASIO Direct Monitoringをアクティブにすると、レコーディングの開始（パン
チイン）と同時に、入力信号はリアルタイムで出力にルーティングされます。
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8.5　デジタル録音
アナログ・サウンドカードは録音の際に入力信号が無い場合は空の波形ファイル（もしく
はノイズ）を作成しますが、デジタル・インターフェイスの場合は、録音を開始するため
に常に適切な入力信号が必要です。

MADIface XT IIでは同期のトラブルを防ぐため、サンプル・レートや各入力のロック /同
期のステータスを本体のステータス LEDで簡単に確認できるようにしました。

Clock Mode と Input Status に
表示されるサンプル・レートを
確認することで、本体および接
続されるすべての外部機器の設
定状況を素早く把握できます
サンプル・レートが認識されない場合、No Lockと表示されます。

このように、どのようなオーディオ・アプリケーションでデジタル録音を行う場合でも簡
単に設定することができます。適切な入力を選択すると、MADIface XT IIは現在のサン
プル・レートを表示します。サンプル・レートは、お使いのオーディオ・アプリケーション
内のオーディオ設定（もしくはそれに類する）ダイアログで変更することができます。

8.6　クロック・モード -同期
デジタルの世界では、すべての機器は「マスター（クロック・ソース）」または「スレーブ 
（クロックを受信）」に設定する必要があります。システム内で複数の機器を接続した場合、
マスターとなるクロックが必ず 1つ必要です。

デジタル・システムのマスター・デバイスは 1台のみです！もしMADIface XT IIの
クロック・モードを「マスター」に設定してある場合、他のデバイスは全て「スレーブ」
に設定しなければなりません。

MADIface XT IIは AutoSyncと呼ばれる非常に便利でインテリジェントなクロック制御
機能を備えます。AutoSyncモードは、デジタル入力に適切な信号があるかどうかを常
時スキャンします。有効な信号を検知すると、MADIface XT IIは内部クロック（Clock 
Mode - Current Internal の状態）から外部クロック（Clock Mode - Current ADAT、
Word、AESの状態）に切り替わります。通常のスレーブとの違いは、入力信号を失った
場合にシステムは直ちに内部クロック（マスター・モード）に戻る点です。

AutoSyncは通常のレコーディングだけでなく、再生しながらのレコーディングも正常に
動作することを保証します。ただし特定のケースでは、AutoSyncがデジタル・キャリア
でフィードバックを引き起こし、同期が取れなくなることがあります。この問題が生じた
場合は、クロック・モードをマスター（Clock Source - Internal）に切り替えてください。
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またMADIface XT IIでは RME独自の SyncCheck技術により、現在のクロック状況を簡
単に確認できます。Input Statusにて、各入力（ワード・クロック、MADI、AES）の信号
が有効（Lock）なのか、有効でない（No Lock）のか、または有効かつ同期状態（Sync）な
のかを確認できます。詳細は《39.2　Lockと SyncCheck》をご参照ください。

Clock Sourceのポップアップ・メニューにて、希望するクロック・ソース入力を選択しま
す。選択された入力で有効な信号が検出された場合、その入力が同期ソースとして使用さ
れます。信号が検出されない場合、他の入力が順番にスキャンされます。すべての入力で
有効な信号を検知できない場合、 MADIface XT IIは自動でクロック・モードをマスター
（Internal）に切替えます。

WDM 環 境 で は 必 然 的 に
MADIface XT IIがサンプル・
レートを設定します。従っ
て、渦のようなエラーが起こ
る可能性があります。右図で
はワード・クロック入力でサンプル・レート 44.1 kHzのデジタル信号が検出されていま
すが、Windowsオーディオが事前に 480000 Hzに設定されているためエラーが発生
しています。赤い文字はエラーを意味し、MADIface XT IIのサンプル・レートを手動で
44.1 kHzに設定するように促しています。

ASIO環境の場合はオーディオ・アプリケーションがサンプル・レートを設定するため、通
常はこのようなエラーは生じませんが、生じるケースもあります。スレーブ・モードの場合、
外部サンプル・レートが優先されます。44.1 kHzを送った場合、ASIOソフトウェアが
48 kHzに設定するのを防ぎ、変更するためにはクロック・モードをマスター（Internal）
にする以外ありません。

SyncCheckは、システムに接続された全てのデジタルデバイスが正しく設定されている
かを簡単に確認できる機能です。SyncCheckにより以前はデジタル・スタジオの世界で
最も複雑だった問題の１つを、誰もがマスターできるようになるのです。
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9.　ASIO環境での操作

9.1　一般
ASIO対応のソフトウェアを起動し、オーディオ I/Oデバイスまたは ASIOオーディオ・
ドライバーに ASIO MADIface USBを選択します。

・ MADIface XT IIは ASIOダイレクト・モニタリングに対応しています (ADM)。
・ MADIface XT IIのMIDI I/OはMME MIDI及び DirectMusic MIDIで使用できます。

9.2　ASIO環境でのチャンネル数
サンプル・レートが 88.2 kHzまたは 96 kHzの場合、各ポートのMADI チャンネル数は
32 （ダブル・スピード）に、サンプル・レートが 176.4 kHzおよび 192 kHz （クワッド・
スピード）の場合は 16に減少します。

注意：Single（シングル）、Double（ダブル）、Quad（クワッド）スピードとサンプル・レート
のレンジを切り替えた場合、ASIOドライバーから表示されるチャンネル数も変更されること
にご注意ください。このとき、オーディオ・アプリケーション内の I/Oのリストを更新する必
要があるかもしれません。
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シングル・スピード ダブル・スピード クワッド・スピード
MADI1：1～ 64 MADI1：1～ 32 MADI1：1～ 16
MADI2：65～ 128 MADI2：33～ 64 MADI2：17～ 32
MADI3：129～ 192 MADI3：65～ 96 MADI3：33～ 48
Analog 1/2：193/194 Analog 1/2：97/98 Analog 1/2：49/50

AES：195/196 AES：99/100 AES：51/52
Phones：197/198 Phones：101/102 Phones：53/54

9.3　確認されている問題
CPUのパワーが十分でない場合、また USBバスまたは PCIバスのデータ伝送速度や、
PCIe-busの転送速度が遅すぎると、ドロップアウトやクリックノイズの発生などの不具
合が起こります。この問題は多くの場合、MADIface XT IIの Settingsダイアログで、バッ
ファー・サイズを上げることにより回避できます。さらには、すべてのプラグインを一時
的に不使用にして、それらが原因でないかどうかを確認してください。詳細については、
《39.4　USBオーディオ》をご参照ください。

また、同期が正しくないことが多くのトラブルの原因になります。ASIOは非同期操作を
サポートしていません。入力信号と出力信号は同じサンプル・レートを使用し、なお且つ
同期していなければなりません。MADIface XT IIと接続する機器はすべて、フルデュプ
レックス（全二重）動作が行えるように正しく設定される必要があります。Settingsダイ
アログの SyncCheckに Syncではなく Lockと表示されている場合は、機器が正しく設定
されていないので再度確認を行ってください。

MADIface XT IIを複数台使用する場合も同様です。すべてのユニットが同期していなけ
ればなりません。同期していなければ、繰り返し周期的なノイズが発生します。

RMEデバイスは ASIOダイレクト・モニタリング （ADM）をサポートしていますが、すべ
てのアプリケーションが ADMを完璧に、あるいは完全にエラーなしでサポートしていな
い点にご注意ください。最も多く寄せられる問題は、ステレオ・チャンネルでの誤ったパン
ニングの動作についてです。また、可能であれば TotalMix FXのハードウェア出力（3段目）
をモノ・モードに設定することを避けてください。設定した場合、ADMとの互換性が損
なわれる可能性が高いです。

オーディオとMIDIがぴったりと合っていない場合、または一定のずれがある（MIDIノー
トが正確な位置よりわずかに前または後に置かれている）場合、Cubase/Nuendoでの設
定を変更する必要があります。本マニュアルの執筆時点では、「システムのタイムスタン
プを使用（Use System Timestamp）」オプションを有効にします。MADIface XT IIは
MME MIDIと DirectMusic MIDIの両フォーマットをサポートしますが、どちらがより
良い動作をするかは、使用するアプリケーションによって異なります。
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10.　複数のMADIface XT IIを同時に使用する
最新のドライバーでは、最大 3台までのMADIface XT IIを同時に使用できます。その場合、
全ユニットは同期している必要があります。つまり正しい同期情報を受け取らなければい
けません（ワード・クロック経由または、AutoSyncで同期信号を受信）。

・ 1台のMADIface XT IIのクロック・モードをマスターに設定している場合は、他の
すべてをスレーブに設定し、ワード・クロック等の同期信号をマスターから供給する
ことで同期を行う必要があります。各ユニットのクロック・モードを Settingsダイア
ログでそれぞれ設定する必要があります。

・ すべてのユニットが同期信号を得ていれば（すべての Settingsダイアログで Syncと
表示されていれば）、すべてのチャンネルが同時に使用できます。ASIOドライバー
はすべてのユニットを 1つのデバイスとして認識するため、ASIOでは特に便利に操
作できます。

注意： TotalMixはそれぞれのMADIface XT IIのハードウェアの一部です。最大で３つのミキ
サーが使用できますが、それぞれは独立しているため、データを互いにやり取りすることはで
きません。従って、すべてをまとめるグローバルミキサーとして使用することはできません。



Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc. Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.
MADIface XT II ユーザーガイド

34

11.　DIGICheck Windows

DIGICheckはデジタル・オーディオ・ストリームの計測、解析を行うために開発された
RME独自のユーティリティです。DIGICheckの画面はご覧いただければすぐにでも使用
可能なほどシンプルです（英語のオンラインヘルプ付属）。また、DIGICheck 5.96はマル
チクライアント ASIOホストとしてオペレート可能で、ASIO、WDMのどのソフトウェ
アに対しても並行して使用することができます（入出力共）。以下は現在搭載される機能
の概要です：

・ Level Meter：解像度 24 bit。2、8、198ch 対応。主な用途：Peak レベル測定、
RMS レベル測定、オーバー検知、位相相関測定、ダイナミックレンジ測定、S/N比
測定、RMS/Peak 差（ラウドネス）測定、Peak 長期測定、入力チェック。0 dBFS 以
上のレベル用オーバーサンプリング・モード。縦 /横表示モード。Slow RMS、RLB 
weightingフィルター。K-Systemに準拠した視覚設定に対応。

・ Hardware Level Meter（Input/Playback/Output用）：MADIface XT IIのハード
ウェアで計算処理されるため、CPU負荷はほぼゼロ。

・ Spectral Analyser：アナログ・バンドパス・フィルター・テクノロジーを使用した独
自の 10/20/30 バンドディスプレイ。192 kHz 対応。

・ Vector Audio Scope：オシロスコープ・チューブの典型的な残像を表示する世界で
もユニークなゴニオメーター。相関メーターとレベルメーターを搭載。

・ Totalyser：Spectral Analyser、Level Meterおよび Vector Audio Scopeを一つの
画面で表示。

・ Surround Audio Scope：相関関係を分析できるプロフェッショナルなサラウンド・
レベルメーター。ITU weightingと ITU summing meter。

・ ITU1770/EBU R128 Meter：標準化されたラウドネス計測メーター。
・ Bit Statistics & Noise：オーディオ信号の真の解像度に加えて、エラーや DCオフセッ
トを表示。dB/dBA 単位の S/N比測定、および DC測定機能搭載。

・ Channel Status Display：SPDIF および AES/EBU チャンネル・ステータス・データ
の詳細な分析と結果表示。

・ Global Record：最低限のシステム負荷で全チャンネルを長期録音。
・ マルチクライアントに完全対応：すべてのチャンネルで計測ウィンドウをいくつでも
開くことが可能。

より最新のハードウェアに対応した新バージョンのDigiCheck NGもご利用いただけます。

DIGICheckおよびDigiCheck NGは随時アップデートされています。最新バージョンは
rme-audio.jp のダウンロード・ページからダウンロード可能です。
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12.　Hotline - トラブルシューティング
最新情報は https:/rme-audio.jp/ のサポート /FAQ セクションでご覧頂けます。

インターフェイスとドライバーは正しくインストールできましたが、再生できません

・ デバイス・マネージャーに MADIface XT IIが表示されているかを確認してください。
デバイス・アイコンに黄色の「！」が表示されている場合は、コンフリクトが発生し
ていることを示します。

入力信号をリアルタイムにモニタリングできません。

・ ASIOダイレクト・モニタリングが有効になっていないか、またはモニタリング自体
が無効にされている可能性があります（TotalMix FXのミックス設定が間違ってい
る）。 

再生はできますが、録音ができません。

・ 入力に正しいオーディオ信号が存在しているか確認してください。正しく入力されて
いる場合は、現在のサンプル・レートが Settingsダイアログに表示されているはずで
す。

・ MADIface XT IIがオーディオ・ソフトウェアの録音デバイスとして選択されているか
どうか確認してください。

・  オーディオ・ソフトウェアで設定されたサンプル・レート（「録音設定」やそれに類す
るメニュー）が入力信号と同じかどうかを確認してください。

録音・再生中、クラックル・ノイズが発生します。

・ Settingsダイアログの Buffer Sizeを増やしてください。
・ 異なるケーブル（コアキシャルもしくはオプティカル）で試して、物理的な断線や故
障がないかを確認してください。

・ ケーブルと機器が閉じられたループ内で接続されていないことを確認してください。
その場合、クロック・モードを Internalに設定します。

・ Settingsダイアログで、エラーが表示されているかを確認してください。

MADIface XTのドライバーをインストールしてから、Windowsの起動に時間がかかる
ようになりました。

・ Settingsダイアログで未使用のすべてのWDMデバイスを無効にしてください。
ASIOのみを使用する場合は、すべてのWDMデバイスを無効にしてください。
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13.　ドライバーとファームウェア

13.1　ドライバーのインストール
MADIface XT IIをコンピューターに接続し、電源をオンにした状態で、使用されている
macOSに適したドライバーをインストールしてください。

RMEはドライバーを定期的に更新しています。rme-audio.jpのダウンロード・ページか
ら、最新ドライバーをダウンロードしてください。ダウンロードしたファイルを解凍し、
pkgファイルをダブルクリックしてドライバーのインストールを開始します。

ドライバー・インストールの際、アプリケーションの TotalMix（TotalMix FXミキサー）と、
Fireface USB Settings（Settingsダイアログ）がアプリケーション・フォルダにコピーさ
れます。これらのアプリケーションはMADIface XT IIがコンピューターに接続されると
自動的に Dockに表示されます。コンピューターを再起動する必要はありません。

ドライバー更新時には、インストール済みのドライバーを削除する必要はありません。そ
のまま新しいドライバーを上書きでインストールします。

13.2　ドライバーのアンインストール
問題が生じた場合はドライバー・ファイルをゴミ箱にドラッグすることで削除できます：

USB

/アプリケーション /Fireface  USB Settings
/アプリケーション /Totalmix
/システム /ライブラリ /Extensions/FirefaceUSB.kext
/ユーザ /ユーザ名 /ライブラリ /Preferences/de.rme-audio.TotalmixFX.plist
/ユーザ /ユーザ名 /ライブラリ /Preferences/de.rme-audio.Fireface_USB_Settings.plist
/ライブラリ / LaunchAgents/de.rme-audio.FirefaceUSBAgent.plist

最新のmacOSでは Finderにユーザ /ライブラリのフォルダーが表示されません。表示さ
せるには、Finderを起動し、メニューの「移動」をクリックしてから、option（alt）キー
を押しながら「ライブラリ」をクリックします。

最新の DriverKitドライバーでは、ドライバー自体がアプリケーション・フォルダーにあ
る RME Settingsアプリケーションに含まれます。そのため、このアプリケーションを削
除するとシステムからドライバーも削除されます。
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13.3　ファームウェアのアップデート
アプリケーションRME USB Series 
Flash Tool は、MADIface XT II の
ファームウェアを最新バージョンにアッ
プデートします。この作業を行うには
既にRME USBドライバーがインストー
ルされている必要があります。

RME USB Series Flash Toolを起動す
ると、MADIface XT IIの現在のファー
ムウェアのバージョン、そしてアップデー
トが必要かどうかを表示します。必要
な場合はUpdateボタンをクリックし
ます。プログレスバーが進行状況を表
示し、完了を知らせます。

アップデート後はMADIface XT II
を再起動する必要があります。MADIface XT IIの電源をオフにした状態で数秒間放置し、
再び電源をオンにしてください。コンピューターの再起動は必要ありません。

アップデートが失敗した場合（statusが failureと表示）、次回の起動からセーフティー
BIOSが使用されます。従って本体はそのまま完全に機能します。その際はもう一度別の
コンピューターでフラッシュ・アップデート作業を行ってください。



Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc. Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.
MADIface XT II ユーザーガイド

40

14.　MADIface XT IIの設定

14.1　Settingsダイアログ
MADIface XT IIの設定は、専用の Settingsダイアログで行います。Settingダイアログ
を開くには FirefaceUSB Settingsプログラムを起動します。MADIface XT IIのミキサー
(TotalMix FX)の設定を行う場合は TotalMixを起動します。

MADIface XT IIには、考え抜かれた実用的な機能が数多く搭載されており、様々な場面
に応じて設定できます。Settingsダイアログには以下の設定項目があります：

・ デジタル入出力の設定
・ ハードウェアの設定
・ 同期設定
・ 現在のサンプル・レート
・ 入出力状況

Settings ダイアログで行われるす
べての変更はただちにリアルタイ
ムで適用されます。ダイアログを閉
るといった確認作業は必要ありま
せん。

しかし設定変更が可能であったと
しても、ノイズの原因となりますの
で、録音再生中に行うべきではあり
ません。

Properties For のプルダウン・メ
ニューでは、設定するユニットを選
択します。

その右側には現在のファームウェ
アとドライバー・バージョンが表示
されます。

Output Format

  ■ AES：AES出力は、チャンネル・ステータスを Professionalまたは Consumer（SPDIF）
に設定可能です。詳細は《21.2　AES/EBU》をご参照ください。

  ■ MADI 1/2/3：MADI出力信号のフォーマットを定義します。MADIはシングル・スピー
ドで 56または 64チャンネル、ダブル・スピードで 32/28チャンネル、クワッド・
スピードで 16/14チャンネルに対応します。
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96 kHz

  ■ Word I/O：ワード・クロック出力信号には、現在のサンプルレートが適用されます。
Single Speed（シングル・スピード）を選択すると、出力信号は常に 32～ 48 kHzの
範囲内に収まります。従って、サンプル・レートが 96 kHzや 192 kHzの場合、ワー
ド・クロック出力は 48 kHzとなります。

ワード・クロック入力がクロック・マスターの場合、MADIface XT IIおよび Core Audio
のサンプル・レートは Single、Double、Quad Speedの入力信号に直接追従します。し
たがって、192 kHzのワード・クロック信号が入力されると、MADIface XT IIおよび
OSのサンプル・レートは 192 kHzになります。この機能は Follow Clock（フォロー・クロッ
ク）とも呼ばれます。シングル・スピードが有効の場合、ワード・クロック入力はシングル・
スピードの周波数範囲に適応します。つまり、48 kHzのワード・クロック信号が入力さ
れると、内部クロックが 48 kHz、96 kHz、192 kHzで同期します。

  ■ MADI 1/2/3：48 kHz以上のサンプル・レートでも、通常の 48Kフレームを使って
伝送できます。96Kフレームは、88.2 kHzと 96 kHzのダブル・スピードにのみ対
応しています。したがって 96Kフレームを使用した場合、MADIレシーバーでシング
ル・スピードからダブル・スピードへの自動切り替えが可能になります。

Options

  ■ EQ+D for Record：すべての入力チャンネルで、EQおよび Dynamicsを録音パス内
に追加します。Loopbackが有効の場合は、出力チャンネルの EQと Dynamicsが録
音パス内に入ります。《27.6　サブミックスを録音する（ループバック）》も合わせてご参
照ください。

  ■ Word Clock In Term.：有効にすると、ワード・クロック入力を内部で終端します
（75Ω）。

  ■ Mirror MADI1 Out to 2 & 3：このオプションを有効にすると、最初のMADI出力を
出力 2および出力 3 に即座にミラーリングすることができます。出力チャンネル数
は、2 + 4 + 64チャンネル（AES、アナログ x 4、MADIポート x 1）に制限されます。
MADIポート 1にルーティングおよびミックスされたすべてのデータが、MADIポー
ト 2/3にも送信されます

  ■ Redundancy Mode：このモードを有効にすると、入力チャンネル数が 68チャンネ
ル（アナログ＋ AES＋MADI x 1）に制限されます。残りの 2つのMADIポートはバッ
クアップ用入力として機能し、メインのMADI入力信号に障害が発生した場合に入力
信号として即座に切り替わります。このモードは、MADIface XT IIで 1系統のMADI 
I/Oのみを使用する場合にも便利です。リソースを節約できるほか、よりシンプルな
チャンネル選択ダイアログでの運用が可能になります。
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  ■ Iso (chronous) Streaming（アイソクロナス・ストリーミング、USB 3のみ）：
MADIface XT IIはデータを録音する際にエラー補正を行う特別な伝送モードを使用し
ます。初期設定のモードでうまく動作しない場合は、Isochronous Streamingをお試
し下さい。オーディオ伝送における標準的なネイティブ・モードで、あらゆる USB 3
コントローラーで使用可能です（《39.4　USBオーディオ》も合わせてご参照ください）。

Clock Mode

  ■ Sample Rate：現在のサンプル・レートを設定します。Audio MIDI設定の設定と同じ
ですが、Settingsダイアログからも設定可能にしています。

  ■ Clock Source： 内部クロック・ソース（Internal = マスター）を使用するか、入力信
号（Word、MADI、AES）のクロックを使用するかを設定します。選択されたソース
が利用できない場合 (No Lock) は、次に使用可能なソースに自動で切り替わります
（RME独自の AutoSync機能）。利用できるソースが見つからない場合、内部クロック
が使用されます。現在のクロックソースは、ドロップダウン・メニューの右側に表示
されます。

BUS

現在の USB伝送モード（USB2、USB3）および伝送エラー（CRCエラー）を表示します。
詳細は、《39.4　USBオーディオ》をご参照ください。

Input Status

5つの入力信号すべてのステータスを表示します。

・ クロックの状況（No Lock、Lock、Sync）

・ サンプル・レート（粗調整）

・ MADIフレーム・フォーマット（48Kまたは 96K）

・ チャンネル・フォーマット（64または 56チャンネル）

MADIface XT IIでは、RME独自の SyncCheck技術によって現在のクロック状況を簡単
に確認できます。SyncCheckは、デジタル入力に有効な信号がない（No Lock）か、有効
な信号あり（Lock）か、有効かつ同期した信号あり（Sync）かをクロック状況として表示
します。

Short Safety Offset 

オーディオ・サブシステムをコンピューターの性能に合わせることができます。通常の
24サンプルより小さい 12サンプルの Safety Offsetを使用することでレイテンシーを
低くすることができますが、クリック・ノイズやドリップアウトが発生する可能性があり
ます。最大限の安全性を確保するため、カーネル機能拡張ドライバーにはオフセットのよ
り大きな Largeの設定も存在します。
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Channel Limit

すべてのソフトウェアが 196チャンネル録音および 198チャンネル再生のオーディオ・
インターフェイスを取り扱えるわけではありません。たとえば、Dolby Atmosは現在
16チャンネルまでしか対応しません。Facetimeなどシステム標準のアプリケーション
もチャンネル数に制限があります。Channel Limitは、録音／再生チャンネルを 32、16、
8に制限します。

変更はリアルタイムに反映されますが、変更されたチャンネル数をアプリケーションが正
しく認識し、正常にオーディオを録音・再生するためには、多くの場合アプリケーション
の再起動が必要となります。

14.2　クロック・モード – 同期
デジタルの世界では、すべての機器は「マスター（クロック・ソース）」または「スレーブ 
（クロックを受信）」に設定する必要があります。システム内で複数の機器を接続した場合、
マスターとなるクロックが必ず 1つ必要です。

デジタル・システムのマスター・デバイスは 1台のみです！もしMADIface XT IIの
クロック・モードをマスターに設定してある場合、他のデバイスは全てスレーブに設
定しなければなりません。

MADIface XT IIは AutoSyncと呼ばれる非常に便利でインテリジェントなクロック制御
機能を備えます。AutoSyncモードでは、デジタル入力に適切な信号があるかどうかを
常時スキャンします。有効な信号を検知すると、MADIface XT IIは内部クオーツ（Clock 
Mode が Current Internal の状態）から外部クロック（Clock Mode が Current MADI、
Word、AESの状態）に切り替えます。通常のスレーブ運用と異なり、入力信号が検出さ
れなくなった場合でも、AutoSyncが直ちにそれを検知し、クロック・モードを内部クロッ
ク（マスター・モード）に切り替えます。

AutoSyncモードは、通常のレコーディングも再生しながらのレコーディングも正常に動
作することを保障します。

ただし特定のケースの場合に AutoSyncがデジタルキャリアでフィードバックを引き起こ
し、同期が取れなくなることがあります。この問題を解消するにはMADIface XT IIのク
ロック・モードを Internalに切り替えてください。

RME独自の SyncCheck 技術に
よって現在のクロック状況を簡
単に確認できます。SyncCheck
は、ワード・クロック、MADI、
AESのデジタル入力に、有効な
信号なし（No Lock）、有効な信
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号有り（Lock）、または有効かつ同期した信号有り（Sync）を表示します。Clock Mode欄
には、現在のクロック・ソースが表示されます。詳細は《39.2　Lockと SyncCheck》をご
参照ください。

Clock Sourceポップアップ・メニューにて希望するクロック・ソース入力を選択します。
MADIface XT IIが選択された入力で有効な信号を検知している限り、その入力が同期ソー
スとして使われます。信号が検知されない場合、他の入力が順番にスキャンされます。す
べての入力で有効な信号を検知できない場合、MADIface XT IIは自動でクロック・モー
ドをマスター（Internal）に切替えます。

SyncCheckは、システムに接続された全てのデジタル・デバイスが正しく設定されてい
るかを簡単に確認できる機能です。SyncCheckにより以前はデジタル・スタジオの世界
で最も複雑だった問題の１つを、誰もがマスターできるようになるのです。
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15.　macOS FAQ

15.1　MIDIポートが認識できない
アプリケーションでMIDIポートが表示されないケースがあります。正確には、Audio 
MIDI設定 - MIDIウィンドウで、インストールされたMIDIポートを認識できない場合です。
このとき、RME MIDIデバイスは表示されていないか、または、デバイスが灰色に反転し
ていて使用できません。ほとんどの場合、灰色に反転しているデバイスを削除して、再度
MIDIデバイスを探すことで問題は解決します。

MADIface XT IIのMIDIはクラス・コンプライアントのため、ドライバーが付属しません。
macOSはMADIface XT IIをMIDIデバイスとして認識し、OSに含まれるドライバーで
使用します。

15.2　ディスクのアクセス権を修復
ディスクのアクセス権を修復すると、インストール時の問題やその他の問題が解決できま
す。これを行うには、「ユーティリティ /ディスクユーティリティー」から、システムのある
ドライブ（ボリューム）を選択します。そして、First Aidタブをクリックするとディスク
のアクセス権の検証と修復のメニューが使用できます。

15.3　対応サンプル・レート
RMEのmacOSドライバーは、MADIface XT IIによって供給されるすべてのサンプル・
レートをサポートします。32 kHzや 64 kHz、更には 128 kHz、176.4 kHz、192 
kHzにも対応します。

ただし、すべてのソフトウェアがMADIface XT IIのサンプル・レートをサポートしてい
るわけではありません。ハードウェアの性能は Audio MIDI 設定 - オーディオウィンドウで
簡単に確認できます。MADIface XT IIを選択しフォーマットをクリックすると、対応す
るサンプル・レートがリスト表示されます。

15.4　Core Audio環境でのチャンネル数
サンプル・レートが 88.2 kHzまたは 96 kHzの場合、各ポートのMADI チャンネル数は
32（ダブル・スピード）に、サンプル・レートが 176.4 kHzおよび 192 kHz（クワッド・
スピード）の場合は 16に減少します。

コンピューターの再起動なしに Core Audioのチャンネル数を変更出来ないため、
MADIface XT IIがダブル・スピード（Double Speed 88.2/96 kHz)もしくはクワッド・
スピード（Quad Speed 176.4/192 kHz）モードに変更された場合、すべてのチャンネ
ルがそのまま存在しますが、一部のチャンネルは無効となります。
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シングル・スピード ダブル・スピード クワッド・スピード
MADI1：1～ 64 MADI1：1～ 32 MADI1：1～ 16
MADI2：65～ 128 MADI2：33～ 64 MADI2：17～ 32
MADI3：129～ 192 MADI3：65～ 96 MADI3：33～ 48
Analog 1/2：193/194 Analog 1/2：97/98 Analog 1/2：49/50

AES：195/196 AES：99/100 AES：51/52
Phones：197/198 Phones：101/102 Phones：53/54

15.5　その他の情報
前機種のMADIface XTをサポートする旧 OS用ドライバーも、MADIface XT IIを認識し
ます。ただし、MADIface XT IIにはバージョン 1.95以降のより新しい TotalMix FX が
必要です。最新バージョンの TotalMix FXは、rme-audio.jpから個別にダウンロードで
きます。ドライバーのインストール後にアプリケーションを手動で入れ替えることで最新
の TotalMix FXを利用可能です。

カードやチャンネルの選択ができないアプリケーションはシステム環境設定 - サウンドの、
入力、出力で選択されたデバイスを使用します。

アプリケーション /ユーティリティにある Audio MIDI設定で、ハードウェアをシステム
で使用するための詳細な設定を行えます。

チャンネルの選択ができないアプリケーションでは、最初のステレオ 1/2チャンネルの
ペアが常に使用されます。他の入力を使用したい場合は、TotalMixで次の回避策を利用
できます：使用したい入力信号を出力チャンネル 1/2にルーティングします。出力 1/2
チャンネルの Settingsで Loopbackを有効にします。これにより、使用したい入力信号
が入力チャンネル 1/2で利用できるようになります（ディレイやレイテンシーは追加さ
れません）。

スピーカーを構成で、ステレオやマルチチャンネル再生をすべての利用可能なチャンネル
へ自由に設定できます。
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16.　複数のMADIface XT IIを同時に使用する
macOSでは、一つのオーディオ・アプリケーション内で複数のオーディオ・デバイスを
使用することができます。これは複数のデバイスを一つにする Core Audioの機器セット
機能で行います。Audio MIDI設定 > オーディオ・ウィンドウにて設定可能です。機器セッ
トを追加するには、左下の「+」ボタンをクリックしてください。

最新のドライバーでは、最大 3台のMADIface XT IIを同時に使用できます。その場合、
全ユニットは同期している必要があります。つまりワード・クロックまたは同期信号の供
給により、正しい同期情報を受け取らなければいけません。

・ 1台のMADIface XT IIのクロック・モードをマスターに設定している場合は、他
のすべてをスレーブに設定し、ワード・クロック等の同期信号をマスターから供給
することで同期を行う必要があります。各機器のクロック・モードは、それぞれの
Settingsダイアログにて個別に設定する必要があります。

・ すべてのユニットが同期信号を得ていれば（すべての Settingsダイアログで Syncと
表示されていれば）、すべてのチャンネルが同時に使用できます。

注意： TotalMixは機器毎のハードウェアの内容を表示します。最大で３つのミキサーが使用
できますが、それぞれは独立しているため、データを互いにやり取りすることはできません。
従って、すべてをまとめるグローバルミキサーとして使用することはできません。
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17.　DIGICheck NG Mac

DIGICheckはデジタル・オーディオ・ストリームの計測、解析を行うために開発された
RME独自のユーティリティです。DIGICheckは画面をご覧いただければすぐにでも使用
可能なほど簡単で、英語のオンラインヘルプも付属しています。DigiCheck NG 0.91は、
あらゆるソフトウェアと並行して動作します。DriverKitドライバーを使用すると、すべ
ての入力データおよび再生データが表示されます。カーネル機能拡張ドライバーは、入力
データの解析をサポートします。

DigiCheck NGは現在、以下の機能を提供しています。

・ Level Meter：解像度 24 bit。2、8、198 ch対応。主な用途：Peak レベル測定、
RMS レベル測定、オーバー検知、位相相関測定、ダイナミックレンジ測定、S/N比
測定、RMS/Peak差（ラウドネス）測定、Peak長期測定、入力チェック。0 dBFS以
上のレベル用オーバーサンプリング・モード。縦 /横表示モード。Slow RMS、RLB 
weightingフィルター。K-Systemに準拠した視覚設定に対応。

・ Spectral Analyser：アナログ・バンドパスフィルター・テクノロジーを使用した独自
の 10/20/30 バンドディスプレイ。192 kHz 対応。

・ Vector Audio Scope：オシロスコープ・チューブの典型的な残像を表示する世界で
もユニークなゴニオメーター。相関メーターとレベルメーターを搭載。

・ Totalyser：Spectral Analyser、Level Meterおよび Vector Audio Scopeを一つの
画面で表示。

・ Surround Audio Scope：相関関係を分析できるプロフェッショナルなサラウンド・
レベルメーター。ITU weightingと ITU Summingメーター。

・ ITU1770/EBU R128 Meter：標準化されたラウドネス計測メーター。
・ Bit Statistics & Noise：オーディオ信号の真の解像度に加えて、エラーや DCオフセッ
トを表示。dB/dBA単位の S/N比測定、および DC測定機能搭載。

・ Frequency Measurement：オーディオ信号内の周波数分布を表示します。
・ Oscilloscope：最大 8チャンネルのプロフェッショナル・デジタル・ストレージ・オ
シロスコープ。

・ マルチクライアントに完全対応：すべてのチャンネルで計測ウィンドウをいくつでも
開くことが可能。

より最新のハードウェアに対応した新バージョンのDigiCheck NGもご利用いただけます。

DIGICheckおよびDigiCheck NGは随時アップデートされています。最新バージョンは
rme-audio.jp のダウンロード・ページからダウンロード可能です。
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18.　Hotline - トラブルシューティング
最新情報は https:/rme-audio.jp/ のサポート /FAQ セクションでご覧頂けます。

再生はできますが、録音ができません。

・ 入力に正しいオーディオ信号が存在しているか確認してください。正しく入力されて
いる場合は、現在のサンプル・レートが Settingsダイアログに表示されているはずで
す。

・ MADIface XT IIがオーディオ・ソフトウェアの録音デバイスとして選択されているか
どうか確認してください。

・ オーディオ・ソフトウェアで設定されたサンプル・レート (「録音設定」やそれに類す
るメニュー）が入力信号と同じかどうかを確認してください。

・ ケーブルと機器が閉じられたループ内で接続されていないことを確認してください。
その場合、クロック・モードを Internalに設定します。

録音・再生中、クラックル・ノイズが発生します。

・ アプリケーションでバッファー・サイズを増やしてください。
・ 異なるケーブルで試して、物理的な断線や故障がないかを確認してください。

ハードウェアとドライバーのインストールは正しく行えましたが、再生ができません：

・ MADIface XT IIがシステム・レポートの USBの欄に表示されているかをご確認下さ
い。(ベンダー 10EE、デバイス ID 3FC7)。

・ お使いのオーディオ・アプリケーションで、MADIface XT IIが現在の再生デバイスと
して選択されているかをご確認ください。

・ USBケーブルに欠陥がある場合、このような弊害が起こる可能性があります。デバ
イスの認識や Settingダイアログの設定といったコントロールは USBの低い帯域幅
の転送で行えますが、再生 /録音はフルの帯域幅の転送を必要とします。従って、ケー
ブルに欠陥がありバンド幅が限られている場合、このような弊害が起こる可能性があ
ります。

MADIface XT IIが正常に動作しない原因

・USBケーブルが正しく接続されていない可能性があります。
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19.　フロント・パネルの操作

19.1　概要
現在のMain出力（TotalMix FXで選択）および Phones（ヘッ
ドフォン出力に固定）出力レベルは、本体ディスプレイにレベ
ル・メーターが表示されているときに、エンコーダー 1および
2で直接調整できます。エンコーダー 1または 2を回すだけで、
該当する画面が表示されます。

バランスや位相、ミュート、ステレオ /モノなどその他の設定は、CHANNELメニューで
変更できます。

4つのメニュー・ボタンで、シンプルなメニュー構造に素早くアクセスできます。いずれ
かのボタンをもう一度押すと、現在のメニューが終了し、レベル・メーター画面に戻ります。

  ■ MIC/GAIN：マイク・ゲイン。エンコーダー 1および 2で入力 1/2のゲインを設定します。

  ■ MIX：Mix画面を表示します。コンピューターに接続されている場合、MADIface 
XT II本体ではミックスを変更できないことにご注意ください。これらの設定は、
MADIface XT IIをスタンドアローンで使用する際に、ルーティング /ミキシングを調
整するために使用します。

  ■ CHANNEL：このメニューで、MADIface XT IIのすべての入出力にアクセスでき
ます。エンコーダー 1は、設定する入力および出力を選択します。エンコーダー 2
は、変更する機能を選択します：Settings、Low Cut、Parametric EQ、 Compressor/
Expander、Auto Level。Settingsの詳細は、《19.4　CHANNELボタン》をご参照くだ
さい。その他はすべて、TotalMix FXの設定と同じです（《25.　TotalMix FX：ルーティン
グとモニタリング》参照）。

  ■ SETUP/REV：エンコーダー 1で、Setups、Options、Reverb/Echoを選択できます。
Optionsには、Clock、MADI Settings、Hardware/Diagnosis、Control Roomのサブペー
ジがあります。Reverb/Echoには、Reverb、Echoのサブページがあります。サブペー
ジはエンコーダー 2で選択します。

19.2　エンコーダー
エンコーダーは無制限に回すことができます。またプッシュ機能も備えます。選択中の機
能は、本体ディスプレイに表示されます。通常エンコーダーを回すと、現在のパラメーター
が変更されるか、選択／カーソルが次のページに移動します。ディスプレイに示される通
り、エンコーダー 1を押すとカーソルは上方向に、エンコーダー 2を押すと下方向に移
動します。
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MIC/GAINボタンを押すと表示されるMic Gainページでエンコーダー 1と 2を押すと、
AutoSet機能が有効になります。AutoSet機能が有効になると、本体ディスプレイの表
示 ASがライトグレーから黒色に変わります（《19.3　MIC/GAINボタンおよびMIXボタン》

の写真参照）。

例：SETUP ボタンを押します。Setup メニューが表示されま
す。右側に表示される①は、エンコーダー1を回すことで次ペー
ジに移動できることを示しています。この例の場合の Setups
自体にはサブページはありません。エンコーダー 2を押すこ
とでカーソルが下に、エンコーダー 1を押すことでカーソル
が上に移動します。右側に表示される②は、選択中のパラメー
ターがエンコーダー 2を回すことで変更できることを示しています。

Optionsページはサブページが利用でき、サブページの右側に②が表示されます。エンコー
ダー 2を回すと、Clock、MADI Sttings、Hardware/Diagnosis、Control Roomのサブペー
ジが表示されます。2の下にある矢印は、エンコーダー 2を押すと対応するページに入り、
設定を変更できることを示しています。

19.3　MIC/GAINボタンおよびMIXボタン
  ■ MIC/GAIN：MIC/GAINボタンを押すとMic Gain画面が表
示され、エンコーダー 1とエンコーダー 2でゲインを直接
コントロールできます。エンコーダー 1とエンコーダー 2
を押すと、 AutoSet 機能が作動します。AutoSet 機能が有
効になると、本体ディスプレイの表示 ASがライトグレーか
ら黒色に切り変わります。

  ■ MIX：Mix画面を表示します。コンピューターに接続され
ている場合、MADIface XT II本体ではミックスを変更でき
ないことにご注意ください。この機能は、MADIface XT II
をスタンドアローンで使用する際に、ルーティング /ミキ
シングを調整するために使用します。

設定手順は以下の通りです。

1. エンコーダー 1を回し、目的の出力を選択します（Mix to Analog Out 1/2等）。
2. エンコーダー 2を回し、選択した出力（右上図の例では Analog Out 1/2）にルーティン
グ /ミックスしたい信号（Mic In 1等）を選択します。エンコーダー 2を 1回押すと、
Faderが選択されます。エンコーダー 2を回して選択した信号のゲインを調整します。
右図の例の場合、このフェーダーは TotalMix FXのサブミックス AN 1/2に含まれる
Mic In 1入力チャンネルのフェーダー位置に相当します。
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他の 3つのボタンと同様、MIXボタンを設定画面からもう一度押すと、画面がグローバル・
レベル・メーターに復帰します。グローバル・レベル・メーターでは、すべての入力、出
力、FXセンド /リターンのレベル、DSP負荷メーター、現在のインターフェイス・モード、
5つの入力すべてのデジタル入力、MIDIのステータスが表示されます。

19.4　CHANNELボタン
Settings内のすべてのチャンネルには以下の項目があります。

  ■ Mute（ミュート）：チャンネルをミュートします。現在のゲイン /ボリューム設定を
変更することなく、信号をミックスから取り除くことができます。

  ■ Channel Type（チャンネル・タイプ）：Monoまたは Stereoから選択します。

  ■ Phase Invert（位相反転）：信号の極性を変更します（180°）。誤ってはんだ付けされ
たケーブルによる信号を修正したり、位相ずれを解消する場合に便利な機能です。

すべての入力チャンネルでは以下の追加項目が利用できます。

  ■ FX Send（FXセンド）：Echoおよび Reverbエフェクト用
FXバスに送られる信号レベルを設定します。

  ■ M/S-Proc（M/S処理）：ステレオ・チャンネルでのM/Sプ
ロセッシングをアクティブにします。モノラル情報が左
チャンネルへ、ステレオ情報が右チャンネルへ送信されます。

Mic In 1および Mic In 2では、以下の追加項目を利用できます。

  ■ Pre Amp Gain（プリ・アンプ・ゲイン）：ゲイン値を設定します。0 dB～ +75 dBまで、
1 dB単位で選択可能です。

  ■ +48V：コンデンサー・マイクや特別なアクセサリー（Alva Test Plug）に使用するファン
タム電源を有効にします。ファンタム電源を必要とするコンデンサー・マイク等を使
用する場合にのみ利用し、必要なチャンネルのみで有効にしてください。また、ファン
タム電源をオンにする前に、マイクが接続されていることを必ず確認してください。
MADIface XT IIは、ファンタム電源が 1秒の時間をかけてスムーズに有効になりま
す（ソフト・スタート機能）。ファンタム電源が有効の状態でマイクを抜き差しすると、
高電圧サージが発生し、繊細なマイク入力ステージが故障する場合があります。ファン
タム電源は XLRソケットにのみ供給されます。内側の TRS接点には供給されません。

  ■ AutoSet Gain（オートセット・ゲイン）：オーバーロード時にゲインを低減させる自動
オーバーロード保護機能です。AutoSet は 6 dB のヘッドルームを保とうとします。
-6 dBFS よりも高いレベルの場合は、ゲインが下げられます。これを確認するには、
チャンネルのゲインを高く設定し、信号を入力してみてください。表示されたゲイン
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が適切な値まで即座に抑えられます。MADIface XT IIの AutoSetは（RME Micstasy
に搭載されるものとは異なり）、極端なオーバーロードが生じた場合レベルが適切に調
整されるまでに瞬間的な歪みが生じますが、通常はAutoSetが適切に機能し、録音に
よる歪みを確実に防止します。

AutoSetは、CHANNELメニューまたはMic Gainメニュー
画面で有効に設定できます。エンコーダー 1とエンコーダー
2を押すと AutoSetが有効になります。AutoSet機能が有
効になると、本体ディスプレイの表示 ASがライトグレーか
ら黒色に切り変わります。

パノラマ・イメージが崩れることを避けるには、AutoSet
が左右チャンネルをまとめて扱い、同じゲイン変更が適用されるように入力チャン
ネルをステレオ・モードに設定する必要があります。ステレオ・モードは、Channel 
Typeを Stereoに設定することで有効になります。他のすべてのチャンネルと異なり、
Micには 2つの項目が存在しますが、TotalMix FXはステレオ・チャンネルに変更され、
AutoSetはリンクされた左右チャンネルを処理します。

AutoSetがゲインを調整すると、本体ディスプレイに表示される ASという文字が黒
色から青色に変化します。

すべての出力チャンネルでは以下の追加項目が利用できます。

  ■ Volume：出力レベルを -64.5 dB～ +6 dBの範囲で、0.5 
dB単位で変更します。ミュート（- ∞）にも対応します。

  ■ Balance：-1.00（左）～ 0（中央）～＋ 1.00（右）まで左
右バランスを調整できます。モノラル・チャンネルでは、灰
色に表示され利用できません。

  ■ FX Return：現在の出力にミックスされる Reverb/Echoの量を設定します。設定項
目は、Volumeと同様です。

  ■ Crossfeed：5段階に調節できます。最大 6つのステレオ・チャンネルで使用可能です。
ADI-2シリーズから採用されたこの機能は、バウアー・バイノーラル理論を用いてヘッ
ドフォンでステレオ・スピーカーをシミュレーションし、通常のスピーカー・セットアッ
プと同様のリスニング体験をヘッドフォンで実現します。

  ■ Volume Cal.L、Volume Cal.R (L/Rボリューム補正 )：チャンネルの出力レベルを 
+3 dB～ -24 dBの範囲で 0.1 dB単位で変更します。

  ■ Link to Main：初期設定は OFF。スタンドアローン・モードで出力レベル調整を同期
します。リンクされたすべてのチャンネルの出力ボリュームは、Mainとして定義さ
れた出力（SETUP/REV > Options > Control Room、Main Out）と合わせて設定され
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るため、エンコーダー 1または ARC USB（オプション）で調整されます。原理的には
TotaMix FXのフェーダー・グループに相当する機能です。

注意：TotalMix FXとは異なり、リンクされているすべてのチャンネルは、現在のMainフェー
ダーと同じフェーダー /ボリューム値に設定されます。個々のレベル調整が必要な場合は、
Volume Cal.で調整できます（上記参照）。

Analog1/2出力および Phonesでのみ利用できる項目

  ■ Ref Level：アナログ出力の基準レベルを設定します。Analog 1/2出力は、+4 dBu、
+13 dBu、+19 dBu、+24 dBuから基準レベルを選択できます。Phones出力には、
Low（+4 dBu相当）とHigh（+19 dBu相当）の基準レベルを選択できます。

19.5　Setupボタン
SETUPメニューには、MADIface XT IIの設定に関する項目にアクセスできます。エンコー
ダー 1は、Options、Setups、Reverb/Echoページを切り替えます。エンコーダー 2では、
Options ページのサブメニュー Control Room、Clock、MADI Settings、Hardware/
Diagnosis にアクセスできます。

19.5.1　Optionsメニュー
Clockページには以下の項目があります。

  ■ Clock Source：この項目は、スタンドアローン・モードでのみ調整可能です。INT
（Internal、マスター）、WCK（ワード・クロック）、AES、MADI 1～ 3から選択できます。

  ■ Sample Rate：32、44.1、48、64、88.2、96、128、
176.4、192 kHzから選択可。MADI信号経由の外部クロッ
クによるスレーブ・モードで同期する一部の場合にも、サン
プル・レートを正しく設定する必要があります。現在のサン
プル・レートを検出できるのは AESだけです。MADIを使
用する場合は、MADI入力信号がシングル、ダブル、クワッ
ド・スピードのどれであるかをMADIface XT IIに正しく設定する必要があります。

  ■ WCK Alw.Single：有効にすると、ワード・クロックが常にシングル・スピードとして
扱われます。ONまたは OFFを選択します。

  ■ WCK Term.：ワード・クロック入力を終端します。 ONまたは OFFを選択します。

これらの項目についての詳細は、《19.6　Clock》をご参照ください。
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サブページHardware/Diagnosisでは以下の項目を利用できます。

  ■ AES State Pro：ON：チャンネル・ステータス Professional。
OFF： チャンネル・ステータス Consumer。

  ■ Interface Mode：Auto、USB 2、USB 3、CC（クラス・コン
プライアント）から選択可。USB 2モードでは、送信チャン
ネル数は 70に制限されます（録音／再生可能なMADI I/O
は 1つだけです）。

  ■ CC Routing：Straight、Aux first、Aux mirror、Aux all 1/2 から選択可。TotalMix 
FXを使用しないクラス・コンプライアント・モードでMADIface XT IIを簡単に使用す
るためのルーティング設定です。

 ▶ Straight：すべての USB再生チャンネルが、対応するハードウェア出力に 1対 1
でルーティングされます。

 ▶ Aux mirror：Auxチャンネルの Analog 1/2（193/194）、AES（195/196）、
Phones（197/198）から、MADI チャンネル 1～ 6 の信号を出力します。

 ▶ Aux all 1/2：MADI再生チャンネル 1/2が、すべての Auxチャンネルでも再生さ
れます。これにより、最初の 2チャンネルでシンプルなステレオ再生を行う場合で
も、AES、XLRライン、ヘッドフォン出力を使用することができます。

  ■ Standalon.MIDI：スタンドアローン・モード時に、MADIface XT IIはMIDIコマン
ドに反応します。OFF、DIN、MADI 1、MADI 2、MADI 3から選択可。

  ■ MIDI Thru (DIN)：DIN入力からのMIDIデータを、MADI出力に受け渡す様に設定で
きます。 OFF、MADI 1、MADI 2、MADI 3から選択可。

  ■ Standalone ARC：volume、1s op、normalから選択可。詳細は、《23.5　ARCオプ
ション》をご参照ください。

  ■ Lock Keys：OFF、KEYS、ALL。フロント・パネルの 4つのボタンのみ、または 2つ
のエンコーダーを含むすべてのコントロールを無効にします。SETUP/REVボタンを 2
秒間押し続けると、ロックが解除されます。

  ■ Remap Keys：OFF、ON。オフライン（PC不使用）またはスタンドアローン運用時
に、フロント・パネルの 4つのクイック ･セレクト ･ボタンに 25の機能 /アクション
を割り当てます。TotalMix FXを使用するオンライン・モードでは、52種類もの機能
/アクションが利用可能です。
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オフライン /スタンドアローン運用時の設定は、以下の 4つのボタンで行います。

MIC/GAIN、REC/PLAY、CHAN/MIX、SETUP/REV。

割り当て可能な機能 /アクション：
Default、Setup 1-6、DIM、Recall、Mute Enable、Main Mute、Main Out Low 
Cut、Main Out EQ、Main Out Dynamics、Main Out AutoLevel、Main Out Room 
EQ、Phones Mute、Phones Low Cut、Phones EQ、Phones Dynamics、Phones 
AutoLevel、Reverb enable、Echo enable、TotalMix。

各ボタンのオリジナルの機能（メニューの表示）は、ボタンを長押し（1秒）することで実
行できます。

  ■ Online mode：TotalMixが選択されている場合、ボタンは TotalMix FXで割り当て
られたアクションを呼び出すために使用されます。設定は TotalMix FXの ARC & Key 
Commandsダイアログで直接行います。このダイアログでは、各ボタンが A（MIC/
GAIN）、B（MIX）、C（CHANNEL）、D（SETUP/REV）と表記されます。

Remap Keysはスタンドアローン・モード時や特定のハードウェア機能に素早くアクセス
する場合に便利に活用できますが、それだけでなく TotalMix FXウインドウを呼び出す
動作にも使用できます（本体では TotalMixを選択。TotalMix FXでは Toggle TotalMix 
Windows）。

注意：オフライン機能の中には、Muteや Dimなど、TotalMix FXの画面表示を自動的にコン
トロールするものもあります。

  ■ LCD Contrast：本体ディスプレイのコントラストを調整します。

  ■ Test Results：使用不可（保守メンテナンス用機能）。

  ■ SW Version：内蔵 DSPソフトウェアのバージョンおよび更新日が表示されます。

MADI Settingsページでは以下の項目を利用できます。

  ■ MADI 1/2/3 Format：MADIフォーマットを 56または
64チャンネルに設定します。

  ■ MADI 1/2/3 Frame：MADIフレームを 48Kまたは 96K
に設定します。

  ■ Redundancy M：MADI入力の冗長モード。

  ■ Mirror Output：MADI 出力のコピー・モード。MADI 1 信号をMADI 2 および
MADI 3へコピーします。
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詳細は、 《7.1　Settingsダイアログ - メイン・タブ》 / 《14.1　Settingsダイアログ》をご参照
ください。

Control Roomページでは以下の項目を利用できます。

  ■ Main Out：ミキサーのMain出力を定義します。

  ■ Mute Enable：ONまたは OFFから選択可能。現在ア
クティブなすべてのミュート設定をコントロールするマ
スター・ミュート機能です。スタンドアローン・モードで
ミュートグループを作成できます。オンライン・モードでは、
TotalMix FXのマスター・ミュート・ボタンをコントロール
します。

  ■ Dim Reduction：Main出力に適用されるDimの減衰量を定義します。

  ■ Dim Active：Main出力のDimを有効にします。

  ■ Recall Volume：外部リモコン（ARC）の Recallボタンで呼び出すボリューム値を保
存します。

詳細は、 《25.4　Control Roomセクション》をご参照ください。

19.5.2　Setupsボタン
Setups > Load/Store all Settingsページでは以下の項目を利用できます。

  ■ Setup Select：メモリー・スロット 1～ 6および Factory（全
てをリセット）を選択できます。

  ■ Operation：Load、Storeから選択可能。

  ■ Start：選択中の項目（Loadまたは Store）を実行するには
エンコーダー 2を 1秒間押し続けます。

詳細は、《23.　操作と使用法》をご参照ください。

19.6　Clock
MADIface XT IIのクロック・ソースとサンプル・レートは、Options > Clockで設定します。
クロック・ソースは、内部クロックまたは外部クロック（WCK = ワード・クロック、AES、
MADI 1-3）から選択できます。Sample Rateは、外部クロックと内部クロックの両方のサン
プル・レートを設定します。

  ■ WCK、AES、MADI 1-3（スレーブ・モード）：基準クロックとして使用する入力信号
を設定します。クロック・ソース信号が検出されない、または無効である場合、本体ディ
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スプレイ右下の現在のサンプル・レート表示が赤色に変化すると同時にMADIface XT 
IIが内部クロックに変更されます。

  ■  INT（マスター・モード）：内部クロックを有効にします。

INT（内部クロック）の設定では、ソース信号のクロック・レートがMADIインター
フェースと同期している必要があります。つまり、外部機器はMADIface XT IIのワー
ド・クロック出力または AES/MADI 出力に同期している必要があります。

MADIface XT IIをマスター、MADIface XT IIに接続されたすべての機器をスレーブに
設定する必要があります。同期エラーによるクリック・ノイズやドロップアウトを避け
るため、MADIface XT IIは SyncCheckと呼ばれる特別な機能を使用し、入力データと
MADIface XT IIの内部クロックを比較します。同期の状態は、本体ディスプレイに error
の点滅またはOKの点灯で示されます。

外部クロック（スレーブ・モード）使用時は、ダブル・スピードやクワッド・スピードも選
択できます。MADIface XT IIが 192 kHzで動作中に 48 kHzのワード・クロック信号を
受信している場合は、Sample Rateの値を 48 kHzに設定してください。このようにして、
AD/DA変換およびデジタル出力は、シングル・スピード、ダブル・スピード、クワッド・
スピードの周波数範囲で動作するように設定されます。

スレーブ・モードでは、AES入力で常に Follow Clock（フォロー・クロック）機能が動作し、
シングル、ダブル、クワッド・スピードに適合します。

スレーブ・モード時に 96Kフレーム・フォーマットが検出されると、MADI入力は自動的
にMADIface XT IIをシングル・スピードからダブル・スピードに切り替えます。ただし
フレーム・フォーマットが 48Kフレームに戻されると、どのサンプル・レートが存在す
るのかわからなくなるため、自動切り替えはできなくなります。切り替えは、サンプル・レー
トの設定（上記参照）を使って手動で行う必要があります。

  ■ WCK Always Single Speed：OFF に 設 定 す る と、MADIface XT II は 32 kHz ～
192 kHzのワード・クロック入力信号に追従すると同時に、入力されたサンプル・レー
トに応じて 32 kHzから 192 kHzのワード・クロック信号を出力します。
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MADIface XT II

 ▶入力と出力



Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc. Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.
MADIface XT II ユーザーガイド

62

20.　アナログ入出力

20.1　マイク /ライン入力（XLR/TRS）
MADIface XT IIはフロント・パネルに 2系統のバランス XLR/TRS入力を備えます。

アンバランス・ケーブルを使用する場合は、必ずピン 3（-）をピン 1（グラウンド）
に接続してください。接続されていない場合、バランス入力のマイナスが非接続とな
りノイズが発生する可能性があります。

ピン配列は、国際標準規格に準拠しています。XLRの場合、2番ピンは＋またはホット、
3番ピンは -またはコールド、1番ピンはグラウンドです。ピン 1は、ソケット（AES48）
部で直接シャーシに接続されています。

XLR Micと TRS Lineのゲイン範囲は、75 dBです（1 dB単位で変更可能）。TRS入力の
ゲイン範囲は、+24 dBuバランス接続（SMPTE）をサポートするために 6 dBシフトさ
れます。また TRSは、高めの入力インピーダンス（6.6 kΩ）を特徴とします。

MADIface XT IIの ADコンバーターは、入力レベル -57 dBu (ゲイン 75 dB、XLR入力 ) 
でフル・スケールに達しますが、+24 dBu (ゲイン 0 dB、TRS入力 ) でもフル・スケー
ルに達します。そのため、入力はマイクとラインいずれにも対応します。

20.2　ファンタム電源
+48Vの LEDは、XLR入力のファンタム電源が有効であることを示します。この機能は、
ファンタム電源を必要とするコンデンサー・マイク等を使用する場合にのみ利用してくだ
さい。

ファンタム電源が有効の状態でマイクを抜き差しすると、高電圧サージが発生し、マ
イク入力ステージが故障する場合があります。外部機器を接続 /切断する場合は、ファ
ンタム電源をオフにしてから行ってください。

MADIface XT IIでファンタム電源を有効にすると、0～ 48Vまで電圧が 1秒かけてスムー
ズに遷移します。この機能により、MADIface XT IIおよび接続されたマイクの安全性を
確保することができます。

MADIface XT IIのファンタム電源は、ショート保護機能を備えます。最大負荷時、電源
入力からの内部電圧は 47Vを下回ることはありません。
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20.3　AutoSet
一部のプリアンプには、特に A/Dコンバーターでのクリッピングを防ぐためのリミッター
を搭載しているものが存在します。このような回路は、優れたマイク・プリアンプを台無
しにするものです（当然MADIface XT IIでは採用されていません）。

MADIface XT IIのゲインは完全にデジタル制御されているため、ゲインを自動的に調整
することが可能です。これにより信号経路を最小限に抑えることができ、不要な音質劣化
を防ぐと同時にオーバーロードを完璧に保護することができます。

AutoSetはいわゆる「コンプレッサー」ではなく、オーバーロード保護機能として動作し
ます。そのためゲインの変更は減衰のみで、増加されることはありません。AutoSet有
効時も、ゲインは手動で変更できます。AutoSet有効時に手動でゲイン値を変更すると、
AutoSetがリアルタイムでゲインを減少させるため、現在の設定可能な最高値を超えま
せん。

AutoSetを実際に使う場合、次の 2つの場面が想定できます。
・ すべてのチャンネルのゲインがかなり高い値（60 dBなど）に設定されている状態で
最大レベルの信号を入力。その後 AutoSetを無効に。

・ 上記と同様。AutoSetは常時有効。

どちらの選択肢にも正当な理由があります。スレッショルドを柔軟に設定でき、手動で簡
単に調整できるため、AutoSetはあらゆる場面に対応可能です。

AutoSetは、Mic Gainでエンコーダー 1およびエンコーダー 2を押すことで有効にでき
ます。AutoSet機能が有効になると、本体ディスプレイの表示 ASがライトグレーから黒
色に切り変わります。

パノラマ・イメージが崩れることを防ぐには、AutoSetが左右チャンネルをまとめて扱い、
同じゲイン変更を適用する必要があります。これを設定するには、TotalMix FXで入力
チャンネルMic 1/2をステレオ・モードに変更する必要があります。

AutoSetがゲインを調整すると、本体ディスプレイに表示される ASという文字が黒から
青に変化します。

20.4　バランス・ライン出力
リア・パネルの XLRオス端子による Analog 1/2は、ショート保護機能付き低インピーダン
ス・バランス・ライン出力です。バランス出力の最大レベルは、+24 dBuです。

XLR出力のドライバー電子回路はサーボバランスで動作しません！アンバランスの機
器を接続する場合、XLR出力のピン「3」が接続されていないことをお確かめください。
グラウンドに接続されている場合、高い THD（歪み）の原因となり得ます！

アンバランスで使用する場合は、最大出力レベルが 6 dB低くなります。
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20.5　ライン - ヘッドフォン
MADIface XT IIは、フロント・パネルに 6.3 mm（1/4インチ）TRS端子による高品位ア
ナログ・モニター出力を備えます。

ハードウェア・ディスクリート回路による 2種類の基準レベル（High または Low。
TotalMix FXの出力チャンネルで設定）を切り替えることができます。Highは +19 dBu、
Lowは +4 dBuの設定に相当します。つまりこのヘッドフォン出力は、アンバランス・
ライン出力としても使用できます。

出力のインピーダンスが非常に低い（1Ω）ため、ヘッドフォンに最適です。

出力レベルは、High/Lowの基準レベルに加え、TotalMix FX（HARDWARE OUTPUT > 
Phones）で設定するか、エンコーダー 2を使用し本体で直接設定します。そのため、モ
ニター・レベルは非常に素早く変更できます。

Phones出力をライン出力として使用
する場合は、TRS プラグ⇔ RCA フォ
ノプラグ、もしくは TRS プラグ⇔ TS 
プラグのアダプターが必要となりま
す。

ピン配列は世界標準規格に準拠して
います。L（左）チャンネルがTip、R（右）
チャンネルがTRS プラグのRing です。
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21.　デジタル入出力

21.1　MADI I/O
BNC入力は、AES10-1991に準拠しています。入力インピーダンスは 75Ωです。約
180 mVppからエラーなしで動作します。

オプティカル入力と出力は、AES10-1991準拠の FDDI（ISO/IEC 9413-3）互換オプティ
カル・モジュールを使用しています。詳しくは、《39.1　MADIの基本》をご参照ください。

MADIface XT IIは、自動入力選択機能（Redundancyモード）を備えます。現在の入力
信号に問題が発生すると、別の入力に即時に切り替えられます。このモードはいわゆる冗
長化運用であり、伝送ラインのエラーに対する安全性を向上させることができます。入力
の切り替えは 1サンプル以内に行われるため、入力信号が突然損失した場合でも、切り
替えによってクリック・ノイズが生じることはありません。

BNC出力は AES10-1991に準拠しています。出力インピーダンスは 75Ωです。出力
電圧は 600 mVppです（75Ωで終端の場合）。

MADI output mirror mode（ミラー・モード）では、MADI 2およびMADI 3からMADI
ポート 1と同じ信号が出力されます。このモードでは、信号を 3つの出力先に分配したり、
出力を冗長化することができます。

21.2　AES/EBU
XLR AES/EBU入出力は、トランスバランス型であり、グラウンド・フリーで動作します。
入力信号に含まれるチャンネル・ステータスは無視されます。

入力

感度の高い入力段のおかげで、シンプ
ルな RCA⇔ XLRケーブル・アダプター
を使用すれば、SPDIFコアキシャル
からも信号を供給できます。その場合、
オス XLR端子のピン 2と 3をそれぞ
れ、RCA端子の 2つのピンに接続しま
す。ケーブルのシールドはXLRのピン1にのみ接続してください（RCAプラグには非接触）。

出力

先述の RCA⇔ XLR変換アダプターを用いることで、SPDIFコアキシャル ･ インター
フェイスを備える機器とMADIface XT IIの AES出力を接続することができます。なお、
RCA(SPDIF)入力を備える民生機の多くは、ほとんどの場合 Consumerのチャンネル・
ステータスを持つ SPDIF信号しか受け付けません。ConsumerモードはMADIface XT II
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の Settingsダイアログで有効にできます。SPDIFは AES/EBUよりも低い電圧を要求す
るため、Consumerモードでは同時に出力電圧も下げられます。

出力信号のフォーマットは、「AES3-1992 Amendment 4」に準拠します：

・ 32 / 44.1 / 48 kHz、64 / 88.2 / 96 kHz、176.4 / 192 kHz（現在のサンプル・レー
トにより異なる）

・ オーディオ信号用途
・ 著作権なし、コピーの許可
・ Professionalまたは Consumerフォーマット
・ Category General、Generationの情報なし
・ 2チャンネル、Emphasisなし
・ Auxビットをオーディオに使用、24ビット
・ Origin：MAXT

21.3　MIDI
MADIface XT IIは、5ピン DINコネクタ経由で、1系統のMIDI I/Oを提供します。
MIDIポートはドライバーによってシステムに追加されます。MIDIを扱うアプリケー
ションでは、XT MIDI Port 1という名称で認識されます。

RMEのすべてのMADIデバイスはMADI経由でMIDIデータを伝送します。MADI端子
を使用して RME機器同士で、コンピューター（MADIインターフェイス）と外部ユニッ
トの間に新たにケーブルを追加することなく、相互にMIDIデータを伝送できます。これ
らの端子は、XT MIDI Port 2、3、4 と言う名称からアクセスできます。

MIDIポートはマルチクライアントのオペレーションに対応します。同時に複数のプログ
ラムからMIDIの入力信号を受けることができます。MIDI出力も複数のプログラムで同
時に使用できます。しかしながら、MIDIの帯域幅の問題上、このような操作は多くの場
合不具合を生じます。

注意：本体ディスプレイのMIDI入力インジケーターは、MIDIクロック、MTC、アクティブ･セン
シングを含むすべてのMIDI情報に反応します。アクティブセンシングは通常 0.3秒毎にキー
ボードから送信されます。

21.4　D-subピン配置
Dsub 9ピンMIDI/AESブレイクアウト・ケーブルのピン配列

ピン 名称 ピン 名称 ピン 名称
1 MIDI In (4) 4 AES Out+ 7 MIMIDI Out (5)
2 MIDI Out (4) 5 GND 8 AES In-
3 AES In+ 6 MIDI In (5) 9 AES Out-
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22.　ワード・クロック

22.1　ワード・クロック入力と出力
SteadyClock技術は、すべてのクロック・モードですばらしいパフォーマンスを保証しま
す。非常に高い効率のジッター抑制効果により、MADIface XT IIはどんなクロック信号
でもリジェネレートしてクリーンにし、BNC出力からリファレンス・クロックとして出
力します（《39.2　Lockと SyncCheck》参照）。

入力

MADIface XT IIのワード・クロック入力は、Settings ダイアログで Clock Source に 
Word Clock inを選択し、適切なワード・クロック信号が存在する場合にアクティブにな
ります。シングル /ダブル /クワッド・スピードに対応し、入力信号に応じて自動的にフォー
マットが切り替わります。適切な信号が検知されるとWC LEDが点灯し、Settingsダイ
アログには、Lockまたは Syncと表示されます（《39.2　Lockと SyncCheck》参照）。

RMEの優れた Signal Adaptation Circuit (自動信号適応回路 )によって、ワード・クロッ
ク入力は間違った形式、DC間違い、小さすぎたり大きすぎたりする信号の場合でさえも
正しく動作します。自動信号センタリングによって、原則的に 300mV（0.3V）の入力レ
ベルでも十分です。補足ヒステリシスが 1.0Vに感度を減らしますので、それ以上または
それに届かない場合や、高周波妨害等による間違ったトリガーを引き起こしません。

工場出荷時のMADIface XT IIのワード・クロック入力は、ハイ・インピーダンス・タイプ
（終端されていない状態）に設定されています。SettingsダイアログでWord Clock Input 

Termを有効にすることで、この入力を内部で終端（75 Ω）できます。

出力

ワード・クロック信号出力は常に有効です。現在のサンプル・レートでワード・クロック
信号を出力します。そのため、マスター・モードで供給されるワード・クロックは、現在
使用しているアプリケーションまたはピッチ設定によって決定されます。スレーブ・モー
ドで供給されるサンプル・レートは、現在クロック・ソースとして選ばれている入力信号
のサンプル・レートと同一です。ワード・クロック信号が適切でない場合、MADIface XT 
IIはマスター・モードに切り替わり、次に最も一致するサンプル・レート（44.1 kHz、48 
kHz など）が適用されます。

Settingsダイアログで Single Speedを選ぶと、出力信号は常に 32～ 48 kHzの範囲に
なります。そのため、96 kHzの場合でも、ワード・クロック出力は 48 kHzとなります。

受信したワード・クロック信号はワード・クロック出力から他の機器に出力します。つま
り一般的な T字アダプターを使用する必要はありません。また、MADIface XT IIは信号
をリフレッシュしますので、T字アダプターではなくワード・クロック出力の使用を推奨
します。その理由は、下記の通りです。
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・ 入力と出力は、お互い位相 "0度 "でロックされます。
・ SteadyClockが、入力信号からほぼすべてのジッターを取り除きます。
・ 特別な入力（一般的な 2.5 Vppの代わりに 1 Vpp感度で受信、DCカット、自動信
号適応回路）と、SteadyClockによって最も規格から外れたひどいワード・クロック
信号でさえも安定した動作を保証します。

MADIface XT IIは、低インピーダンス、短絡保護機能付き出力によって、75Ωで 4 
Vppを供給します。75Ω ×2（37.5Ω）の間違った終端でも、まだ 3.2 Vppの出力が
あります。

22.2　技術説明と背景
アナログ機器同士だけを接続するシステムの場合、信号の同期は必要ありません。しかし
デジタル・オーディオの場合は違います。デジタル信号をやりとりするには、すべての機
器が同じクロック（タイミング）で動いていなければ、信号は正しく処理されません。同
じクロックが共有されていない場合、デジタル信号が、エラーを多発したり、クリックノ
イズや、音の歪み、ノイズ、ドロップアウトを起こしたりする原因となります。

AES/EBU、SPDIF、ADAT、MADI信号は、それぞれ信号自体にタイミング・クロックを持ち、
基本的にはワード・クロックを追加する必要はありません。しかし、実際は複数の機器を
同時に使用すると問題が発生する場合があります。たとえば、クロックのマスター機器を
設定しないで、それぞれの機器をループで接続した場合、セルフクロックは機能しません。
さらに、接続された機器同士は互いに同期していなければなりません。これは、再生に
限られた機器（例えば再生専用の CDプレーヤーなど）にとっては多くの場合不可能です
（SPDIF入力を持たず、セルフクロックをクロック・リファレンスとして使用できないため）。

デジタル中心のスタジオでは、マスターとなる同期ソースにすべてのデジタル機器を接続
することによって同期を保っています。例えばミキシング・デスクをマスターにし、リファ
レンス信号のワード・クロックを他のすべての機器に送ります。しかしこの場合は、接続
されているすべての機器がワード・クロック入力または同期端子を装備し、スレーブとし
て設定されている必要があります（業務用 CDプレーヤーなどはワード・クロック入力を
装備している場合がある）。このような条件が満たされてはじめて、すべての機器が同じ
クロックを共有でき、様々な組み合わせで使用することができます。

デジタル・システム内のマスターは 1つだけに設定する必要があります！MADIface 
XT IIのクロック・モードがマスターの場合は、その他のすべての機器はスレーブに設
定します。

しかしワード・クロックには、同期を確かなものにする一方で、いくつかの不利な要素が
あります。ワード・クロックは、実際に必要とされるクロックの断片が集まってできてい
ます。たとえば、44.1 kHzの SPDIFのワード・クロックは（単純なスクエアウェーブ信
号）、特別な PLLを用いて機器内部で 256倍にされます（約 11.2 MHzまで）。その後、
クオーツから発生させた信号はこの信号で置き換えられます。このクロックの再構築の作
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業は、ジッターを増加させてしまう要素となるのです。ワード・クロックが引き起こすジッ
ターは、クオーツ・ベースのクロックが引き起こすジッターの数倍も大きくなります。

この問題を最終的に解決できるのがMADIface XT IIに搭載される SteadyClockテクノロ
ジーです。最新かつ最速のデジタルテクノロジーとアナログフィルターテクノロジーを組
み合わせることで、44.1 kHzの低速なワード・クロックから 22 MHzの低ジッターのク
ロック信号を生成する画期的な技術です。さらに入力信号に含まれるジッターは強く排除
されますので、再増幅されたクロック信号は実際の使用においても、最も高い品質となる
のです。

特にMADI信号からワード・クロックを取り出す場合に有効です。MADI信号から取り出
されたワード・クロック信号には約 80 nsのジッターが含まれますが（MADIフォーマッ
トに起因）、SteadyClockによってジッターは約 1 nsに低減されます。

22.3　接続とターミネーション（終端）
通常ワード・クロック信号は、BNCの T字アダプターによって分配されて、デジタル同
期のネットワークを組んでいます。そしてターミネーター（終端抵抗）によって、終端さ
れます。ネットワークを組む BNCケーブルは、汎用のものをお使いいただけます。T字
アダプターや BNCケーブル、ターミネーターは一般の電気店や PCショップで購入でき
ます。後者では通常 50 Ωの部品を扱っています。ワード・クロックに用いられる 75 Ω
の部品は、ビデオ用テクノロジー (RG59)の一部です。

ワード・クロック信号は約 5Vの矩形波で、少なくとも直流 500 kHz以上の周波数帯域
が必要です。ワード・クロック信号の電圧低下や反射による信号変質を防ぐために、ケー
ブルやターミネーターは 75Ωのインピーダンスを持ったものを使用します。電圧降下や
反射変質があると、同期のずれや、誤動作でのジッター発生、同期の失敗を招く原因とな
ります。

残念なことに、現在市場に出回っているデジタル機器の中には、ワード・クロック出力の
精度が十分と言えないものも存在します。もしも、75 Ωのターミネーターを使用したと
きに、3Vまで電圧が下がる出力を持った機器を使用する場合、次のようなことに気をつ
ける必要があります。2.8V以上でしか正常に動作しない機器であれば、長さ 3 m以上の
ケーブルで接続しては、正確に動作しえないということです。よってワード・クロック・ネッ
トワークでは、ケーブルがまったく終端されていない方が安定した同期が可能になるケー
スがあるのも、驚くべきことではありません (電圧がより高いため )。75 Ωの抵抗があ
らかじめデジタル機器に内蔵されており、これをオフにできない場合、ネットワークにか
かる負担は、2×75 Ωとなってしまうため、ユーザーは特殊なワード・クロック・ジェネ
レーターの導入を強いられます。このような機器は一般的には大規模なスタジオで使用さ
れます。
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デジタル機器を設計する際、ワード・クロックのシグナル・チェーンで信号を減衰させな
いためには、ワード・クロック出力を低インピーダンス・タイプに、ワード・クロック入
力を高インピーダンス・タイプに設計すると有利です。

MADIface XT IIのワード・クロック入力は、最大限フレキシブルに接続できるように
高インピーダンス設計、また内部終端できるようになっています。終端が必要な場合
（MADIface XT IIがチェーン接続の最後の場合等）、SettingsダイアログのWord Clock 

In Term.のチェックを有効にしてください。

MADIface XT IIがワード・クロックを受信する機器のシグナル・チェーンに含まれる場合
は、次のような接続になります。BNC端子に T字アダプターを接続し、T字アダプター
の一方の端子にワード・クロックが送られてくるケーブルを接続します。もう一方の端子
に BNCケーブルを接続し、チェーンの中の次の機器に接続します。このチェーンネット
ワークの中の最後の機器は、やはり終端する必要があります。T字アダプターと 75Ωの
ターミネーター（短い BNCプラグ）を用いて終端してください。もちろん、内部終端機
能を持つ機器であれば、T字アダプターとターミネーターは必要ありません。

MADIface XT IIの SteadyClockテクノロジーは非常に優秀なため、T字アダプター
経由の入力信号を通す代わりに、MADIface XT IIのワード・クロック出力を使用する
ことをお勧めします。SteadyClockは、入力信号をジッターから開放し信号損失やド
ロップアウトの際には適切なサンプル・レートにリセットします。

22.4　操作
ワード・クロック信号が検知されると、本体ディスプレイの緑色のWCKフィールドが点
灯します。クロック・ソースをワード・クロックにするには Settingsダイアログ Clock 
Mode > Clock SourceでWordを有効にします。適切なワード・クロック信号が BNC端
子から入力されるとすぐにCurrentのステータスがWordへ変更されます。このメッセー
ジはフロント・パネルの緑色のステータス表示と同じ意味ですが、コンピューターの画面
上に表示されるため、適切なワード・クロック信号が現在使用されているかをすぐに確認
できます。
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23.　操作と使用法

23.1　一般
2つのロータリー・エンコーダーと明瞭なカラー・ディスプレイを使用して、MADIface 
XT IIを本体で完全にセットアップできます。また、本体の状態を６通り保存できる内蔵
メモリーも搭載します。このように、MADIface XT IIはコンピューターとの接続なしに、
完全にスタンドアローンとして（単体で）機能します。スタンドアローン動作では、ボタン
を押すだけでその機能性を大きく変化させることが可能です。さらに、MIDIによって
TotalMix FX（TotalMixを使用した以下の用例）をコントロールすることも可能です。詳
細は《28.6　スタンドアローンでのMIDIコントロール》をご参照ください。

23.2　本体での設定
MADIface XT IIのメニュー構造はシンプルなボタン操作だけで簡単に切り替えることが
できます。

  ■ MIC/GAIN：Mic Gain ページ。エンコーダー 1およびエンコーダー 2を使用して、
入力 1/2のゲインを設定します。

  ■ MIX：Mixページを表示します。コンピューターに接続されている場合、MADIface 
XT II本体ではミックスを変更できないことにご注意ください。特定の出力のサブミッ
クス全体にアクセスでき、割り当てられたすべての入力ソースのレベルおよびパンを
調整できます。エンコーダー 1で変更したいミックスを選択し、エンコーダー 2でソー
スを選択します。

  ■ CHANNEL：エンコーダー 1で設定したい入出力を選択し、エンコーダー 2で機能
を選択します。Settings、Low Cut、Parametric EQ、Compressor/Expander、Auto 
Level、Room EQ Left、Room EQ Rightを選択可能です。

  ■ SETUP/REV：エンコーダー 1で Setups、Options、Reverb/Echo を選択します。
Options には、Clock、MADI Settings、Hardware/Diagnosis、Control Room とい
うサブページがあります。Reverb/Echoには、Reverb、Echoというサブページがあ
ります。サブページはエンコーダー 2で選択します。
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23.3　本体での操作：セットアップの保存 /ロード
SETUP/REVキーを押してからエンコーダー 1を回すと、Setupsとなります。まず、希
望するメモリー・スロットを選択し、次に希望する処理（load：ロード、または store：
保存）を選択します。エンコーダー 2を 1秒以上押し続けると、ロード /保存の処理が
実行されます。

MADIface XT IIは、自由に使用できる 6つのメモリー・スロットを備えます。3つの固
定スロットは、ユニットを素早くリセットして設定するのに便利に使用できます。

23.4　コンピューターからセットアップを保存する
コンピューターからセットアップを本体にロードすることも可能です。通常、セットアッ
プはコンピューターで設定するので、最終段階の伝送は便利なワークフローを提供します。
TotalMix FXのOptions / Store current state into deviceを使用し、本体のどこに（どの
セットアップに）保存するかを選択します。

23.5　ARCオプション
SETUP/REV - Options - Hardware/Diagnosisメニューには、オプションの ARC USB用
の追加設定が行えます。MADIface XT IIに直接接続した場合、以下のオプションが使用
できます：

  ■ Standalone ARC Volume：全てのボタンを無効にします。エンコーダー・ホイール
のみが有効となり、メイン・ボリュームの調整が可能です。

このオプションは、MADIface XT IIと ARC USBが直接接続され、かつコンピューター
とオンライン状態の場合に、安全対策として活用できます。オフライン状態（コンピュー
ターとの切断、スリープなど）になると、MADIface XT IIがオンライン・モードから
スタンドアローン・モードに切り替わると同時に、ARC USBの各ボタンの機能も変更
されます。これにより、意図せず誤った機能を実行してしまうことを避けることがで
きます。 

  ■ Standalone ARC 1s op：各ボタンを 1秒間押し続けることで、プログラムされた機
能が実行されるオプションです。誤操作を防ぐための機能です。このオプションは各
Setupに記録されるため、Setup毎にオプションのオン /オフを使い分けることがで
きます。オフに設定された Setupをロードすることで、この機能はMADIface XT II
で自動的に無効になります。

  ■ Standalone ARC normal：ARC USBの通常モードです。
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24.　使用例

24.1　2/4チャンネル AD/DAコンバーター
TotalMixの極めて柔軟なルーティング機能によってMADIface XT IIを 2イン 4アウト
の AD/DAコンバーターとして使用できます。設定方法は簡単です。

1. TotalMixの Optionメニューにある Total Resetで TotalMixを初期値に戻します。
2. ３列目の AES出力 1/2を選択し、1列目のアナログ入力 1/2のフェーダーを上げます。
4. アナログ出力に対しても同様に設定します（AES入力を対応するアナログ出力にルー
ティング）。

選択された入出力は AES出力やアナログ・ミックスダウンのフォン出力でモニタリング
できるように簡単に設定できます。

24.2　2チャンネル・マイク・プリアンプ
TotalMix で 2系統のマイク入力をアナログ出力に直接ルーティングすると、MADIface 
XT IIを 2チャンネル・マイク・プリアンプとして使用できます。ADおよび DA変換は約
0.17 msの信号の小さな遅れを生じます（192 kHz時については、《39.3　レイテンシー
とモニタリング》参照）。しかし、これはマイクの位置を約 5.6 cm移動したときの遅れと
同じですので、実際にはほとんど問題になりません

24.3　194チャンネル・モニタリング・ミキサー
TotalMixはMADIface XT IIのすべての入出力を自由に設定できます。例えば、アナログ信号 2
系統、AESデジタル信号 194チャンネルおよびMADI最大 3系統のモニタリング・ミキサーとし
て使用できます。加えて、TotalMixはあらゆるサブミックスを作成できますので、すべての出力から、
異なる独立した入力信号のモニタリングを行えます。複数のMADIストリームに対応する完璧な
モニタリング /監視ソリューションとして活用できます！

24.4　アナログおよびデジタル・インサーター
入力信号を自由にルーティングできる TotalMix FXを活用することで、AESやアナログ
信号を 3系統のMADIストリームのどこにでもインサートできます。パススルーさせる
こともできるため、信号をそのまま受け渡すか（リフレッシュのみ）、新たにミックス／ルー
ティング／レベルを変更するか、あるいはチャンネルを入れ替えることができます。

24.5　モニタリング機能付き 3ポートMADIルーター
TotalMix のMatrix ウィンドウでは、すべての入出力のルーティング及びリンクが自由
に行えます。上記で紹介した機能は全て同時に使用可能で、様々な用途のために組み合わ
せることができます。MADIface XTは、まさに完全なデジタル・マトリックス・ルーター
です！
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25.　TotalMix FX：ルーティングとモニタリング

25.1　TotalMix FXの概要
MADIface XT IIは、サンプル・レートから独立した RME独自の TotalMixテクノロジー
を基にした、強力なデジタル・リアルタイム・ミキサー TotalMix FXを備えます。すべて
の入力および再生チャンネルを、同時にすべてのハードウェア出力へ、事実上無制限にミ
キシング /ルーティングすることができます。

TotalMixには主に以下の用途で使用できます：

・ 遅れのないサブミックス作成（ヘッドフォンミックス）。MADIface XT IIは最大 99
系統の完全独立ステレオサブミックスが可能です。これはアナログ・ミキサーでは、
198系統の Auxセンドに相当します！

・ 無制限の入出力ルーティング（自由に活用可能、パッチベイ機能）

・ 信号を同時に複数の出力に分配。TotalMixは最先端のスプリッター、分配機能を
提供します。

・ 異なるアプリケーションを 1つのステレオ・チャンネルから同時再生。ASIOマル
チクライアント・ドライバーは、複数のアプリケーションを同時使用を可能にしま
す。同じ再生チャンネルの利用も可能です。それぞれが異なる再生チャンネルで再
生された場合、TotalMix FXはこれらの信号を 1つのステレオ出力にミックス /モ
ニターする手段を提供します。

・ 入力信号を再生信号へミキシング（完全な ASIOダイレクト・モニタリング -ADM）。
ADMの先駆者である RMEは、最も充実した ADM機能を提供します。

・ 外部機器（エフェクトなど）を統合。TotalMixを使って再生または録音パスに外部
エフェクトデバイスを挿入できます。この機能は用途によってはインサート、また
はエフェクトセンド /リターンと同様の働きをします。例えばリアルタイムモニタ
リング時にボーカルにリバーブを加えるために使用できます。

すべての入力チャンネル（Hardware Inputs）、再生チャンネル（Software Playback）とハー
ドウェア出力（Hardware Outputs）には、ハードウェア上で処理されるピーク ･レベル ･
メーターと RMSレベル・メーターが実装されています（ハードウェア出力はピーク・メー
ターのみ）これらのレベル表示はオーディオ信号の有無とルーティングの確認に便利です。

TotalMixミキサーをより深く理解するには次のことを知っておくと良いでしょう：

・ 次頁のブロック・ダイアグラムのとおり、録音信号は通常変更されません。
TotalMixは録音パスにはありませんので、録音されるオーディオ・データの録音レ
ベルやデータ自体を変えるようなことはしません（Loopbackモードは例外）
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・ ハードウェアの入力信号は必要なだけルーティングが可能で、さらにそれぞれ異な
るレベルで行うことができます。これは 1本のチャンネルフェーダーレベルで全て
のルーティング先へのレベルを設定する従来のミキサーとは大きな違いです。

・ 入力と再生チャンネルのレベルメーターはプリ・フェーダーです。現在信号がどこ
に存在するかを視覚的に確認できます。ハードウェアの出力用のレベルメーターは
ポスト・フェーダーです。つまり実際の出力レベルを表示します。
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25.2　ユーザー・インターフェイス
TotalMixミキサーは、ハードウェア入力とソフトウェア再生チャンネルを自由にハード
ウェア出力へルーティングできます。その機能性が視覚的デザインにも反映されています。
MADIface XT IIは、196入力チャンネル、198ソフトウェア再生チャンネル、そして
198ハードウェア出力チャンネルを備えます。

TotalMixは上記の様に 2列で表示できます（View Options - 2 Row）。しかし、初期設定
では 3列で表示されます。チャンネルはインライン・コンソールのように配置され、
Software Playbackの列は、アナログ・ミキサーのテープ・リターンと同等の位置付けに
なります：

  ■ 上段：ハードウェア入力 (Hardware Inputs)：
表示されるのは入力信号のレベルで、フェー
ダーの位置とは無関係です。フェーダーとルー
ティング・メニューを使用して任意の入力チャン
ネルを任意のハードウェア出力（下段）にルー
ティング /ミックスすることができます。

  ■ 中 央 段： 再 生 チ ャ ン ネ ル (Software 
Playback)：オーディオ・アプリケーション
の再生トラック。フェーダーとルーティング
メニューを使用して任意の再生チャンネルを
任意のハードウェア出力（下段）にルーティン
グ /ミックスすることができます。

  ■ 下 段： ハ ー ド ウ ェ ア 出 力 (Hardware 
Outputs)：ここで出力レベルを調整できます。例えば接続されたスピーカーのレベルや、
オーバーロードしたサブミックスのレベルを調整することができます。
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Submix Viewモードでの使用方法（初期設定）

オーディオ信号を出したいお好みのハードウェア出力（下列）をクリックして選択します
（選択されたチャンネルは明るい色に変わりサブミックス・チャンネルとして選択された
ことを示します）。次にお好みの入力チャンネルや再生チャンネルのフェーダーを上げる
と、それらのオーディオ信号が選択されたサブミックスから出力されます。

次の章でユーザー・インターフェイスの各機能について説明します。

25.3　チャンネル
単体のチャンネルはモノラルまたはステレオモードに切り替えられます。チャンネルの
Settingsパネルでモードを設定します。

  ■ チャンネルの名称：チャンネルを選択する際、この名称フィールドをク
リックしてください。ダブルクリックすると、名称を変更するためのダ
イアログが表示されます。View OptionsのNamesオプションをアク
ティブにするとオリジナルの名称が表示されます。

  ■ パン：入力信号を左右の送信先（下側のラベル、下記参照）に自由にルー
ティングします。センターポジションにおけるレベルの減衰は -3 dB
となります。

  ■ ミュートとソロ：入力チャンネル、再生チャンネルのそれぞれにミュー
トとソロのボタンが用意されています。

  ■ 数値によるレベルディスプレイ：現在の RMS、もしくはピークレベル
を示します。0.5秒ごとに更新されます。OVRはオーバーロードを意
味します。Peak/RMSの設定は View Optionsで変更できます。

  ■ レベルメーター：このメーターは 2つの値を同時に示します。ピーク
値（ゼロアタック、フルスケール表示には 1サンプルで十分です）が黄色いラインで
示され、数学的に正しい RMS値が緑のバーで示されます。RMS表示は時定数が比較
的大きい（遅い）ため、音の大きさの平均を非常によく表します。バーの一番上のレッ
ドによりオーバーロードが示されます。Preferencesダイアログを開くと（F2）、ピー
クホールド時間、オーバーロード検知、RMSリファレンスについて設定できます。

  ■ フェーダー：現在の送信先（下部のラベル）にルーティングされた信号のゲイン /レベ
ルを設定します。このフェーダーは、そのチャンネル自体のフェーダーではなく、現
在のルーティングのフェーダーでしかないことにご注意ください。標準的なミキシン
グの卓と比較して、TotalMixはチャンネル・フェーダーを持たない代わりに、ハード
ウェア出力と同じ数だけの Auxセンドを備えています。従って TotalMixでは、ハー
ドウェア出力の数だけ、異なるサブミックスを作成できます。後程紹介する TotalMix
のサブミックスビューがこの概念をよく表しています。
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フェーダーの下の数値表示フィールドには、現在のフェーダーポジションに応じるゲ
インが示されます。以下、フェーダー操作について説明します：

・ マウスの左ボタンを押してドラッグできます。
・ マウスホイールで動かせます。
・ ダブルクリックにより、「0 dB」と「－∞」をセッ
トできます。Ctrlキーを押しながらのシング
ルクリックでも同様です。

・ マウスドラッグ、マウスホイールを使用する
際に Shiftキーを押すと細かく調整できます。

Shiftクリックにより、フェーダーを一時的な
フェーダー・グループに追加できます。黄色に
表示されるフェーダーすべてが 1つのグルー
プとなり、同時に相対的に動くようになります。
フェーダー・グループを削除するには、ウィン
ドウ上部右のシンボル Fをクリックしてくださ
い。

  ■ チャンネル表示幅：最下部に見える矢印のシン
ボルを使用するとチャンネルがレベルメーターの幅まで最小化されます。もう一度ク
リックすると元の幅に戻ります。Ctrl（Mac：command）キーを押しながらクリック
すると右側のすべてのチャンネルが同時に拡大 /縮小します。

  ■ ルーティング表示：一番下のフィールドは現在の
ルーティングのターゲットを表示します。マウスで
クリックすると、ルーティングウィンドウが開き、
ここでターゲットを選択できます。このリストでは、
現在のチャンネルでアクティブなルーティングのす
べてが各エントリ左側の矢印で示されます。現在の
ルーティングは太字で示されます。

アクティブなルーティングにのみ矢印が付加されて
います。オーディオ・データが送信されると、ルー
ティングはアクティブとして表示されます。フェーダーが「- ∞」にセットされている
場合は、現在のルーティングは太字ですが、前に矢印は表示されません。

  ■ トリム・ゲイン (Trim Gain)：Tボタンをクリックすると、1つのチャンネルのフェー
ダーはすべて同期します。フェーダーは特定の 1つのルーティングのみを変更するの
ではなく、そのチャンネルでアクティブなルーティングすべてに作用します。全体像
が把握できるように、現在見えていないフェーダーはフェーダーパスの横のオレンジ
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の三角形によって示されます。フェーダーを動かすと同時に、オレンジの三角形も新
たな位置に移動し、表示されていないフェーダーの新しい設定値を示します。

できるだけコントロールしやすくするために、フェーダー・ボタンは自動的にすべて
のルーティングの一番高いゲインに設定されます。現在アクティブなルーティング（３
列目で選択されたサブミックス）のゲイン（フェーダー・ノブの位置）は白い三角で示
されます。

背景：TotalMixに固定されたチャンネルフェーダーはありません。MADIface 
XT IIの場合は 99のステレオの Auxセンドを利用でき、これらはチャンネ
ル・ストリップ内の 1つのフェーダーとして個別に表示されます。Auxセン
ドの数の多さにより、完全に独立した複数のルーティングが可能となります。

場合により、これらのルーティングのゲインの増減を同期させることが
必要です。例えばポスト・フェーダー機能の場合です。ボーカルの音量
を変更する際に、リバーブデバイスへ送信される信号の音量も同様に変
更して、リバーブ成分のレベルとオリジナル信号の比率が崩れないよう
にします。もう 1つの例を挙げましょう。異なるサブミックス（ハード
ウェア出力）へ送られるギターの信号があるとします。ソロパートにお
いてラウドになり過ぎる場合、すべての出力で同時にボリュームの抑制
が必要となります。トリムのボタンをクリックすれば、これらが簡単に
行えると共に、全体像を完璧に把握することができます。

トリムをアクティブにすると、チャンネルのルーティングのすべてが同
時に変更されるため、基本的にこのモードは入力チャンネルのトリム
ポット（ミキサー以前で信号に作用）と同じ役割を果たします。このことが、この機能
の名称の由来となっています。

View Options > Showで、すべてのチャンネルのTrim Gains機能のオン /オフをグロー
バルに切り替えることが可能です。TotalMix FXをライブのミキサー卓として使用す
る場合には、グローバルなトリムモードを設定するとよいでしょう。

  ■ コンテキスト・メニュー：入力、再生チャンネル、出力チャンネルを右クリックすると
表示されるコンテキスト・メニューは追加機能を提供します（これらのメニューはマト
リックスでも使用できますが、直接チャンネル・ラベル上でのみ使用できます）。各機
能項目はクリックされた場所により変化します。一番上の項目は Channel Layoutダ
イアログを開きます。入力チャンネルでは、クリア、入力のコピー、入力ミックスの
ペースト、FXのペーストが行えます。再生チャンネルでは、コピー、ペースト、再生
ミックスのクリアが使用できます。出力チャンネルでは、現在のサブミックスのコピー
とミラー機能、FX設定のコピー機能が使用できます。
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25.3.1　Settingsパネル
ツール（スパナ）のアイコンをクリックすると、チャンネルの Settingsパネルが開きます。
表示される要素はチャンネルにより異なります。

  ■ Stereo：チャンネル・モードをモノまたはステレオに切り
替えます。

  ■ 48V（Mic 1/2のみ）：2系統の入力のファンタム電源をア
クティブにします。高品質コンデンサーマイクのパワーサ
プライとして機能します。瞬時過渡現象によるエラーを避
けるため、その他のソースを使用する場合は本オプション
はオフにしてください。

  ■ Gain（Mic 1/2のみ）：フロント・パネルの 2つのアナロ
グ入力のゲインを設定します。マウスでドラッグして、あ
るいはマウスホイールでノブを調整できます。マウスホ
イールは、2つのゲインディスプレイの上でも使用可能で
す。その場合、チャンネルがステレオモードであっても、
左右チャンネルのゲインを個別に変更できます。

  ■ AutoSet（Mic 1/2のみ）：自動ゲイン・リダクションを有
効にします。ゲイン設定を高くし過ぎてオーバーロードすることを防ぎます。詳細は
《20.3　AutoSet》をご参照ください。

  ■ Width：ステレオ幅を定義します。「1.00」はフルのステレオ、「0.00」はモノラル、
「-1.00」はチャンネルの逆転に相当します。

  ■ FX Send： FXバスに送られる（Echoと Reverbに送られる）信号のレベル設定です。
ノブと小さなフェーダーは常に同期しているので、Settingsパネルが閉じた状態でも
現在の設定を確認できます。この機能を最大限活かすため、FX Sendはゲインの最も
高いサブミックスにロックされます。これにより、標準的ミキサー卓の「Auxポスト・
フェーダー機能」と同様の動作をします。大きなフェーダーを動かすと、ノブと小さ
なフェーダーも動き、リバーブ信号とドライ信号の比率を保持します。

エフェクトに送られる信号のレベルは、View Optionsで FXをクリックして表示され
る FXウィンドウの FX Inレベルメーターに表示されます。

  ■ MS Proc：ステレオチャンネルでのM/Sプロセッシングをアクティブにします。モノ
ラル情報が左チャンネルへ、ステレオ情報が右チャンネルへ送信されます。

  ■ Phase L：左チャンネルの位相を 180度反転します。

  ■ Phase R：右チャンネルの位相を 180度反転します。
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注意：Width、MS Proc、Phase L、Phase Rの機能は、そのチャンネルのすべてのルーティン
グに作用します。

ハードウェア出力 (Hardware Outputs)

ハードウェア出力には、Stereo/Mono、Phase L/Phase Rの設定の他、次のオプション
が用意されています：

  ■ Level：4つのアナログ出力の基準レベルを設定します。
Analog 1/2 で は、+4 dBu、+13 dBu、+19 dBu、+24 
dBuを選択できます。Phones 出力は、Low またはHigh
から選択できます。

  ■ FX Return：ノブを調整してエフェクト信号（Echo と
Reverb）を対応するハードウェア出力にミックスします。
ノブと小さなフェーダーは連動します。

  ■ Crossfeed：5段階に調節できます。最大 6つのステレオ・
チャンネルで有効にできます。クロスフィードは、ヘッド
フォン用のステレオ・ラウドスピーカー・シミュレーション 
にバウアー・バイノーラル法を使用します。この方法は
ADI-2シリーズから採用されており、通常のラウドスピー
カー・セットアップに近い音像をヘッドフォンで再現します。

  ■ Room EQ：9バンド・パラメトリック・イコライザー、ディ
レイ、ボリューム・キャリブレーションのウインドウを開きます。詳細は、《25.3.3　
Room EQ》をご参照ください。

  ■ Talkback：チャンネルをトークバック信号の受信や出力チャンネルに設定します。こ
れによりトークバック信号を、Control Room セクションの Phones だけではなく、
すべての出力へ送信できます。その他の用途としては、ボタン１つで特定の信号をお
好みの出力へ送ることができます。

  ■ No Trim：例えばライブ録音のステレオ・ミックスダウンなど、チャンネルのルーティン
グやレベルを固定して変更できなくしたいケースなどがあります。No Trimを有効に
すると、その出力へのルーティングは Trim Gains機能から除外され、誤って変更され
るのを防ぎます。

  ■ Loopback：出力のデータを録音データとしてドライバーへ送信します。これにより、
対応するサブミックスが録音可能となります。このチャンネルのハード
ウェア入力は、入力データを TotalMixへのみ送信し、レコーディング・
ソフトウェアへは送信しなくなります。入力チャンネルでは、オレンジ
のドットでループバックが有効であることを示します。
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  ■ Cue：もう 1つ入力と出力チャンネルで異なる点があります。出力チャンネルには
Solo ボタンの代わりに Cue ボタンが装備されています。Cue をクリックすると対
応するハードウェア出力のオーディオがMain Out、またはいずれかの Phones出力
（Control Roomセクション Assign / Cueで設定）へ送られます。これにより、お好み
のハードウェア出力をモニター出力から試聴し、コントロールすることができます。

25.3.2　イコライザー
EQをクリックすると、3バンド・パラメトリック・イコライザー PEQのパネルが開きます。
入出力すべてのチャンネルに用意され、そのチャンネルのすべてのルーティングに作用し
ます（プリ・フェーダー）。このパネルにはローカットも搭載されており、それぞれ個別に
アクティブにできます。

  ■ EQ：EQボタンでアクティブにします。

  ■ Type： バ ン ド 1 と 3 は、Bell( ピ ー ク )、
Shelving(シェルフ )、High-Pass(ハイ・パス )、 
Low-Pass(ロー・パス )モードで動作します。ミ
ドルのバンドは Bellモードに固定されています。

  ■ Gain：3つのバンドすべて、各アンプ（増幅）
を +20 dBから -20 dBまでの間で調整できま
す。

  ■ Freq：フィルターのセンター周波数を調整できま
す (20 Hz ~ 20 kHz)。Bellモードではセンター
周波数が調整されるのに対し、Shelvingモード
ではカットオフ・ポイント (-3 dB)が変更され ます。

  ■ Q：フィルターの Qファクター（線質係数）を調整します。0.4（広い）から 9.9（狭い）
までが設定範囲です。

  ■ Lo Cut (ローカット )：Lo Cutボタンでアクティブにします。ハイパスフィルターの
スロープは、オクターブにつき、6、12、18、24 dBに調整できます。カットオフ
のポイント（-3 dB）は、20 Hz～ 500 Hzの間で調整できます。

周波数のグラフを眺め、フィルター効果を詳細に確認できます。オーバーラップしている
（互いに重なる）フィルターは、互いに影響を与え合います。これを利用し、20 dBを超
えるアンプリチュードを作成したり、難解な周波数特性を最適化することも可能です。

注意：TotalMixは内部で 24 dBのヘッドルームを保有します。極度のフィルターのオーバー
ラップによるブーストは内部のオーバーロードを引き起こす場合があります。この場合、チャン
ネルのレベルメーターの Overの LEDによってオーバーロードが表示されます。
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  ■ Preset：EQとローカットの設定の保存、ロード、チャンネル間コピーが可能です。
Presetをクリックすると下記のメニューが表示されます：

 ▶ Recall：以前にユーザーによって保存され
たプリセットを選択してロードします。

 ▶ Save to：保存場所は 16箇所用意されてい
ます（EQ Preset 1～ 16）。

 ▶ Import：すでに保存された TM EQファイ
ル（.tmeq）をロードします。

 ▶ Export：現在の状況を TM EQファイル
（.tmeq）として保存します。

 ▶ Factory：ローカットとイコライザーの有効
な利用例を 14個用意しています。

 ▶ Reset：ローカットとイコライザーはリセットさ
れ、作用はゼロとなります（Gain 0 dB）。

 ▶ Rename：EQ Presets 1～ 16の名称を変更できます。変更された名称は、Recallと
Save toのリストに表示されます。

EQプリセットに関するヒント

チャンネル間でのコピー：すべてのチャンネルの EQの Presetメニューは同一です。EQ
設定を Save to機能で 16の保存場所のいずれかに保存すると、他のどのチャンネルから
でもそれを呼び出すことができます（Recall機能）。

スナップショット間でのコピー：スナップショットの保存にプリセットは含まれません。
従って、異なるスナップショットをロードした場合にもプリセットは変更されません。プ
リセットはワークスペース内に保存され、ワークスペースと一緒にロードされます。

ワークスペース間でのコピー：Presetメニューの Exportと Import機能を使用して行な
います。大事な、あるいは有用なプリセットは、不本意に上書きされて紛失しないよう、
必ず TM EQファイルとして保存しておきましょう。

Factory Presets (ファクトリープリセット )：他の Preset 同様にロードします。Low 
Cutと EQの設定を同時に行います。現在の状態のオン /オフは保存されません。またロー
ドしてもアクティブになりません。これにより、いつでもプリセットをロードできますが、
ユーザーが EQや Low Cutを意図的にオンにしないとアクティブにならない仕様になっ
ています（ロードする前にすでにアクティブになっている場合は例外）。このような理由
から、いくつかの Factoryプリセットには分かりやすく名前が付けられています。例えば、
Telephone (LC+EQ)は EQ以外にも Low Cutをアクティブにした方がより良いサウンド
が得られます。なぜなら、Low Cutが 非常に高い周波数（500 Hz）に設定されているか
らです。
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25.3.3　Room EQ

Room EQの使い方は、《25.3.2　イコライザー》で解説した内容とほぼ同じです。Room 
EQは 3バンド PEQの技術と設計をベースに 9バンドのイコライジングが可能です。室
内音響補正を主な使用目的としているため、出力チャンネルでのみ利用できます。この
EQはスピーカー補正の意味合いが強いため、通常はミキシングの範疇に含まれません。
そのため、設定はワークスペースにのみ保存されます。

スピーカー補正はミキシングとは別の処理であるため、Room EQの設定はワークスペー
スにのみ保存されます。ただし Room EQ設定は、Preferences > Load Room EQs with 
Snapshotオプションを使うことで、スナップショット経由でロードすることもできます。

Room EQでは、フィルターのゲインを 0.1 dB単位で調整できます（3-band PEQは 0.5 
dB単位）。

 ▶ Options - Reset Mixメニューには、以下のオプションを利用できます：Clear 
channel effects without Room EQ、Total Reset without Room EQ

 ▶ Room EQは 3バンド PEQの直後に配置されており、ループバック経由で録音する
ことができます。

 ▶ Room EQのプリセット・ファイルの拡張子は .tmreqです。3バンド EQ（.tmeq）の
ファイルとは互換性がありません。

 ▶ 最大 20チャンネルの Room EQまたはステレオ 10チャンネルの Room EQを使用
できます。

 ▶ Room EQボタンは、Room EQのオン /オフのみを切り替えます。Delayは 0 ms、
Vol.Calは 0 dBでそれぞれオフになり、それ以外の値では常にオンになります。
Room EQが有効のとき、チャンネル設定パネルの Room EQボタンがオレンジ色に
点灯します。

 ▶ Room EQはモノラルおよびステレオの出力チャンネルで動作します。チャンネル毎
に異なる設定も可能です。

Delayは、対応するすべてのサンプル・レートで、0 ms～ 42 msの遅延を 0.01 ms単
位で提供します。

Vol.Calは、チャンネルの出力レベルを +3 dB～ -24 dBの範囲で 0.1 dB単位で変更し
ます。
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クイック設定のヒント

・ ゲインを 0 dBにする：Ctrl（mac：command）キーを押しながら左マウスボタン
をクリックします。

・ パラメーター値を設定する： ダブルクリックして値を入力します。

・ パラメーター値のクイック調整：Shiftを押したまま、マウスまたはマウスホイー
ルで調整します。
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25.3.4　Dynamicsパネル
「D」をクリックすると、コンプレッサー、エキスパンダー、オートレベルを備える

Dynamicsパネルが開きます。入力と出力チャンネルすべてに用意され、そのチャンネル
のすべてのルーティングに作用します。

  ■ Dynamics：このボタンでアクティブにし
ます。

  ■ Thresh：スレッショルド（コンプレッサー、
エキスパンダーが作用を開始するポイント）
です。コンプレッサーの設定範囲は -60 dB
～ 0 dB、エキスパンダーの設定範囲は -99 
dB～ -20 dBとなっています。

  ■ Ratio：入力信号対出力信号の比率（レシオ）
です。信号処理の強さを定義します（設定
範囲は 1～ 10）。

  ■ Gain：コンプレッサーの作用により生じる
レベルのロスを補完するゲイン段です（設
定範囲は –30～ +30 dB）。本機能は、コン
プレッサーをスレッショルド 0 dB、レシオ 1:1にした場合（コンプレッサーを無効化）、
自在に扱えるデジタルのゲイン・ステージとして使用することもできます。

  ■ Attack：コンプレッサー、エキスパンダーのコントロール電圧の立ち上がり（アタック）
を定義します（設定範囲は 0 ms～ 200 ms）。

  ■ Release：コンプレッサー、エキスパンダーのコントロール電圧のリリースタイムを
定義します（設定範囲は 100 ms～ 999 ms）。

コンプレッサーおよびエキスパンダーの現在の設定によるレベル変化は、アンプリチュー
ドのグラフで詳細に確認できます。白い点は入力信号のレベルを表し、信号が処理の範囲
内にあるかどうかを示します。レベルメーター上に表示される薄青色の線は現在有効なゲ
イン・リダクションを示します。これらDynamicメーターの設定は Preferencesダイア
ログ（F2）で行います。
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  ■ Auto Level：オート・レベルをアクティブにするボタンです。

  ■ Max. Gain：入力信号の増幅の最大
を定義します（設定範囲は 0 dB～
18 dB）。

  ■ Headroom：信号のピークの瞬間
的なオーバーロードやクリッピング
を最小限にするため、オートレベル
を 0 dBFSに対して固定オフセット
で動作するように設定できます（設
定範囲は 3 dB～ 12 dB）。

  ■ Rise Time：レベル抑制後のレベル
上昇のスピードを定義します（設定
範囲は 0.1 s～ 9.9 s）。

  ■ Preset：上述のイコライザーのプリ
セットと同様の機能です。Factory
プリセットの名称は、Compressor 
(C)、Auto Level (A) ま た は 両 方 
(C+A)をオンにする必要があるかどうかを分かりやすく示しています。

25.4　Control Roomセクション
Control Roomセクションにある Assignメニュー
で、スタジオでのモニタリングに使用するMain 
Outを定義します。この出力には、Dim、Recall、
Mono、Talkback、External In、Mute FX 機能が
自動的に適用されます。

さらにチャンネルはHardware Outputs セク
ションから Control Room セクションへ移動し、
Mainと変名されます。Main Out Bまたは Phones
を割り当てる際も同様です。オリジナルの名称を
表示させたい場合は、View Options > Show の
Names機能でいつでも表示できます。

Phones 1～ 4にはDim（Settingsで設定）が用意
されています。Talkback (トークバック )をアク
ティブにすると特殊なルーティングが適用されま
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す。これらがMain出力の横に配置されることにより、出力セクションの全体像が非常に
把握しやすくなります。

  ■ Dim： Settingsダイアログ（F3）で設定された量だけボリュームが抑制（ディム）され
ます。

  ■ Recall：Settingsダイアログで定義されたゲインの値が適用されます。

  ■ Speaker. B：再生をMain Out からMain Out B へ変更します。Main チャンネルと
Speaker Bのフェーダーは Linkでグループ化させることが出来ます。

  ■ Mono：左右のチャンネルをミックスします。モノラルとの互換性や位相の問題の
チェックに役立ちます。

  ■ Talkback：このボタンをクリックすると、Phones 出力のすべての信号が、
Preferencesダイアログで設定された量だけ抑制されます。同時に、コントロール・ルー
ムのマイク信号（Preferencesで定義されたソース）が Phonesへ送られます。マイク
のレベルはチャンネルの入力フェーダーで調整します。

  ■ External Input：メインのモニタリングをミックス・バスから Settings ダイアログ 
(F3)で設定されたステレオ入力に切替えます。ステレオ信号の相対的なボリュームは
Settingsダイアログで調整します。

  ■ Mute FX：Main Outのリバーブとエコーをミュートし、エフェクトなしでミックス
を確認できます。

  ■ Assign：Main Out、Main Out B (Speaker 
B)そして最大 4つの Phones出力を定義し
ます。

通常Main に出力する Cue 信号の出力も、
いずれかの Phones 出力に設定できます。
この設定は PFLモニタリングもコントロー
ルします。
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25.5　コントロール・ストリップ
画面右に位置するコントロール・ストリップには、TotalMix FX全体に関わるグローバ
ルな機能や頻繁に使用される機能が集められています。メニュー項目のWindow > Hide 
Control Stripを使用するとコントロール・ストリップが非表示になり、他の要素の表示ス
ペースを確保することができます

また、以降の章で説明される各エリアは、それぞれのタイトル・バーの三角の部分をクリッ
クすることで表示を最小化することができます。

  ■ デバイス選択：コンピューターに複数のユニットがインストールさ
れている場合は、コントロールするユニットをこちらで選択します。

  ■ FX - DSPメーター：アクティブな EQ、ローカット、コンプレッサー、
オートレベル、エコー、リバーブによって荷重される DSP負荷を
示します。MADIface XT IIの DSPは、処理による負荷を自動的に
制限する機能を備えています。DSPリソースが足りない場合、新
しいエフェクトをアクティブにすることはできません。また、DS、
QSモードに切り替えると、DSPの過負荷状態がなくなるまでエフェ
クトは自動的にオフとなります。

  ■ アンドゥ /リドゥ：無制限のアンドゥとリドゥにより、ミックスの
変更はいつでも取り消し、やり直し可能です。アンドゥ /リドゥは、
グラフィックに関する変更（ウィンドウのサイズや位置、チャンネ
ル幅などの変更）には対応していません。プリセットの変更にも対応していないため、
EQプリセットを不本意に上書きしてしまった場合、それを取り消すことはできません。

アンドゥ /リドゥはワークスペースを越えて動作します。従って、ワークスペースで
全く違ったセットアップのミキサービューをロードし、アンドゥを一度クリックする
と、新たなミキサービューの状態のまま、以前の内部のミキサーの状態を戻すことが
できます。

グローバルなミュート /ソロ /フェーダー

  ■ M（ミュート）：グローバルのミュートは「プリ・フェーダー」で動作します。つまり、
現在チャンネルでアクティブなルーティングをすべてミュートします。ミキサー上の
いずれかのミュートボタンが押されると同時に、コントロール・ストリップセクション
のマスターMuteボタンが点灯します。このボタンにより、すべての選択されたミュー
トをオフにしたり、再びオンにすることができます。ミュートグループの作成や、複
数のミュートボタンの同時切り替えをスムーズに行えます。

  ■ S（ソロ）：ミキサー上のいずれかのソロボタンが押されると同時に、コントロール・ス
トリップセクションのマスター Soloボタンが点灯します。このボタンにより、すべて
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の選択されたソロをオフにしたり、再びオンにすることができます。ソロは一般的な
ミキサー卓で有名な Solo-in-Place（ソロインプレイス）、ポスト・フェーダーで動作し
ます。TotalMix FXのソロ機能は、ミキサー卓に見られるような典型的な制限（グロー
バルそしてメイン出力にのみ機能するソロ）とは無縁です。ソロは常に現在のサブミッ
クスにのみに機能します。

  ■ F（フェーダー）：Shift+クリックにより、フェーダーを「一時的フェーダー・グループ」
に追加できます。黄色に表示されるフェーダーすべてが 1つのグループとなり、同時
に相対的に動くようになります。「F」のシンボルをクリックすると「一時的フェーダー・
グループ」を削除できます。

25.5.1　View Options（ビュー・オプション）
セクションにはルーティング、レベル・メーター、ミキサー・ビューの各種機能が集めら
れています。

Routing Mode（ルーティング・モード）

 ▶ Submix：Submixビュー（初期設定）は、TotalMixの概観の把
握や操作性に優れた推奨ビューです。Hardware Outputチャン
ネルの 1つをクリックすると、対応するサブミックスが選択さ
れ、他のすべての出力チャンネルが暗くなります。同時に、ルー
ティングのフィールドはすべてこのチャンネルにセットされます。
Submixビューでは、どの出力に対しても簡単にサブミックスを
作成できます。出力チャンネルを選択し、1列目と 2列目のフェー
ダーとパンを調節するだけです。

 ▶ Free：Freeビューは上級者用です。複数のサブミックスを切り替
えることなく、同時に編集する場合に使用されます。入力と再生
チャンネルのルーティング・フィールドだけで作業を行ないます。
ルーティング・フィールドには異なるルーティング先が示されます。

Level Meter（レベル・メーター）

 ▶ Post FX：すべてのレベル・メーターをエフェクトの前（Pre：プリ）、または後ろ（Post：
ポスト）に切り替えます。この機能により、プリ /ポストの切り替えによるレベル変
化を簡単に確認できます。入力信号のオーバーロードのチェックにも使用できます。
信号を LC/EQで極端に抑制するケースは稀なため、Post FXをデフォルトで使用す
ることを推奨します。また、すべてのレベル・メーターのOVR表示はプリ /ポスト
の両方で動作します。従って、オーバーロードを見逃す危険性を効率的に防ぐことが
できます。

 ▶ RMS：チャンネルの数値レベル・ディスプレイの表示を選択します（ピークまたは
RMS）。
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Show（表示）

 ▶ FX：Reverbと Echoエフェクトを設定するウィンドウを開きます。
 ▶ Trim：すべてのチャンネルのトリム・ボタンをアクティブにします。これにより、

TotalMixは従来型のシンプルなミキサー卓のように機能します。各フェーダーはハー
ドウェア入力のトリムポットのように振舞い、チャンネルでアクティブなすべての
ルーティングに同時に作用します。

 ▶ 2 Rows：ミキサー・ビューを 2列に切り替えます。ハードウェア入力（Hardware 
Input）と再生チャンネル（Software Playback）は隣り合わせで配置されます。本
ビューは特に高さのスペースを節約します。

 ▶ Names：名称がユーザーによって変更されている場合、オリジナルの名称を表示し
ます。

25.5.2　SnapShots-Groups (スナップショット -グループ )

Snapshots（スナップショット）

スナップショットにはミキサーのすべてのセッティングが含まれます
が、ウィンドウの位置やサイズや数、EQや Settingsの表示、スクロー
ル状況、Presetsなど、グラフィカルな要素は含まれません。チャンネ
ルの幅（狭い /広い）の状況のみ登録されます。さらに、スナップショッ
トは一時的な保存です。他のワークスペースを読み込むと、記憶して
いるスナップショットのすべてが失われます。これを避けるには、あ
らかじめスナップショットをワークスペースと一緒に（あるいは File 
> Save Snapshot as機能で個別に）保存してください。File > Load 
Snapshot機能を使用するとミキサーの状態を個別にロードできます。

スナップショット・セクションには、固有の名称で 8つの異なるミッ
クスを保存できます。8つのボタンのいずれかをクリックすると対応
するスナップショットがロードされます。名称フィールドをダブル
クリックすると、名称を編集する Input Name ダイアログが開きま
す。ミキサーの状態に手が加えられると同時に、ボタンが点滅します。
Storeをクリックすると、すべてのボタンが点滅し、最後にロードされたもの（現在の状
態のベース）が反転して点滅します。目的のボタン（つまり保存場所）をクリックすると
保存が完了します。また、点滅している Storeボタンを再度クリックすると保存モードが
終了します。

タイトルバーの矢印をクリックすると Snapshotsセクションを最小化できます。
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Groups

Groupsセクションには、フェーダー、ミュートグループ、ソログループのための保存場
所がそれぞれ 4つ用意されています。グループはワークスペースごとに有効で、8つの
スナップショットすべてが使用可能です。しかし、そのため新たなワークスペースをロー
ドすると失われてしまいます（あらかじめ他のワークスペースに保存されていない場合）。

ヒント：グループを不本意に上書き /削除してしまった場合にはアンドゥ機能が役立つでしょ
う。

TotalMixはグループのセットアップのガイドとしてボタンを点滅させます。Editをクリッ
クし、お好みの保存場所をクリックしたら、グループ化する目的の機能すべてをアクティ
ブに（または選択）してください。再度 Editボタンをクリックすると、保存モードが終了
します。

フェーダー・グループを作成する場合、一番上または一番下の位置に達しているフェーダー
を追加しないようにしてください（そのグループのフェーダーがすべて同じ位置である場
合を除く）。

ミュートグループは、現在のルーティングに対してのみ機能します（グローバルミュー
ト以外）。従って、不注意にすべての出力の信号をミュートしてしまうことはありません。
ボタンを押すと特定のサブミックスで信号がミュートされます。

ソログループはグローバルのソロとまったく同様に機能します。現在のルーティング以外
の信号に影響は及びません。

25.5.3　Channel Layout – レイアウト・プリセット 

TotalMix FXの全体像を維持するためにチャンネルを隠すことができます。チャンネル
はリモート・コントロール操作の対象から排除することもできます。Options/Channnel 
Layoutダイアログ下に全 I/Oと現在の状態がリストアップされます。ひとつまたは複数
のチャンネルを選択することで、右側のオプションが有効になります：

 ▶ Hide Channel in Mixer/Matrix：選択されたチャンネルは TotalMix FXで表示され
ません。またMIDIや OSCリモート制御も利用できません。 

 ▶ Hide Channel in MIDI Remote 1-4：選択されたチャンネルはMIDIリモートに対
して非表示になります（CC およびMackie プロトコル）。

 ▶ Hide Channel in OSC Remote 1-4：選択されたチャンネルは OSCリモートに対し
て非表示になります。

Mixer/Matrix内の非表示チャンネルの全機能は動作し続けていて、ルーティング /ミキ
シング /FXプロセシングはそのまま有効です。しかしチャンネルは隠されているので編
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集ができません。また、非表示のチャンネルが無意識のうちに間違って編集されないよう
に、リモート・コントロール可能なチャンネル・リストからも除外されます。

MIDI Remote xの非表示チャンネルは、リモート・コントロール可能なチャンネル・リス
トから除外され、Mackie互換のリモート・コントローラーの 8チャンネル・ブロック内
でスキップされます。従って、例えば 3～ 5チャンネルが非表示の場合は、１、2、6
～ 11チャンネルをコントロールできます。

OSCでも同じことが言えます。OSCリモートに対して不必要なチャンネルを非表示にす
れば、より重要なチャンネルを OSCリモート上のチャンネル・ブロックに含めることが
できます。

Channel Layoutダイアログは TotalMixの各チャンネルを右クリックすることで直接で
呼び出せます。対応するチャンネルはダイアログ内で前もって選択されています。

Inputs（入力）、 Playbacks（再生）およびOutputs（出力）の段は上部タブで個別に設定し
ます。

画面の例では Phones出力チャンネルが非表示になっています。Phones出力を利用しな
い場合、このような設定にすれば、ミキサー上で完全に非表示になり便利です。その他に
は、ドラム・セクションやホーン・セクション、バイオリンのみを表示する等の使い方も
あります。

Name（User）列で、任意の行をダブルクリックすると編集フィールドが開きます。この
ダイアログでのチャンネル名の編集は簡単で、Enterを押すと次の行にジャンプします。
Control Roomセクションのチャンネル名は、この方法でしか変更できません。
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Color列の項目をクリックすると、チャンネル名の表示色を変更できます。次章のロケー
ション・マーカーの画像にて、その効果と使用可能な色を確認できます。

これらの設定の終了後、全体の状態は Layout Presetとして保存できます。Storeをクリッ
クし、メモリー・スロットをクリックすれば、いつでも現在のチャンネル・レイアウトを
呼び出せます。Allは一時的に全チャンネルを表示します。

例えばドラム・セクション、ホーン・セクション、バイオリン等だ
けで構成されるミキシング・ビューを簡単にボタン１つで切替える
ことができます。リモート用に設定されたレイアウトもここで同
じように呼び出すことができます（ミキサー上の表示 /非表示に関
係なく呼び出すことも可能）。レイアウトの名称はスロット名の箇
所をダブルクリックして変更できます。

Layout PresetsはWorkspace内に保存されます。そのため、
ほかのWorkspaceを読込む際には、必ず事前に現在の状態を
保存してください！

Subボタンは Submix Viewで現在選択されているサブミックス /ハードウェア出力に関
係のないチャンネルをすべて非表示にします。つまり一時的に、サブミックスの入力、再
生段のすべてのチャンネルを現在のレイアウトとは無関係に表示します。これにより、現
在の出力に対してどのチャンネルがミックスされルーティングされているかを簡単に確認
でき、さらにチャンネル数が多い環境であっても、ミックスの編集を容易に行えます。

25.5.4　Scroll Location Markers（ロケーション・マーカー）
TotalMix FXのワークフローをよりスムーズにするスクロール・ロケーション・マーカー
（TotalMixビューのみ）は、TotalMix画面の幅がチャンネルを表示するのに必要な幅よ
りも狭い場合に、各段のスクロールバーの右側に自動的に表示されます。以下の 4つの
機能があります：

 ▶ 左矢印：クリックする
と最初、または一番左
のチャンネルまでスク
ロールします。

 ▶ マーカー 1：希望する
チャンネルまでスク
ロールして 1を右クリッ
クするとロケーター設
定の画面が開きます。
okをクリックすると、
その位置にロケーター
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が保存されます。以降 1を左クリックすると保存されたチャンネル位置までスクロー
ルします。

 ▶ マーカー 2：詳細は上記マーカー 1を参照下さい。
 ▶ 右矢印 ：クリックすると最後、または一番右のチャンネルまでスクロールします。

ロケーション・マーカーはWorkspace内に保存されます。

25.6　Reverb-Echo (リバーブ -エコー )
View Options / Mixer Setup 内の FXをクリック、または DSPメーターをクリックすると、
FXパネルが開きます。ここからエフェクトのリバーブとエコーのパラメーターすべてに
アクセスできます。

Reverb（リバーブ）：Onボタンでアクティブにします。

  ■ Type：リバーブ・タイプを選択できます：

 ▶ Small / Medium / Large / Walls Room：それぞれ異なるサ
イズや動きを持つルーム・シミュレーション

 ▶ Shorty：短く、濃厚であたたかいサウンド
 ▶ Attack：スラップ・バック
 ▶ Swagger：オリジナル・ソースを濃厚にして爆発させるよう
なサウンド

 ▶ Old School：古き良きサウンド
 ▶ Echoistic：リバーブ内に重いエコー部分があり、心地よいス
テレオ感のあるサウンド

 ▶ 8plus9：Old Schoolと Echoisticのミックス
 ▶ Grand Wide：広く、開放的なルーム /スペース・サウンド
 ▶ Thicker：オリジナルの信号を豊かにするショート・リバーブ
 ▶ Space：シズル感と長いリーバーブ・タイムを持つサウンド
 ▶ Envelope：ボリュームのコース（エンベロープ）を自由に調
整できるリバーブ・エフェクト

 ▶ Gated：エンベロープ・リバープをシンプルにしたバージョン
でカット・リバープ効果が得られます

これらすべてのリバーブ・タイプは Smoothと Room Scaleコン
トロールにより、非常に柔軟に設定できます。ほとんどのリバー
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ブ・タイプは、ショート・リバーブとしてもロング・リバーブとしても利用でき、Smooth
を最大または最小に設定することで、音色が大きく変化します。

すべてのリバーブ ･タイプには各パラメーターの初期値が設定済みです。またファクト
リー ･プリセットも付属するため、素早いセットアップが可能です。これらの音色を様々
な音源や異なる設定で試していただき、どのような音が作り出せて、どのような場面で利
用できるかを実際に体験してみてください。

一般設定

  ■ PreDelay：リバーブ信号のディレイです。0 msから 999 msまでを設定できます。

  ■ Low Cut：リバーブ生成に先立つハイパスフィルターです。リバーブサウンドのソー
スとして不適格な低周波信号を取り除きます（設定範囲は 20 Hz～ 500 Hz）。

  ■ High Cut：リバーブ生成の後のローパスフィルターです。一般的に高周波を抑制する
とリバーブサウンドがよりナチュラルになります（設定範囲は 5 kHz～ 20 kHz）。

  ■ Smooth：リバーブ効果をソフトにします。ステレオ幅、濃密度、サウンドのカラー
に影響します（設定範囲は 0～ 100）。

  ■ Width：リバーブ信号のステレオ幅です。設定範囲は 100（ステレオ）から 0（モノ）
までです。

  ■ Volume：FXリターンバスへ送られるリバーブエフェクト信号のレベルを調整します。

Roomタイプに特化した設定

  ■ Room Scale：ルームのサイズを設定します。リバーブエフェクトの濃密度と長さが
変更されます（設定範囲は 0.5～ 3.0）。

Envelopeと Gatedに特化した設定

  ■ Attack：リバーブ信号の音量が増大する時間の長さです。「ライズタイム」とも呼ばれ
ます（設定範囲は 5 ms～ 400 ms）。

  ■ Hold：リバーブ信号が音量的に保持される時間の長さです（設定範囲は 5 ms～ 400 
ms）。

  ■ Release：リバーブ信号の音量が減衰する時間の長さです（設定範囲は 5 ms～ 400 
ms）。
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Spaceに特化した設定

  ■ Reverb Time：20 dBの音量低下を基準にリバーブ持続時間を設定します（設定範囲
は 0.1 s～ 4.9 s）。

  ■ High Damp：時間にともなうリバーブ信号高域の減衰を設定します。基本的にこれは
High Cutと同様にハイパスフィルターですが、このリバーブの動作原則により、多少
異なる挙動をします（設定範囲は 5 kHz～ 20 kHz）。

  ■ Echo (エコー )：Onボタンでアクティブにします。

  ■ Type：いくつかのエコーのアルゴリズムを選択できます。

 ▶ Stereo Echo：右と左のチャンネルに異なるエコーを生成します。すなわち、サウン
ドソースがステレオの場の中で移動するとエコーもその動きに追随します。

 ▶ Stereo Cross：たすきがけのフィードバック（入力信号の内、ステレオの部分でのみ
動作）で左右チャンネルにエコーを生成します。入力信号が左右の内の片側のみであ
る場合、Stereo Crossは Pong Echoとまったく等しい動作となります。

 ▶ Pong Echo：左右チャンネルの間をジャンプするエコーを生成します。ソース信号
のステレオポジションの影響はありません。

設定

  ■ Delay Time：最初のエコーのディレイタイムです。

  ■ BPM：下の値の個所をダブル・クリックするとディレイ・タイムを BPM（Beats Per 
Minute）で調整できます。

  ■ Feedback：その後のエコーを生成するためのフィードバックです。

  ■ Width：エコー信号のステレオ幅を調整します。設定範囲は 100（ステレオ）から 0（モ
ノ）までです。

  ■ Volume：FXリターンのバスに送られるエコーエフェクト信号のレベルを調整します。

  ■ High Cut：より自然なサウンドを得るために、または意図的にディレイ信号をダンピン
グさせる場合に使用します。
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  ■ Preset：Reverb と Echo の設定の保存、ロード、チャンネル間コピーが可能です。
Presetをクリックすると下記のメニューが現れます：

 ▶ Recall：以前にユーザーによって
保存されたプリセットを選択して
ロードします。

 ▶ Save to：保存場所は 16箇所用
意されています（Reverb/Echo 
Preset 1～ 16）。

 ▶ Import：すでに保存された TM FX 
Reverbファイル（.tmrv）、もしく
は TM FX Echoファイル（.tmeo）
をロードします。

 ▶ Export：現在の状況を TM FX 
Reverbファイル（.tmrv）、もしく
は TM FX Echoファイル（.tmeo）
として保存します。

 ▶ Factory：Reverbの設定例を 10個用意しています。
 ▶ Reset：Reverbまたは Echoをリセットします。
 ▶ Rename：Presets 1から 16の名称を変更できます。変更された名称は、Recallと

Save toのリストに表示されます。

25.7　Preferences（環境設定）
Preferencesダイアログを開くには、Optionsメニューを使用するか、F2キーを直接タ
イプします。

Level Meters

 ▶ Full scale samples for OVR：オーバーロード検知を作動させるのに必要な連続サン
プル数を指定します（1～ 10）。

 ▶ Peak Hold Time：ピーク値のホールド・タイムです（設定範囲は 0.1～ 9.9 s）。
 ▶ RMS +3 dB：フルスケールのレベルが Peakと RMS（@ 0 dBFS）で等しくなるよう、

RMSの値を +3 dB増やします。

Mixer Views

 ▶ FX Send follows highest Submix：FX Sendノブをチャンネル・フェーダーにロッ
クします。TotalMixは「チャンネルごとの複数のルーティング」をサポートしている
ので、FX Sendがどのフェーダー（1つのみ表示）に追従するかを定義する必要があ
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ります。この場合は、常に最も高い位置（最も高いゲイン）のフェーダーということ
になります。

 ▶ FX Send follows Main Out mix：FX SendノブがMain Outサブミックスのチャン
ネル・フェーダーにロックします。これは、FX Sendが最も重要な出力（Main Out）
のフェーダーに常に結び付けられる、典型的なライブ用の機能です。その他のサブミッ
クスを調整する場合、FX Sendはフェーダーに追従しません。

 ▶ Center Balance/Pan when changing Mono/Stereo：ステレオ・チャンネルを 2
つのモノ・チャンネルに切り替えると、パン・ポットは左と右に振り切られますが、
このオプションを選択すると、双方がセンターに設定されます。

Show Dynamic Meters

 ▶ Compressor/Expander：対応するチャンネルのレベル・メーター上に薄青色の線で
Compressor/Expanderのゲイン・リダクションを表示します。

 ▶ Auto Level：Auto Levelの変動振幅の表示を有効にします。Auto Levelはオーディ
オ信号を増幅および減衰可能なため、設定により負の値（ゲイン・リダクション）や
正の値（0 dBより上、増幅）を表示します。

 ▶ Include Gain setting：ゲイン・ノブで設定された増幅値を表示に含めます。これ
により、ディスプレイが +6 dBまでのため、正の値に達する場合があります。また、
Compressor/Expanderが無効の場合はこのオプションは無効になり、グレイ表示
されます。
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Graphics

 ▶ Use D2D (変更後は再起動が必要 )：初期設定 - オン。グラフィックスで問題が生じ
た場合に、オフにすると互換性があるが CPU負荷が高いグラフィックス・モードに
変更します。

 ▶ Brightness correction（明るさ修正）：モニターや環境に合わせて TotalMix FX画面
の明るさを設定します。

Operation

 ▶ Disable double click fader action：ダブルクリックのフェーダー・アクションを無
効にして、意図しないゲイン変更等の誤動作を防ぎます（タッチパッド等）。

 ▶ Disable mouse wheel operation：マウスホイール操作を無効にして、意図しない
変更を防ぎます。

 ▶ Lock User Interface： 初期設定はオフ。現在のミキサーの状態をフリーズします。
ミキサーに関連するフェーダー、ボタン、ノブを変更できなくします。

 ▶ Enter Password (Windows のみ )： パスワードを追加してロックされたユーザー・
インターフェイスを保護します。

 ▶ Store Setting for All Users (Restart required)：《25.7.1　Store Settings for All 

Users》参照。
 ▶ Save changes regularly (within 1 min)：セッション終了時だけでなく、TotalMix 

FXの使用中 1分毎に現在の状態を laststatexxx.xmlファイルに保存します。

Snapshots and Workspaces

 ▶ Do not load  - Main Volume、 Main/Phones Volumes、Control Room Settings：
スナップショットのロード時に、このメニューで指定した設定が読み込まれなくなり、
現在の設定が維持されます。

 ▶ Load Room EQs with Snapshot（スナップショットのロード時に Room EQをロー
ド）：Room EQをより柔軟に使用できる機能です。初期設定では、Room EQ設定が
ワークスペースでのみ読み込まれます。

Device Handling

 ▶ Always init DSP devices with TotalMix FX settings：常に DSPデバイスを
TotaMix FXで設定された値に初期化し、ユニットをスタンドアローンで使用した後
に表示されるミスマッチ・メッセージを表示させないようにします。ユニットの設定
は失われます。

 ▶ Count MADI Channels per port：TotalMix に表示されるチャンネルが、ポート毎
に 1から 64までの番号が付けられます。
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 ▶ Disable ASIO Direct Monitoring（Windows）：TotalMix FX内でMADIface XT II
の ASIO Direct Monitoring（ADM）を無効にします。

25.7.1　Store Settings for All Users

Current User（現在のユーザー）

TotalMix FXは現在のユーザーのすべての設定、ワークスペース、スナップショットを以
下のディレクトリーに保存するため、複数のユーザーで 1台のコンピューターを使用す
る際にも、各ユーザーの設定を個別に保存できます。

XP：C.\Documents and Settings\Username\Local Settings\Application Data\
TotalMixFX

Vista以降：C.\Users\Username\AppData\Local\TotalMixFX
Mac Current User：user/Library/Application Support/RME TotalMix FX
Mac All Users：/Library/Application Support/RME TotalMix FX

All User（すべてのユーザー）

ユーザー名のディレクトリーの代わりに All Userディレクトリ内に保存された設定
を用いることで、全ユーザー共通の設定を使用することも可能です。管理者権限で
lastMADIfaceXT1.xmlを書込み禁止にすることで、TotalMix FXが再起動されるたびに
各設定が完全にリセットされるように設定できます（xmlファイルは、TotalMixを終了
する際に更新されます。TotalMix FXを一度設定してから通知領域の TotalMixアイコン
を右クリックして TotalMix FXを終了し、その後に lastMADIfaceXT1.xmlを書き込み禁
止に設定してください）。

25.8　Settings (設定 )
Settingsダイアログを開くには、Optionsメニューを使用するか、F3キーを直接タイプ
します。

25.8.1　Mixer Page（ミキサー設定）
Mixer ページでは、ミキサー操作に関連する設定を行います。Talkback のソース選択、
Talkback をオンにした時のDim のレベル調整、保存されたメイン・ボリュームのレベル
調整、External Input（外部入力）のソース選択等を設定可能です。

Talkback

 ▶ Input：トークバック用信号（コントロール・ルームのマイク）の入力チャンネルを選
択します。初期値：None

 ▶ Dim：Phonesにルーティングされる信号のアッテネーション（減衰）の量を dB単位
で設定します。
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Listenback

 ▶ Input：リッスンバック用信号（録音
ルームのマイク）の入力チャンネルを
選択します。初期値：None

 ▶ Dim：Main Outにルーティングされ
る信号のアッテネーション（減衰）の
量を dB単位で設定します。

Main Out

 ▶ Recall：ユーザーによって定義され
るリスニングレベルです。本体で割
り当てた Recallボタン、あるいは
TotalMixでアクティブにできます。

 ▶ Dim：Main Outのアッテネーション 
(減衰 )の量を dB単位で設定します。

 ▶ External Input：Control Roomセク
ションでMain Outのミックス信号を
置き換える際のステレオ入力を選択し
ます。ステレオ信号のボリュームは
Gainスライダーで調整します。

Solo/PFL Mode（PFLモード）

 ▶ Live Mode, PFL replaces Solo：PFLは Pre Fader Listening（プリ・フェーダー・リ
スニング）の略です。この機能は、ライブ環境で TotalMixを操作している際に便利で、
Soloボタンを押すことで各入力の試聴 /モニタリングをすばやく行えます。モニタ
リングは Assignダイアログで Cue信号に設定した出力で行われます。

 ▶ Exclusive Solo/PFL Mode：一度に有効にできる Solo / PFLは 1つだけです。他の
Solo / PFLを有効にすると、以前のものが自動的に無効になります。

 ▶ 2-Row Mode with only Input in first row：ソフトウェア再生チャンネルが、下段
のハードウェア出力の横に移動します。

注意：トークバック信号は、チャンネル設定でトークバックが有効にされているすべての出力
チャンネルに送られます（初期設定は Control Roomセクションの Phones）。リッスンバッ
ク信号は現在のMain Outにのみ送られます。入力ゲインだけでなく、両方の信号ボリュー
ムもチャンネル・フェーダーで調整できます。トークバックやリッスンバックとは異なり、
External Input（外部入力信号）はいつでもルーティング、ミックス、モニタリングが可能です。
外部入力がアクティブの場合、現在のMain Outへのルーティングはチャンネル・フェーダー
の設定とは無関係に行われます。
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25.8.2　MIDI Page（MIDI設定）
MIDIページには、CCコマンドまたは
Mackie Controlプロトコルを使用した最
大 4つのMIDIリモート・コントロールを
行うための 4つの独立した設定があります。

Index（インデックス）

4つのリモート・コントロールの設定画面
から１つを選択します。設定は自動保存さ
れます。In Useのチェック・ボックスでは、
各リモート・コントロールの有効 /無効を
切替えます。

MIDI Remote Control

 ▶ MIDI In：TotalMixがMIDI Remote
のデータを受信する入力を選択します。

 ▶ MIDI Out：TotalMixがMIDI 
Remoteのデータを送信する出力を選
択します。

 ▶ Disable MIDI in background：他の
アプリケーションに移動する（あるい
は TotalMixを最小化する）と同時に
MIDI Remote Controlをオフにします。

Mackie Control Options

 ▶ Enable Protocol Support：無効にした場合、TotalMix FXは《28.5　MIDIコントロー
ル》に記載のコントロール・チェンジ・コマンドのみに反応します。

 ▶ Extender to：現在のリモートをメインのリモートのエクステンダーに設定します。
両方のリモートがひとつのブロックとして表示され、同時にナビゲートします。

 ▶ Map Stereo to 2 Mono Channels：1つのフェーダーにつき１チャンネルにします 
（モノ）。ステレオ・チャンネルを使用する場合は、無効にします。

 ▶ Submix Selection in Input/Playback Row：1列目からサブミックスを選択可能に
します（３列目に変更することなく）。ただし、モノとステレオ・チャンネルを併用す
ると、1列目と 3列目の整合性が通常は損なわれるため、選択が分かりづらくなる
場合があります。

 ▶ Enable full LCD support：8つのチャンネル名と 8つのボリューム /パン値を含む
完全なMackie Control LCD対応を有効にします。
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 ▶ Send User defined Names：ユーザーが定義したチャンネル名をMIDI経由でリモー
ト・デバイスに送信します（デバイスが対応している場合）。

 ▶ Send Level Messages：レベル・メーターのデータ転送を有効にします。Peak Hold
はレベル・メーターのピーク・ホールドを TotalMixの preferencesで設定した値で
有効にします。

注意：MIDI Outが NONEに設定されている場合も、TotalMix FXはMackie Control MIDI
コマンドでコントロールできますが、8チャンネル・ブロックはリモートのターゲットとして
表示されません。

25.8.3　OSC Page（OSC設定）
OSCページにはOpen Sound Control（OSC）を使用して最大 4つのMIDIリモート・コン
トロールを行うための 4つの独立した設定があります。OSCとはネットワーク・ベース
のリモート・プロトコルです。例えばMac/Windowsコンピューター上の TotalMix FX
を Apple社の iPadと TouchOSCまたは Lemur Appを使ってワイヤーレスで制御でき
ます。

Index（インデックス）

4つのリモート・コントロールの設定画面
から１つを選択します。設定は自動保存さ
れます。In Useのチェック・ボックスでは、
各リモート・コントロールの有効 /無効を
切替えます。

TotalMix FX OSC Service

 ▶ IP：TotalMix FXを起動しているコン
ピューターのネットワーク・アドレス
を表示します（ローカル・ホスト）。こ
のアドレスはリモート側で入力する必
要があります。

 ▶ Host Name：ローカル・コンピューター
の名称

 ▶ Port incoming （ポート入力）：リモー
トの「Port outgoing」と一致している
必要があります。典型的な値は 7001
または 8000です。

 ▶ Port outgoing （ボート出力）：リモー
トの「Port incoming」と一致している必要があります。典型的な値は 9001または
9000です。
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Remote Control

 ▶ IP or Host name：リモート・コントロールの IPまたはホスト名を入力します。通常
ホスト名よりも IP番号の方がより良い動作をします。

Options

 ▶ Send Peak Level：ピーク・レベル・メーターのデータ転送を有効にします。Peak 
Holdはレベル・メーターのピーク・ホールドを TotalMixの Preferencesで設定した
値で有効にします。

 ▶ Lock Remote to submix（リモートをサブミックスにロック）：アクティブの場合、
ドロップダウン・リストで選択されたサブミックスのみ現在のリモート・コントロー
ルで変更できます。これにより、マルチリモートのモニタリング環境での混乱を防ぎ
ます。

 ▶ Number of faders per bank（バンク毎のフェーダー数）：8（初期設定）、12、16、
24、48から選択できます。ネットワーク環境が悪い場合、特にワイヤレスでは、フェー
ダー数が多くなるとスムーズに動作しなくなる可能性がある点にご注意ください。

25.8.4　Aux Devices（AUXデバイス）
RME OctaMic XTCは、AD変換（ADAT、
AES/EBU、MADI）と 4 チャンネル
のモニタリング用の DA変換を搭載
する非常に柔軟な高品位 8チャンネ
ルマイク /ライン /インストゥルメン
ト・プリアンプです。MADIface XT II
やその他の RMEインターフェイスは、
OctaMic XTCをユニバーサル・フロン
トエンドとして使用できます。

XTCの最も重要なパラメーター（ゲ
イン、48V、フェーズ、ミュート、
AutoSet）を TotalMix FXの入力チャン
ネルから直接コントロールでき、シン
プルな操作を実現します。この特殊
なリモート・コントロールはあらゆ
るMIDIのフォーマットに対応します
（DIN、USB、MIDI over MADI）。

Device Settings（デバイス設定）

 ▶ Digital Channels：OctaMic XTC
の 8つのアナログ・チャンネルの
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送信先を選択します。MADIface XT IIの場合、これは MADI ポート 1 の 8 チャンネ
ル・ブロックになります。

 ▶ Device：マニュアル製作時点では OctaMic XTCのみが選択可能です。

MIDI Settings（MIDI設定）

 ▶ MIDI In：MIDI入力 - OctaMic XTCとのMIDI接続を選択します。
 ▶ MIDI Out：MIDI出力 - OctaMic XTCとのMIDI接続を選択します。
 ▶ Device ID：初期設定 0。Digital Channelsの設定に関連します。

2台以上の OctaMic XTCを使用する場合はユニットに異なる Device IDを割り当てる必
要があります（設定はOctaMic XTCで行います）。Aux Devicesも各 8チャンネル・ブロッ
クに対して異なるDevice IDを割り当てることができます。Device IDを選択すると自動
で設定が保存されます。現在のアサインメントを確認するには、各 8チャンネル・ブロッ
クを順番に選択します。

上記の設定でOKを押すと、次のスクリーンショッ
トのように表示が変更され、MADIチャンネル
に新しい要素（ファンタム電源、Inst/PAD、ゲ
イン、AutoSet）が表示されます。双方向のコン
トロールが可能で、本体でゲインを調整した場
合は TotalMixチャンネルにミラーリングされ、
TotalMix FXでゲインを変更した場合は本体のゲ
インが変更され、ディスプレイにも表示されます。

リモート・コントロールを正常に動作させるには、
XTCで現在使用しているMIDI I/Oを Controlに設
定する必要があります。詳細はOctaMic XTCのユー
ザーガイドをご参照ください。

25.9　ホットキーと操作
TotalMix FXにはいくつものホットキーやマウス /ホットキーの組み合わせが用意されて
います。これによりシンプルで効率的な操作を実現します。

注意：以下の説明はWindowsについて言及しています。Macの場合、以下のリストのCtrlキー
を Commandキーに置き換えます。 

 ▶ Shiftキーを押しながらフェーダーを動かすと、Matrixのゲインを微調整できます。
Shiftキーを押しながらノブを回すと、設定値が大きく変化します。

 ▶ Shiftキーを押したままフェーダーをクリックすると、そのフェーダーが一時的フェー
ダー・グループに追加されます。
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 ▶ Ctrl (Mac: command)キーを押したままフェーダーのパスをクリックすると、フェー
ダーは「0 dB」へジャンプします。もう一度クリックすると「-∞」にジャンプします。
マウスのダブルクリックと同じ動作です。

 ▶ Ctrl (Mac: command)キーを押したままパン・ノブの 1つをクリックすると、ノブ
はセンター・ポジションにジャンプします。マウスのダブルクリックと同じ動作です。

 ▶ Shiftキーを押したままパンのノブをクリックすると、ノブが完全に左に、Shift - 
Ctrl (Mac: command)で完全に右に設定されます。

 ▶ Ctrl (Mac: command)キーを押しながらいずれかの設定ボタン (slim/normal、
Settings、EQ、Dyamics)をクリックすると、そのチャンネルより右にあるすべての
チャンネル状態を変更できます。例えば、すべてのパネルを開いたり閉じたりできます。

 ▶ ノブ、またはその数値フィールドをマウスでダブルクリックすると、対応する Input 
Valueダイアログが開かれ、任意の値をキーボード入力で設定できます。

 ▶ マウスをパラメータのフィールドから上下にドラッグすると、フィールドの値が増減
します。

 ▶ Ctrl (Mac: command)  - Nをタイプすると、新規 TotalMixウィンドウを開くための
Function Selectダイアログが現れます。

 ▶ Ctrl-W (Mac: command - L) をタイプすると、オペレーション・システムの File 
Openダイアログが現れます。ここから TotalMixのワークスペース・ファイルをロー
ドできます。

 ▶ Wキーをタイプすると、Workspace Quick Selectダイアログが現れます。最大 30
までのワークスペースを直接選択、もしくは保存できます。

 ▶ Mキーをタイプすると、アクティブなウィンドウがミキサー・ビューに切り替わりま
す。Xキーをタイプすると、アクティブなウィンドウがMatrixビューに切り替わり
ます。Ctrl - Mは新たなミキサー・ウィンドウを開きます。Ctrl - Xは新たなMatrix
ウィンドウを開きます。Ctrl - Mまたは Ctrl - Xを再度タイプすると、新規ウィンド
ウが閉じられます。

 ▶ F1（Win）キーでオンライン・ヘルプが表示されます。レベル・メーターの Settingsダ
イアログを開くには F2（Mac：command - , ） （DIGICheckでも同じ）、初期設定の
ダイアログを開くには F3キーをタイプしてください。

 ▶ Alt-F4（Mac ：command - W）をタイプすると現在のウィンドウが閉じられます。
 ▶ Altと 1～ 8の番号キー（テンキーではありません！）をタイプすると、Workspace 

Quick Select機能から対応するWorkspaceがロードされます（ホットキーW）。

25.10　メニュー・オプション
  ■ Deactivate Screensaver：これをアクティブに（チェック）すると、Windowsのス
クリーンセーバーが一時的にオフとなります。
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  ■ Always on Top：これをアクティブに（チェック）すると、Windowsのデスクトップ
で TotalMixウィンドウが常に最前面に表示されます。

注意：この機能は、ヘルプテキストを含むウィンドウに関して問題を生じる場合があります。
TotalMixウィンドウがこれらのウィンドウより前面に留まるため、ヘルプテキストを読むこ
とができません。

  ■ Enable MIDI / OSC Control：TotalMixミキサーに対する外部MIDIコントロールを
アクティブにします。Mackie Protocolモードで現在MIDIコントロールの対象となっ
ているチャンネルは、名称フィールドの色が変更されて表示されます。

  ■ Submix linked to MIDI / OSC control (1-4)：リモートで、もしくは TotalMixで新
たなサブミックスが選択された場合、8チャンネルグループが現在選択中のサブミッ
クス（Hardware Output）に追従します。複数のウィンドウを使用している場合、特
定のウィンドウではこの機能をオフにしておくとよいでしょう。その場合、ビューが
変更されることがなくなります。

  ■ Preferences：レベルメーターとミキサーに関するいくつかの機能を設定するダイア
ログボックスを開きます。《25.7　Preferences（環境設定）》をご参照ください。

  ■ Settings：トークバック、リッスンバック、Main Out、MIDI Remote Controlに関
するいくつかの機能を設定するダイアログ・ボックスを開きます。《25.8　Settings (設
定 )》をご参照ください。

  ■ Channel Layout：視覚的に、またリモートからもチャンネルを隠します。詳細は
《25.5.3　Channel Layout – レイアウト・プリセット》をご参照下さい。

  ■ ARC & Key Commands：Standard、Advanced、Advanced Remote USBのプロ
グラム可能なボタンと、キーボードの F4、F8 キーを設定するダイアログを開きます。

  ■ Reset Mix：ミキサーの状態をリセットするオプションを選択できます。

 ▶ Straight playback with all to Main Out：すべての再生チャンネルは「1:1」対応で
ハードウェア出力にルーティングされます。同時に、すべての再生はMain Outにミッ
クスダウンされます。3列目のフェーダーは変更されません。

 ▶ Straight Playback：すべての再生チャンネルは「1:1」対応でハードウェア出力にルー
ティングされます。3列目のフェーダーは変更されません。

 ▶ Clear all submixes：すべてのサブミックスを削除します。
 ▶ Clear channel effects：EQ、ローカット、Reverb、Echo、Dynamics、ステレオ
幅のすべてをオフにし、それらのノブを初期設定に戻します。

 ▶ Clear channel effects w/o Room EQ：Room EQ以外のチャンネル・エフェクトを
リセットします。
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 ▶ Set output volumes：3列目のすべてのフェーダーは 0 dB、Mainと Speaker Bは
-10 dBに設定されます。

 ▶ Reset channel names：ユーザーによって与えられた名称すべてを削除します。
 ▶ Set all channels mono：すべての TotalMix FXチャンネルがモノ・モードに再設定
されます。

 ▶ Set all channels stereo：すべての TotalMix FXチャンネルがステレオ・モードに再
設定されます。

 ▶ Set inputs mono / outputs stereo (ADM)：ASIOダイレクト・モニタリング互換
に最適なセットアップです。ほとんどの場合、モノ・ハードウェア出力は ADMを中
断します。また、モノラルの入力は互換性がありますが、モノラルではない場合は誤っ
たパンニングが発生する可能性があります。

 ▶ Total Reset：すべての再生チャンネルは「1:1」対応でハードウェア出力にルーティン
グされ、同時にすべての再生はMain Outにミックスダウンされます。他のすべての
機能はオフになります。

 ▶ Total Reset w/o Room EQ：Room EQ以外のすべてのチャンネル設定がリセットさ
れます。

  ■ Operational Mode：TotalMix FXの基本の動作モードを決定します。Full Mode
（初期設定、ミキサー有効、すべてのルーティング・オプション有効）、Digital Audio 

Workstation Mode（ストレート・プレイバック・ルーティング、入力ミックスなし）。《29.

　DAWモード》の章をご参照ください。

  ■ Offline Device Setup：TotalMix FXが対応するすべての機器をオフラインで設定で
きる機能です。この「デモ」モードではワークスペースのロードと保存が可能です。オ
フラインでワークスペースやスナップショットを編集したり、設定を視覚的に確認す
ることができます。
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設定方法：目的の機器を選択して Addボタンをクリックすると、Configured Devicesの
リストに選択した機器が追加されます。OKをクリックして、ダイアログを閉じます。

これで接続されていない機器のミキサーおよびマトリックスを開けるようになりました。
機器の選択は、右上のコントロール・ストリップにあるデバイス選択フィールドから行い
ます。

  ■ Network Remote Settings： TotalMix Remote を用いて TotalMix FX をネットワー
ク経由でコントロールするための設定をします。詳細は《30.　TotalMix Remote》の章
をご参照ください。

  ■ Store current state into device：最大 6 つのセットアップ ( 現在の設定 ) を
MADIface XT II本体のメモリに保存できます。本機能は、再生チャンネルがないスタン
ドアローン・モード操作用に特別に開発されました。 したがって、Windows、Mac、
iOSで使用すると、セットアップが不完全になります。

25.11　Menu Window（メニュー・ウィンドウ）
  ■ Zoom Options 100%, 135%, 200%：モニターのサイズと現在の解像度によって
は、TotalMix FXのコントロールが小さすぎて操作が難しい場合があります。2 Row
モードと一緒にこれらのオプションを使用することで、現存のあらゆるモニターと解
像度に合うさまざまなウィンドウ・サイズを使用できます。

  ■ Hide Control Strip：コントロール・ストリップが表示エリア外に移動することで、
他の要素の表示スペースを確保できます。
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26.　TotalMix：Matrix（マトリックス）

26.1　Matrixの概要
TotalMixのMixerビューは従来のステレオ設計に基づいているため、ミキシングコン
ソールに似た外観と操作性を持っています。一方Matrixビューは、シングルチャンネル
またはモノラル設計に基づいたチャンネル・アサインやルーティング方法を提供します。
MADIface XT IIのMatrixビューは従来のパッチベイのような外観と操作性を備え、同ク
ラスの他社製ハードウェアやソフトウェア・ソリューションを遥かに超える機能を提供し
ます。大抵のパッチベイは入力と出力をまったく同じレベルでしか接続できませんが（1:1
または 0 dB：機械的なパッチベイの場合）、TotalMixはクロスポイントごとのゲイン値
を自由に決めることができます。

Matrixと TotalMixは同じ処理を違う方法で表示しています。そのため 2つのビューは
常に完全に同期しています。片方のビューでの変更は即座に別のビューでも同じように反
映されます。

26.2　Matrixビューの構成
Matrixの外観は、主にMADIface XT IIの構成に基づいて作られています。

 ▶ 横軸の項目：全ハードウェア出力 (Hardware 
Outputs)

 ▶ 縦軸の項目：全ハードウェア入力 (Hardware 
Inputs)。下には全再生チャンネル（Software 
Playback）

 ▶ 緑色 0.0 dB項目：標準的な 1：1ルーティン
グ

 ▶ 濃い灰色の値の入った項目：現在のゲイン値
を dB表示

 ▶ 青色の項目：ルーティングがミュートされている
 ▶ 赤色の項目：位相 180度（反転）
 ▶ 濃い灰色の項目：ルーティングなし

ウィンドウサイズを縮小しても、全体の外観を維持するためにラベルはフローティングし
ます。スクロールしても見えなくなることはありません。ラベルを右クリックすると、コン
テキスト・メニューが表示され、ミキサー・ビューと同一のオプションが表示されます：
入力チャンネルおよびサブミックスのコピー / ミラー / ペースト / クリア。
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26.3　操作
Matrixの操作は非常に単純です。マウスの位置に応じて外側のラベルがオレンジ色に点
灯するため、現在のクロスポイントを素早く確認できます。

 ▶ 入力 1を出力 1にルーティングする場合、マウスで In 1 / Out 1 のクロスポイント (交
差項目 ) をCtrl+クリックします。２つの緑色の 0.0dBフィールドが現れ、再びクリッ
クすると消えます。

 ▶ ゲインを変更するには、ゲイン項目内からマウスを上下にドラッグします（フェーダー
ポジションを変更するのと同じです。同時にMixerビューの表示をご覧ください）。
項目内の値が動きに応じて変更されます。Mixerビューで現在変更されているルー
ティングが見えている場合は、対応するフェーダーが同時に動きます。

 ▶ 右側にはコントロール・ストリップがあります。Mixerビューのコントロール・スト
リップにあるビュー・オプションや一時フェーダー・グループのボタンはありません。
Mono ModeボタンはMatrixビュー上のすべての操作を 1チャンネル単位、または
2チャンネル単位で行うかを設定します。

Matrixは常にMixerビューの代わりになるわけではありませんが、ルーティング能力を
大きく強化します。またさらに重要なのは、すべての有効なルーティングの概観を素早く
把握できる優れた方法だと言う点です。ユーザーは一目で何が起きているか知ることがで
きます。そしてMatrixはモノラル動作するため、特定のルーティングを特定のゲインに
簡単に設定できます。

操作に関するその他の情報

 ▶ クロスポイントをダブルクリックすると、0.0 dBとミュートが交互に切り替わります。
 ▶ Ctrlキーを押しながらウインドウ周囲の任意のチャンネル・ラベルをクリックまたは
ダブルクリックすると、クロスポイントの水平または垂直方向に含まれるすべての
チャンネルのミュートがオン /オフに切り替わります。

 ▶  Shiftキーを押しながらウインドウ周囲の任意のチャンネル・ラベルをクリックまた
はダブルクリックすると、クロスポイントの水平または垂直方向に含まれるすべての
チャンネルの位相反転をオン /オフできます。
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27.　その他の便利な使用方法

27.1　ASIOダイレクト・モニタリング（Windows）
ADM（ASIOダイレクト・モニタリング）をサポートするプログラム（Samplitude、
Sequoia、Cubase、Nuendo など）は、TotalMixにコントロールコマンドを送信しま
す。そして、TotalMixはこれを直接表示します：ASIOホストでフェーダーを動かすと、
TotalMixにおいて対応するフェーダーも動きます。TotalMixは、ADMのゲインとパン
の変更をすべてリアルタイムに反映します。

しかし、フェーダーが動くのは現在アクティブなルーティング（選択されたサブミックス）
が ASIOホストのルーティングに対応している場合に限られます。一方、Matrixではす
べての可能なルーティングを一つのビューに表示するため、あらゆる変更が表示されます。

27.2　サブミックスをコピーする
TotalMixでは、サブミックスをそのまま別の出力にコピーできます。例えば、複雑なサ
ブミックスに少しだけ手を加えたものが別の出力で必要な場合に、サブミックス全体をそ
の出力へコピーできます。元のサブミックス出力（つまりハードウェア出力）をマウスで
右クリックし、コンテキストメニューから Copy Submixを選択します。次にコピー先の
サブミックス出力を右クリックしてコンテキストメニューから Paste Submixを選択しま
す。これでサブミックスを微調整する準備は完了です。

27.3　出力信号のダブリング（ミラー）
1つのミックスを 2つ以上の異なるハードウェア出力から送信したい場合、シンプルに
そのミックスを他の出力にミラーリングできます。元の出力を右クリックすると、Copy 
/ Mirror <名前 >のオプションが表示されます。次に新しい出力を右クリックし、Mirror 
of Output <名前 >を選択すると、サブミックス全体がペーストされ、以降の変化にも自
動で同期します。これで出力は同じ信号を送信するようになりますが、メインのボリュー
ム (フェーダー )、と EQ設定は完全に独立したままになります。

27.4　サブミックスを削除する
簡単に素早く複雑なルーティングを削除したい場合は、ミキサービューで対応する出力
チャンネルを右クリックで選択し、メニューの Clear Submixを選択します。TotalMix 
FXは無制限アンドゥに対応するので、削除の処理も問題なく取り消せます。
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27.5　どこでもコピー &ペースト
上記の 3つのヒントは、TotalMix FXミキサー・ビューのすべてのチャンネルで使用でき
る右クリック・コンテキスト・メニューにある機能を使用しています。これらのメニュー
はマトリックスでも使用できますが、直接チャンネル・ラベル上でのみ使用できます。各
機能項目はクリックされた位置によって変化します。入力チャンネルでは、クリア、入力
のコピー、入力ミックスのペースト、FXのペーストが行えます。再生チャンネルでは、再生
ミックスのコピー、ペースト、クリアが使用できます。出力チャンネルでは、現在のサブミッ
クスのコピーとミラー機能、FX設定のコピー機能が使用できます。

これらのオプションは、不可能に思えるタスクをあっという間に実行する、非常に高度で
強力なツールです。かといって、失敗を恐れる必要はありません。アンドゥ・ボタンをクリッ
クするだけで、操作をやり直すことができます。

27.6　サブミックスを録音する（ループバック）
TotalMixは、ハードウェア出力から録音アプリケーションへの内部のループバック機能
を備えています。入力信号の代わりに、ハードウェア出力の信号がオーディオ・アプリケー
ションに送信されます。これにより、外部のループバック・ケーブルを使用せずに完全な
サブミックスを録音することができます。また、オーディオ・アプリケーションの再生音
を別のアプリケーションで録音することも可能です。

本機能は、ハードウェア出力の Settingsパネルにある Loopbackボタンで有効にします。
ループバックモードでは、ループバックされているチャンネルに対応するハードウェア入
力チャンネルはオーディオ・アプリケーションには送られません。しかし、TotalMixへ
は送られています。そのため TotalMixはこの入力信号を任意のハードウェア出力へ送る
ことができます。サブミックス録音を使用すれば、この入力を異なるチャンネルで録音す
ることも可能です。

このように、TotalMixは 99のステレオハードウェア出力をそれぞれ録音アプリケー
ションにルーティング可能で、同時にハードウェア入力も使用可能な極めて柔軟なソ
リューションを提供します。

ミキサー内でフィードバックは起こらないため、オーディオ・アプリケーションがモニタ
リング・モードに切り替えられた場合以外は、ループバックで問題となりがちなフィード
バックは発生しません。
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上図のブロック・ダイアグラムは、ループバック・モードでどのようにソフトウェアの入
力信号が再生され、ハードウェア出力からソフトウェアの入力へ送られるかを示していま
す。

またブロック・ダイアグラムは、ループバックモードでどのようにソフトウェアの入力信
号が再生され、ハードウェア出力からソフトウェアの入力へ送られるかを示しています。

更に、ブロックダイアログが示す通り、ループバックが有効な場合はハードウェア出力の
EQが録音パスに含まれます。ループバックが有効な場合、入力の EQはモニタリングパ
スのみに含まれ、録音パスに含まれません。これは EQ+D for Record機能が有効な場合
でも同様です。

注意：Phones出力は相当する入力を持たないため、ループバックは使用できません。

オーディオ・アプリケーションの再生を録音する

オーディオ・アプリケーションの出力を別のアプリケーションで録音する場合、次の問題
が発生します：録音アプリケーションは再生アプリケーションと同じ再生チャンネル（既
に使用中）を使用しようとする。または録音アプリケーションで使用したい入力チャンネ
ルを再生アプリケーションが先に占有してしまう。

この問題は簡単に解決できます。まずは適切なマルチクライアント操作のルールを守って
いるか確認してください（両方のアプリケーションが同じ録音 /再生チャンネルを使用し
ない）。次に、再生信号をTotalMix経由で録音するアプリケーションの範囲内のハードウェ
ア出力へルーティングし、録音するためにループバックを有効にします。
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複数の入力信号を 1つの録音チャンネルにミックスする

1トラックに複数のソースを録音できると便利です。例えば楽器の生音やアンプを 2本
のマイクで録音する場合。TotalMixのループバック機能があれば外部のアナログ・ミキ
サーは必要ありません。まず 2つの入力信号を同じ出力（下段）にルーティングし、この
出力をループバックモードで録音チャンネルに設定します。このように複数のソースの入
力チャンネルを、1つのトラックへ録音することができます。

27.7　MS プロセッシング
ミッドサイド (mid/side)は、片方のチャンネルに中央の信号、もう一方のチャンネルに
側面の信号から構成される特殊なマイキングテクニックです。この音声情報は簡単にステ
レオ信号に変換することができます。変換するにはまずミッド（中央）信号とサイド（側面）
共に左右両方に送り、右チャンネルのサイド信号の位相を反転（180度）させます。ミッ
ドチャンネルは L+Rと位置付けられることに対し、サイドチャンネルは L-Rとなります。

録音中のモニタリングは ” 通常 ” のステレオで行う必要があります。従って、TotalMix
はM/Sデコーダーの機能も備えます。ハードウェア入力 (Hardware Inputs)と再生チャン
ネル (Software Playback)の SettingsパネルにあるMS Procボタンで有効にします。

M/S-Processingはソースの信号形式に合わせ自動的にM/Sエンコーダーまたはデコー
ダーとして機能します。普通のステレオ信号を処理する場合、モノ情報は左チャンネルへ、
ステレオ情報は右チャンネルへ分離されます。ステレオ信号はこうしてM/Sにエンコー
ドされます。エンコードすると近年の音楽のモノ /ステレオの傾向が見えてくるでしょう。
またエンコードされたサイドチャンネルに容易にローカット、エクスパンダー、コンプレッ
サー、ディレイなどの処理を施せるため、様々な面白い効果を得ることができるでしょう。

一番基本的な応用はステレオの幅をコントロールすることです。サイドチャンネルのレベ
ルを調整することにより音像の幅を広げたり、狭めたりできます。

27.8　プログラム起動オプション（Windowsのみ）
Windows版 TotalMix FXは、コマンド ･ラインからの起動にも対応します。コマンド名
に続けてワークスペース ･ファイル名を指定することで、任意のワークスペースを読み込
むことができます。例：TotalMixFX.exe path\startworkspace.tmws）パラメーター「/
nc」を用いると確認ダイアログを非表示にできるため、読み込みを自動化することができ
ます。
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28.　TotalMix MIDI リモート・コントロール

28.1　概要
TotalMixはMIDI経由で遠隔操作が可能です。汎用性の高いMackie Controlプロトコ
ルに互換しますので、この規格をサポートしているすべてのコントローラー（例：Mackie 
Control Uni-versal、Tascam US-2400、 Behringer BCF2000）で TotalMixをコントロー
ルできます。

さらに、Control RoomセクションでMain Outとして設定されているステレオ出力の
フェーダー（下段）はMIDIチャンネル 1のMIDIコントロール・チェンジ＞ボリュー
ムコマンドを受信することができます。これによりほぼすべてのMIDI搭載機器から
MADIface XT IIのメインボリュームがコントロールできます。

MIDI Remote Controlは常に View Submixモードで動作します。TotalMix FXで View 
Optionの Freeが選択されている場合でも同様です。

28.2　マッピング
TotalMixはMackie Controlの下記のサーフェイス部に対応しています *：

要素 : TotalMix上の意味 :
チャンネルフェーダー （1-8） ボリューム
マスターフェーダー Main Outチャンネルのフェーダー
V-Pot （1-8） パン
V-Potを押す パン =センター

CHANNEL LEFT、REWIND 左へ 1チャンネル移動
CHANNEL RIGHT、FAST FORWARD 右へ 1チャンネル移動
BANK LEFT、ARROW LEFT 左へ 8チャンネル移動
BANK RIGHT、ARROW RIGHT 右へ 8チャンネル移動
ARROW UP、Assignable1/PAGE+ 1段上へ移動
ARROW DOWN、Assignable2/PAGE- 1段下へ移動

EQ マスターミュート
PLUGINS/INSERT マスターソロ
STOP Main Outをディム
PLAY トークバック
PAN Mono Main Out
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要素 : TotalMix上の意味 :

FLIP Speaker B
DYN/INSTRUMENT トリムゲイン
MUTE Ch. 1 - 8 ミュート
SOLO Ch. 1 - 8 ソロ
SELECT Ch. 1 - 8 選択
REC Ch. 1 - 8 出力バスを選択（サブミックス）
RECORD リコール

F1 - F8 スナップショット 1～ 8をロード
F9 Main Outを選択
F10 - F12 Cue Phone 1～ 3を選択

※ Behringer BCF2000（ファームウェア v1.07）を Steinbergモード（Mackie Controlエミュレー
ション）で、macOS環境ではMackie Controlでテストしています。

28.3　設定
• Settingsダイアログを開きます（Options メニューまたは F3キー）。MIDIタブにて、
コントローラーが接続されているMIDI InputとMIDI Outputポートを選択します。

• MIDIの受信が必要ない場合、MIDI Outputは NONE を選びます。
• Options メニューで Enable MIDI Controlにチェックがついていることをご確認くだ
さい。

28.4　操作
Mackie MIDIでコントロールされるチャンネルは名称フィールドが黒色から茶色へ変わ
ります。

フェーダー・ブロック（8フェーダー）は 1チャンネルまたは 8チャンネルごとに、水平、
垂直に移動できます。

フェーダーを選択してグループ化することもできます。

Submixビュー・モードでは現在のルーティング先（出力バス）を REC Ch. 1-8経由で選択
可能です。この動作は Submixビューで下段のチャンネルをクリックして異なる出力を選
択するのと同じです。MIDIコントロールではこの選択を行う際に下段まで移動する必要
はありません。このようにMIDI経由ではルーティングの変更も簡単に行えるようになり
ます。

  ■ Full LC Display Support：この Preferences（F3）オプションを有効にすると 8チャン
ネル分の名称、ボリューム、パン値をMackie Controlの LCDに表示します。Full LC 
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Display Supportが無効の場合、1本目のフェーダーに関する簡単な情報（チャンネル
と段）のみ送られます。この情報は Behringer BCF2000の LEDディスプレイでも表
示できます。

  ■ Disable MIDI in Background（Options、Settingsメニュー）：別のオーディオ・ア
プリケーションが手前にある場合、もしくはTotalMixが最小化された場合にMIDIコン
トロールを無効にします。TotalMixが手前に表示されアクティブな場合を除き、コン
トローラーはメインの DAWアプリケーションのみコントロールします。同様に DAW
アプリケーションでもバックグラウンドでのMIDIコントロールを無効に設定できる
ことがあります。この場合MIDIコントロールは TotalMixとアプリケーション間でア
クティブなほうに自動的に切り替わります。

TotalMixはMackie Controlの 9本目のフェーダー (Master) もサポートしています。こ
のフェーダーは Control RoomセクションでMain Out出力に設定されたフェーダー（下
段）をコントロールします。

  ■ Extender support（Settings > MIDIタブ）：エクステンダー・ミキシング卓やその他
のMackie互換リモート機器を追加することができます。メイン・リモートを 2番に
設定し、エクステンダーを 1番に設定すると、エクステンダーが左側に配置されます。
この機能を使用すると、複数のリモート機器が 1つのフェーダー・ブロックとして表
示され、1台のリモート機器として操作できます。

28.5　MIDIコントロール
Main Outに指定したハードウェア出力は、MIDIチャンネル 1経由で、標準のコントロー
ル・チェンジ・ボリューム・コマンドを受信することができます。これにより、ほぼすべ
てのMIDI搭載機器からMADIface XT IIのメインボリュームがコントロールできます。

フェーダーやパンをすべてMIDIコントロールする必要の無い場合でも、いくつかのボ
タンをハードウェアでコントロールできると役立ちます。特に TalkbackやDimボタン、
モニタリング・オプション Cue（ヘッドフォン・サブミックスの視聴）などでは便利です。
幸いにもこれらのボタンはMackieControl互換のコントローラーでなくても制御できま
す。これらはMIDIチャンネル 1のノートオン /オフ・コマンドで制御可能です。

対応ノート（hex / decimal / keys）

Dim：5D / 93 / A 6
Mono：2A / 42 / #F 2
Talkback：5E / 94 / #A 6
Recall：5F / 95 / B 6　
Speaker B：32 / 50 / D 3
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Cue Main Out：3E / 62 / D 4
Cue Phones 1：3F / 63 / #D 4
Cue Phones 2：40 / 64 / E 4
Cue Phones 3：41 / 65 / F 4
Cue Phones 4：42 / 66 / #F 4

Snapshot 1：36 / 54 / #F 3
Snapshot 2：37 / 55 / G 3
Snapshot 3：38 / 56 / #G 3
Snapshot 4：39 / 57 / A 3
Snapshot 5：3A / 58 / #A 3
Snapshot 6：3B / 59 / B 3
Snapshot 7：3C / 60 / C 4
Snapshot 8：3D / 61 / #C 4

Trim Gains：2D / 45 / A 2
Master Mute：2C / 44 / #G 2
Master Solo：2B / 43 / G 2

注意：Settings > Mackie Control OptionsにてMackieプロトコル機能を有効にすると、上
記のMIDIノート・コマンドが無効になります（各ノートがMackieプロトコルに含まれるため）

さらに、TotalMixの全 3列のすべてのフェーダーを、シンプルなコントロール・チェンジ・
コマンドによってコントロールできます。コントロール・チェンジのコマンドのフォーマッ
トを次にに記します：

Bx yy zz
x = MIDI チャンネル
yy = コントロール・ナンバー
zz = 値

TotalMixの一番上の列はMIDIチャンネル 1～ 4、中央の列はチャンネル 5～ 8、一番
下の列はチャンネル 9～ 12に割り当てられています。 

コントローラー・ナンバーは 16個使用されます：102～ 117（= hex 66～ 75） 

これらの 16のコントローラー（= フェーダー）と各列の 4つのMIDIチャンネルを用い
ることで、1列あたり最大 64のフェーダーをコントロール可能です。 
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MIDIストリング *の送信例

- 入力 1を 0 dBに設定するには：B0 66 68
- 入力 17を最大減衰値に設定するには： B1 66 0
- 再生 1を最大値に設定するには：B4 66 7F
- 出力 16を 0 dBに設定するには：B8 75 68 

注意：MIDIストリングスを送信するには、プログラミング理論を使用する必要があり、チャン
ネル 1が「0」から始まり、チャンネル 16が「15」で終わります。

その他の機能

- Trim Gainsオン：BC 66 xx（BC = MIDIチャンネル 13、xx = 任意の値）
- Trim Gainsオフ：BC 66 xxまたはサブミックスを選択

3つ目の列のサブミックス（フェーダー）を選択

- チャンネル 1/2：BC 68/69 xx 
- チャンネル 3/4：BC 6A/6B xx
Etc.

入力ゲインのコントロール

入力ゲインは CC9でコントロールし、値の範囲はゲインと同様に 60までとなります。
制御するチャンネル（1～ 16。MADIface XT IIの場合は 1/2のみ）はMIDIチャンネル
で定義しますこれを行うには、Optionsメニューの Enable MIDI Controlを有効にします。

リバーブとエコーのユーザー・プリセットはMIDI CC経由で変更できます。B2 0C nnが
リバーブのプリセット 1～ 16、B3 0C nnがエコーのプリセット 1～ 16です。

28.6　スタンドアローンでのMIDIコントロール
MADIface XT IIは、コンピューターを経由せずMIDIで直接コントロール可能です。
stand-alone MIDI control modeは、本体のメニュー・オプション Options > Hardware/
Diagnosis > Standalone MIDIで有効にします。

注意：必要のないときには、スタンドアローンMIDIオペレーションは無効に設定してください。
有効の場合には、電源をオンにするとMIDIノートに反応し、またMIDIノートを送信してし
まいます。

コントロールはMackie Controlプロトコルと、いくつかの標準MIDI機能で行います（下
記参照）。TotalMixのいくつかの機能はハードウェアではなくソフトウェアのルーティン
であるため、スタンドアローン・モードでは機能しないものがあります。Talkback、DIM、
Mono、Solo、相対位置を保ったフェーダーのグルーピング、Monitor Main、Monitor 
Phoneなどは複雑なソフトウェアのコードで構成されていますので、スタンドアローン
のMIDIコントロールオペレーションでは使用することができません。
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とはいえ、MADIface XT IIをコントロールするための重要な機能の多くはハードウェア
で実装されているため、スタンドアローン・モードでもMIDI制御可能です。

• 1列目、3列目のすべてのフェーダーおよびパン
• チャンネル毎の入力信号のミュート
•  Selectによるグループ化
•  ルーティング先の選択（現状の submixなど）
•  MIDIコントローラーへ LEDおよび表示データの送信

2番目の列（Software Playback：ソフトウェア再生チャンネル）は省略されています。
行や列でのシンプルなナビゲーションができるように、表示データは簡潔な情報として送
信されます。その他のパンや諸々のステータス LEDもサポートされています。

スタンドアローン・モードでは本機は常に View Submixモードで動作します。これによ
りルーティング先の変更、およびミックスダウン /サブミックスをすばやく簡単にセッ
トアップすることができます。Store current State into Deviceで現在の TotalMixの状
態をMADIface XT IIに転送した場合、現在選択されたサブミックス出力は、スタンドア
ローンMIDIリモート操作時のハードウェアに事前に設定されます。

Mackie Control Protocol

TotalMixはMackie Controlの下記のサーフェイス部に対応しています *：

※ Behringer BCF2000（ファームウェア v1.07）をMackie Controlエミュレーション（Steinberg
モード）でテストしています。

要素 : MADIface XT II上の意味 :
チャンネルフェーダー （1-8） ボリューム
V-Pot （1-8） パン
V-Potを押す パン =センター

CHANNEL LEFT、REWIND 左へ 1チャンネル移動
CHANNEL RIGHT、FAST FORWARD 右へ 1チャンネル移動
BANK LEFT、ARROW LEFT 左へ 8チャンネル移動
BANK RIGHT、ARROW RIGHT 右へ 8チャンネル移動
ARROW UP、Assignable1/PAGE+ 1段上へ移動
ARROW DOWN、Assignable2/PAGE- 1段下へ移動

STOP Main Outをディム

EQ マスターミュート
MUTE Ch. 1 - 8 ミュート
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要素 : MADIface XT II上の意味 :

SELECT Ch. 1 - 8 選択
REC Ch. 1 - 8 出力バス選択（現在のサブミックス）

F1 – F6 Setup 1 – 6 をロード

更にMIDIチャンネル 1のシンプルなMIDIノートで以下の機能を利用できます：

Dim：5D / 93 / A 6

Setup 1：36 / 54 / #F 3
Setup 2：37 / 55 / G 3
Setup 3：38 / 56 / #G 3
Setup 4：39 / 57 / A 3
Setup 5：3A / 58 / #A 3
Setup 6：3B / 59 / B 3

デバイスに保存されたセットアップ (Setup)を読込むことによって、MADIface XT IIの
設定を素早く変更できます。これにより、ボタン一つでいつでも希望するセットアップに
設定できます。

28.7　ループバックの検知
Mackie Controlプロトコルはコマンドの送信に対してコントローラーへのフィードバッ
クを必要とします。そのため TotalMixでは通常MIDI入力とMIDI出力両方を設定します。
残念ながら、配線や設定のどんな小さなエラーも、完全にコンピューター（CPU）を停止
させてしまうMIDIフィードバック・ループを引き起こす可能性を持っています。

TotalMixはコンピューターがフリーズするのを防ぐために、0.5秒おきにMIDI出力か
ら特別なMIDIノートを送信します。MIDI入力でこのMIDIノートが検知されるとMIDI
機能は直ちに無効にされます。この場合は、MIDIループバック修正後に、Options の
Enable MIDI Controlにチェックを入れ、TotalMixのMIDI機能を再度有効にしてください。
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28.8　OSC（Open Sound Control）リモート・コントロール
TotalMix FXは、シンプルなMIDIノート、Mackie Protocol、コントロール・チェンジ・
コマンド以外にも Open Sound Control（OSC）でコントロールできます。設定や使用方
法については《25.8.3　OSC Page（OSC設定）》をご参照下さい。

OSCインプリメンテーション・チャートは RMEのウェブサイトからダウンロードでき
ます：
https://www.rme-audio.de/downloads/osc_table_totalmix_new.zip

RMEは iOS用 Appの TouchOSC（by hexler）のための無料の iPadテンプレートを用意
しています：
https://www.rme-audio.de/downloads/tosc_tm_ipad_template.zip

また、RMEフォーラム（英語）では更に OSCに関する詳細な情報やテンプレート
（iPhone）、ユーザー・フィードバック等をご覧いただけます。
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29.　DAWモード
DAWだけで作業し、TotalMix FXでは追加のルーティングを行いたくないユーザーにとっ
ては、TotalMix FXが確実に現在の DAWのルーティングを変更しない方法が必要です。
これは Reset Mixでも行えますが、このようなユーザーにとっては、入力チャンネルのハー
ドウェア・モニタリングが無く、単純な 1対 1のルーティングを保障する、極めてシン
プルなインターフェイスのハードウェア・コントロール（ゲイン、ファンタム電源、イン
ストゥルメント設定等）を提供する画面の方が使い勝手が良いでしょう。

このため、TotalMixは代わりの動作モードを搭載します。いわゆるDAWモードと言うモー
ドで TotalMixを起動できます。モニタリングやルーティングを DAW内で行うユーザー
のためにインターフェイスが単純化されています。DAWモードでは TotalMix FXが簡易
バージョンで再起動され、プレイバックの列が無く 2列のみで、入力の列にミキシング・
フェーダーがありません。また、ルーティングは 1対 1のみです。ハードウェア設定（機
種に依存）とハードウェア出力レベルのみがコントロールできます。

現在のモードを変更するには、メニューのOptionsから、Operational Modeを選択し
ます。次の選択肢があります：Full Mode（初期設定、ミキサー有効、すべてのルーティン
グ・オプション有効）、Digital Audio Workstation Mode（1対 1ルーティング、入力ミッ
クス無効）。

DAWモードの TotalMix FXでも、以下の便利な機能は利用できます：

 ▶ トークバック、外部入力
 ▶ Phonesの定義と Talkback使用時の扱い
 ▶ スピーカー A / B

 ▶ すべての FX（EQ、ダイナミックス、エコー、リバーブ）
 ▶ ミュートとソロ
 ▶ キュー / PFL
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30.　TotalMix Remote

TotalMix Remoteは、RMEオーディオ・インターフェイスのハードウェア・ミキサーお
よびエフェクトをリモート・コントロールするためのソフトウェアです。TotalMix FXバー
ジョン 1.50以降に対応します。ホスト・アプリケーションの現在のステータスを、iPad
やWindows/Macでミラーリングできます。すべてのルーティング設定、FX設定から
レベル・メーターに至るまで、ミキサー全体の状態をリアルタイムに確認することがで
きます。また、それぞれ異なるインターフェイスが接続された最大 3台の TotalMix FX
をホストとして同時に扱うことができ、ミキサーや FX設定を離れた場所にある iPadや
Windows/Macからイーサネットまたは無線 LAN経由でコントロール可能です。

サポートされているハードウェア

TotalMix Remoteは、TotalMix FXバージョン 1.50以上でリモート操作をご使用いた
だけます。TotalMix FXは、すべての RME製ハードウェアを自動的に認識します。

クイック・スタート

ホスト側（オーディオ・インターフェイスが接続されたコンピューター）で TotalMix 
FXのメニューOptions > Network Remote Settings を選択します。Enable TotalMix 
Remote Serverにチェックを入れます。Windows環境ではファイアーウォールの警告
メッセージが表示されますので、ネットワークのアクセスを許可してください。このダイ
アログにはホストの IPアドレス（192.168.1.45など）が表示されます。

ホスト側およびリモート側のコンピューターがそれぞれ同一ネットワークに接続している
ことをご確認ください。リモート操作を行うコンピューターまたは iPad（ホスト側では
ありません！）で TotalMix Remoteを起動します。iPadの場合は、画面右上の歯車アイ
コンをタップし、Host Connection Settingsタブを開きます。Windows/Macの場合は、
自動的にダイアログが表示されます。Search Connected Hostsダイアログから開くこと
もできます。ホスト側の IPアドレス（192.168.1.45など）をHost Connection 1 の入
力フィールドに記入し、activeスイッチをオンにします。初期設定ではポートが 7009
に設定されています。必要の無い場合、この値は変更しないでください。ポートが塞がっ
ていると、警告メッセージが表示されます。その場合は別のポート番号を設定してくださ
い。 Windows環境ではファイアーウォールの警告メッセージが表示されますので、ネッ
トワークのアクセスを許可してください。拒否した場合、TotalMix Remoteは使用でき
ません。

Doneをタップ（iPad）するか、OKをクリック（Windows/Mac）します。数秒後、ミキサー
画面のステータスが offlineから connectedに変化します。

Add ボタンを押すと、詳細
設定が行えるユーザー管理
画面が表示されます。パス
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ワードの有無や閲覧のみ、サブミックス変更のみ、制限無しなど、各ユーザーにアクセス
権限を設定することができます。たとえば TotalMix FX をバンド・メンバーのモニター・
コントローラーとして使用する場合、ベーシストがギターリストのモニター・ミックスを
誤って変更してしまったり、ドラマーが自分のモニター・レベルを大きくし過ぎることを
防止できます。

使い方のヒント

リモートのチャンネル・レイアウトを同期する設定 Sync Channel Layouts（Settings > 
Options > Preference）は、初期設定でオンに設定されています。レイアウト・プリセッ
トと現在のチャンネル・レイアウト設定をホストからリモートに転送する機能です。GUI
設定を簡単に統一することができます（チャンネル幅を除く）。個別の GUIでリモートを
使用したい場合は、この設定をオフにすることで個別のレイアウト・プリセットを使用可
能です。

制限

• Mixer Viewと GUI：リモートを起動すると、コンピューター /iPadはモノラル /ス
テレオ・チャンネルを含むホストの完璧なルーティングおよび FX設定を瞬時に取得
します。しかし Settings/EQ/ダイナミクスや FXのパネル開閉情報、2列 /3列モー
ド、チャンネル幅などのGUI設定は取得しません。チャンネル幅の状態はワークスペー
スとして各スナップショットをリモート側のコンピューターに記録できます。ホスト
とリモートを全く同じ外観にしたい場合は、ホスト側でワークスペースを読み込んだ
後、リモート側で手動で読み込む必要があります。

• ワークスペース TotalMix Remoteのクイック・ワークスペース（Windows/Macの
ホットキー：W）機能を使うと、ホストに保存されたワークスペースをリモート側で
表示できます。ただし、すべての情報を含むワークスペース・ファイルをリモートか
ら、またはリモート側に保存することはできません。ホスト側と独立したレイアウト
を可能にするため、ローカルに保存されたワークスペースには GUI情報（チャンネル
幅、チャンネル・レイアウト、ウィンドウ・サイズ /位置）およびその他のローカル
設定のみが含まれます。

• リアルタイム表示：ネットワークのオーバーロードや無線 LANの帯域不足が原因と
なり、TotalMix Remoteがリアルタイムに動作しないことがあります。この場合レ
ベル・メーターやフェーダーがスムーズに動かなくなります。

• iPadのバックグラウンド処理：TotalMix Remoteはバックグラウンド状態で処理を
行いませんが、TotalMix Remoteが選択されると即座にホストとの接続が再開され
ます。

• 接続状態：iPadは画面右上、Windows/Macはタイトル・バーに現在の接続状態が
表示されます。
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ダウンロード

Remote Windows / Mac

https://rme-audio.jp/download/

iPad

App Storeで「TotalMix Remote」を検索してください。TotalMix Remoteは無料アプ
リです。
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31.　一般
MADIface XT IIは 3つのモードで動作します：

・ ドライバー・ベースの USB 2/3
・ スタンドアローン・モード
・ CCモード（クラス・コンプライアント・モード）

CCモードはWindowsやmacOS、Linuxにネイティブに標準サポートされる規格で、
専用ドライバーが必要なく、CCのファームウェアがロードされるとデバイスが直接認識
されます。当然ながら OSのネイティブ機能である CCモードは、RMEのドライバー・セッ
トと比較した場合、例えば TotalMix やエフェクトの設定等が使用できないなど様々な制
約があります。iPad（iOS）では、TotalMix FX for iPadアプリを使うことでMADIface 
XT IIをフル・コントロールできます。

CCモードの有効 /無効は、MADIface XT IIがコンピューター（Mac、Windows）に接続
されていない状態で、MADIface XT II本体で直接設定します：SETUP / REV > Options > 
Hardware / Diagnosis / Interface Mode > CC。

RMEはWindowsとmacOSの双方に最適化された成熟した専用デバイス・ドライバー
を提供しており、デバイスの全機能を超低レイテンシーで実現しているため、Windows
やMacで CCモードを使用することはあまり意味をなしません。クラス・コンプライ
アント・モードにより、Linuxでドライバー不要で使用可能になるほか、Apple iPad®で
MADIface XT IIを優れたハードウェア・フロントエンドとして使用可能になります。これ
こそが CCモードが搭載された真の目的です。

MADIface XT IIを使う事で、iPadにプロ・レベルのアナログ I/Oを追加できます。EQ、
ダイナミックス、AutoSet（自動ゲイン調整機能）搭載の卓越したマイク・プリアンプ、プ
ロフェッショナルなライン出力、ハイ・インピーダンス・ヘッドフォンでも優れた音質を
発揮するハイパワー・ヘッドフォン出力、さらには、ゲイン調整、AES / MADI入出力、
リバーブ、エコー、ゼロ・レイテンシー・モニタリング、これらを USB経由のデジタルで、
品質に制限なく、最大 96 kHz / 24 bitで提供します。もちろん Sysex対応のMIDI入出
力（2系統）にも対応します。

MADIface XT IIは USB 2 クラス・コンプライアントだけでなく、USB 3.0にも対応して
おり、USB-C経由で iPad Proに接続することもできます。理論上は、196入力チャン
ネルと 198出力チャンネルをすべて利用可能ですが、現在ほとんどのアプリは 24チャン
ネル以上をサポートしていません。
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32.　動作環境
・ CCモードで起動したMADIface XT II
・ iOS 6以上の Apple iPad
・ iOS 7以上の iPhone
・ Apple iPad Camera Connection Kit（Docまたは Lightning to USBタイプ）
・ iPad Pro：USB-B to USB-Cケーブル（USB 2または USB 3）

33.　操作
初期設定の Interface Mode > Autoの場合、iPadや iPhoneを接続してもMADIface XT 
IIは自動的に CCモードに切り替わりません。その代わりに USB 2モードに切り替わり、
iPhone / iPad上にはサポートしないデバイスが接続された旨警告が表示されます。CC
モードは常に手動で切替える必要があります。

CCモードの切替え

1. USB ケーブルをMADIface XT IIから取り外します。
2. SETUP / REVを押します。
3. ディスプレイにOptionsが表示されるまでエンコーダー 1を回します。
4. ディスプレイにHardware / Diagnosisが表示されるまでエンコーダー 2を回します。
5. エンコーダー 2を数回押して、Interface Modeを選択します。
6. エンコーダー 2を回して、CC Modeに切替えます。
7. MADIface XT IIが再起動され、すべての LEDが点灯した後、CCモードに切り替わ
ります。

CC Routingオプションは再生信号の様々なルーティング・モードを提供します。詳細は
《36.　オーディオ・ルーティングとオーディオ処理》をご参照ください。

MADIface XT IIと iPadを接続

1. MADIface XT IIと Lightning to USB アダプターを USB ケーブルで接続します。
2. iPadを起動し、アダプターを接続します。
3. 正常に接続されると、MADIface XT IIは CCモードに入り、本体ディスプレイの

USBフィールドに CCの文字が表示されます。
4. オーディオ信号は自動的にMADIface XT IIのMADIチャンネル 1/2から出力されま
す。CC Routingで Aux All 1/2が有効の場合、アナログ出力 1/2とヘッドフォン出
力からも信号が出力されます。

MIDIと Core MIDIに対応するアプリでは、MADIface XT IIのMIDI入出力を選択できる
ようになります。
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33.1　便利なヒント
・ 本体が CCモードでない状態で iPadを接続すると、

MADIface XT IIは互換性のない USBデバイスと
認識され、「デバイスを使用できません – 接続さ
れている USBデバイスには対応していません」の
メッセージが表示されます。

・ 音が出ない：出力ゲイン設定が間違っている可能性があります。《36.　オーディオ・ルー
ティングとオーディオ処理》をご参照ください。USB動作時は iPhone / iPadのボリュー
ム・コントロールは無効な点にご注意ください。

・ 本体が Hostモードにならない場合：アダプターを取り外して、再度接続してください。
2016 年以降、Apple は他にも Lightning to USB 3 Camera Adapterと言う USB / 
Lightningアダプターを提供しています。これには電源用の追加の Lightningポートが
もう 1つ備えられており、MADIface XT IIと使用中でも iPhone / iPadを充電できます。

USB-Cソケットを備えた iPad Proは、通常の USBホストとして動作します。したがって、
アダプターは不要で、対応するケーブル（USB-Cから USB-B）のみが必要です。電源入力
を備える USBハブもお使いいただけます。

33.2　WindowsとmacOS 環境下での CCモード
Windows

MADIface XT IIの USB 2 CCモード（70チャンネル再生）は、現時点でWindows 11
に対応していません。MADIface XTの USB 3 CCモードは、現在Windowsに対応して
いません。
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macOS

macOSでは、MADIface XT IIを CCモードで使用できます。ただし Settingsダイアロ
グと TotalMix FXが使用できないため、MADIface XT IIの真価を発揮できません。利用
可能な CC モードは、Audio MIDI設定にて確認できます。

USB 3 で は、Audio MIDI 設
定のオーディオ・ウィンドウに
て、3通りのモード（54チャン
ネル、102 チャンネル、198
チャンネルに対応し、それぞれ
対応するサンプル・レートを選
択できます（右図）。

右図は、USB 2で使用可能な
モードです。22、38、70チャン
ネルに対応し、それぞれ対応す
るサンプル・レートを選択でき
ます。

iOS/iPadOS

各 CCモードは iPad接続時にも機能しますが、使用するサンプル・レートやチャンネル
数はアプリ側でのみ設定できます。iOSや iPadOSから自由に割り当てることはできま
せん。ほとんどの iPad用 DAWは 24チャンネルに制限されているものの、Cubasisで
は USB 3で 96 kHzまで対応し、USB 2でも 22チャンネルまでのチャンネル数を使用
できます（上図参照）。Neutronなどの音楽再生アプリは、MADIface XT IIのすべてのサン
プル・レートに対応し、USB 3.0で 198チャンネルを認識します。Neutron は、44.1 
kHzから 192 kHzまでのサンプル・レートが混在するプレイリストを、オリジナルのサン
プル・レートでそのままチャンネル 1/2から再生可能です。
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34.　対応する入出力
macOSでは、利用可能なすべてのモードを選択できます。設定は Audio MIDI設定で行
います。

iPadに接続するとモノラルのアプリではアナログmic/line入力 1、ステレオのアプリ
では入力 1と 2（デュアル・モノおよびステレオの両方）、そしてMultiTrack DAW や
Music Studio 等の 8チャンネル対応アプリでは 8入力が利用できます。Garage Band
は全入力に対応しますが、同時に 2チャンネルの録音のみが可能です。Auriaと Cubasis
は全 24入力を同時録音できます。

再生はリアにあるアナログ出力 1/2を使用し、アプリが対応する場合は、さらに多くの
チャンネルで再生できます。MADIface XT IIは、再生チャンネルMADI 1/2 の信号をア
ナログ出力および AES出力にコピーすることもできます。柔軟なモニタリング環境を構
築可能です（CC Routing - Aux all 1/2）。現在のルーティングはレベル・メーター画面で
簡単に確認できます。すべての出力は、ボリューム、EQ、ダイナミックス、FXリターン
を個別に処理できます。

MADIface XT IIの設定は TotalMix FX for iPadを用いるのが理想ですが、Setupを読み
込むことで設定を行うことも可能です。Setupはコンピューター（Windows、Mac）上
で TotalMix FXを操作してMADIface XT II本体に書き込みます。Setupはクロック・モー
ド（マスターまたは AutoSync）と現在のサンプル・レートも制御します。RMEの iPadア
プリを使用している時は、すべてのルーティングをアプリで制御するため、ルーティング
の Phonesは自動的に無効化されます。

クロックについて

適切なデジタル信号が入力されている場合、MADIface XT IIは外部サンプル・レートに同
期します（これにより iPadも同期）。サンプル・レートが誤っている場合にはオーディオ・
ノイズが生じます。AES、MADI信号が入力されていない場合、MADIface XT IIはマスター・
モードとなり、macOSや iOS（で使用中のアプリ）で設定したサンプル・レートで動作します。

MIDIについて

MIDI入出力は Sysexメッセージを送受信しますが、すべてのアプリがこれをサポートす
るわけではありません。Midi Tool Boxを使用するとMADIface XT IIが正しく動作して
いることを確認することができます。

35.　フロント・パネルでの操作
フロント・パネルの操作は、WindowsやmacOS上、またはスタンドアローン時の操作
と同じです。入力ゲイン、再生レベル、ルーティング /モニタリング、エコー、リバーブ、
EQ、ダイナミックス、サンプル・レート、出力状況（AES/MADI）等、すべての機能への
アクセスがディスプレイ上に表示され、素早く設定が行えます。
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36.　オーディオ・ルーティングとオーディオ処理
クラス・コンプライアント・モード時の操作は、通常の TotalMix FXの操作と類似してい
ますが、以下の 2点が大きく異なります。

・ TotalMix FXのソフトウェア再生チャンネル（中段）が無く、再生チャンネルの個別
のルーティングまたはミキシングは行えません *。これらの再生チャンネルは、すべ
て出力チャンネルに直結させるか（CC Routing - Straight）、またはMADI 1/2チャン
ネルの信号を Analog、AES、Phonesにコピーしヘッドフォン出力を使用するか（CC 
Routing - Aux all 1/2）のいずれかの方法で常に接続されます。

どちらのモードもいつでも有効にすることができ、再生ルーティングにのみ影響を与える
ため、Setupで読み込んだミキサーの状態には影響しません。現在のルーティングはレベ
ル・メーター画面で簡単に確認できます。

・ 入力チャンネルで掛けた EQ /ダイナミミックスは常に有効で、掛け録りとして扱わ
れます。

Windows/Mac上の TotalMix FXを用いて最大 6つの Setupメモリーに設定を保存する
ことで、CCモード用の設定を事前に行うことができます。詳細は《37.　Setup（6通りのセッ
トアップを保存）》の章をご参照ください。

入力信号は TotalMix FXで有効な設定、EQ、ダイナミックスの全機能を経由して
iPhone / iPadへ送られます。WindowsやMacでの使用時と同様に入力フェーダーは特
定の出力へのダイレクト・モニタリングを制御します。エコー /リバーブの FXセンド・コン
トロールも有効です。

通常の TotalMix FXの動作と同様に、Stereo Width、MS Proc、Phase L/Rは録音パ
スにはなく、モニター・パスにあります。これは仕様で固定されているため変更でき
ません。

iPhone / iPadの出力信号は TotalMix FXのハードウェア出力の設定、EQ、ダイナミッ
クスを経由します。３列目のフェーダーは出力レベルを設定します。

Control Room Sectionの設定は無効です。Phones出力の設定は出力チャンネル
Phonesのみで行います。

両モードともいつでも有効にでき、再生チャンネルのルーティングにのみ影響するため、
Setupでロードされたミキサーの状態には影響を与えません。また、現在のルーティン
グはレベル・メーター・ディスプレイで簡単に確認することができます。

オプションの CCルーティング・モード（SETUP/REV > Options > Hardware/Diagnosis）
は、TotalMix FXを使用せずに CCモードを使う場合に便利です。
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  ■ Straight：すべての USB再生チャンネルが、対応するハードウェア出力に 1対 1でルー
ティングされます。

  ■ Aux mirror：Aux チ ャ ン ネ ル の Analog 1/2（193/194）、AES（195/196）、
Phones（197/198）から、MADI チャンネル 1～ 6 の信号を出力します。

  ■ Aux all 1/2：MADI再生チャンネル 1/2が、すべての Auxチャンネルでも再生され
ます。これにより、最初の 2チャンネルでシンプルなステレオ再生を行う場合でも、
AES、XLRライン、ヘッドフォン出力を使用することができます。

37.　Setup（6通りのセットアップを保存）
TotalMix FXは現在の設定をデバイス本体に転送できます（Options / Store Current 
State into Device）。6つのメモリー・スロット（Setup）が利用可能です。

使用例：

・ 入力：オーディオ処理なし、ゲイン設定：+30 dB、ファンタム電源：オン。出力：オー
ディオ処理なし、1/2出力フェーダー：0 dB、9/10フェーダー：- 20 dB。クロック・
モード・マスター。これらを Setup 1に保存。

・ 入力：コンプレッサー有効、factory preset Mix Limiter（デジタル・オーバーロー
ド保護）、ゲイン設定：+30 dB、ファンタム電源：オフ。1/2出力：EQ（factory 
preset Modern Bass Treble）。9/10出力：EQ（factory preset Cheap Phones 
Compensation）。1/2フェーダーを：0 dB、9/10フェーダー： -20 dB。クロック・
モード： AutoSync。これらを Setup 2に保存。

SETUP / REV、Setupsメニューでこれらの Setup1と 2の完全に異なる設定をいつでも
切替えることができます。さらに、リバーブやエコーを有効にしたり、一時的に入力信号
をモニタリングすることもできます。オプションの Advanced Remote USBコントロー
ラーを使用すれば、ボタンで 1～ 6の Setupを直接読込めるため、非常に便利です。
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38.　技術仕様

38.1　アナログ
AD、マイク /ライン 1/2

• 入力：XLR、電子バランス
• 入力インピーダンス@1 kHz：3.3 kΩ
•  SN比 (SNR)：116 dB（AES17）、118.5 dBA
•  周波数特性@ 44.1 kHz、-0.1 dB：5 Hz～ 20.8 kHz
•  周波数特性@ 96 kHz、-0.5 dB：3 Hz – 45.2 kHz
•  周波数特性@ 192 kHz、-1 dB：2 Hz - 89 kHz
•  フィルター：Short Delay Sharp、5 / 5 / 6 サンプルの遅延
•  THD：< -110 dB、< 0.00032 %
•  THD+N：< -104 dB、< 0.00063 %
•  チャンネル ･セパレーション：> 110 dB
• ゲイン・レンジ：75 dB
• 最大入力レベル、Gain 0 dB：+18 dBu
• 最大入力レベル、Gain 75 dB：-57 dBu
• CLIP LED：0 dBFS
• SIG LED：-60 dBFS

AD、TRS

下記を除きマイク /ライン 1-2と同一：

• 入力：6.3 mm TRSジャック、バランス
• 入力インピーダンス：6.6 kΩバランス、3.3 kΩアンバランス
• TRS最大入力レベル、Gain 0 dB：+24 dBu
• TRS最大入力レベル、Gain 60 dB：-51 dBu

DA、ライン出力 1/2

• ダイナミック・レンジ（DR）：113.5 dB（AES17）, 116 dBA
• 周波数特性@ 44.1 kHz、-0.1 dB：0 Hz～ 20.2 kHz
•  周波数特性@ 96 kHz、-0.5 dB：0 Hz～ 44.7 kHz
•  周波数特性@ 192 kHz、-1 dB：0 Hz～ 78 kHz
• フィルター：Short Delay Sharp、6 サンプル遅延
• THD+N @ -1 dBFS：-105 dB, < 0.0005 %
•  チャンネル ･セパレーション：> 110 dB
• 出力：XLRバランス
• 出力レベル切替：+24 dBu、+19 dBu、+13 dBu、+4 dBu
• 出力インピーダンス：150Ω
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DA、Phones3/4

下記を除き DAライン出力と同一：
• 出力：6.3 mm TRS端子、アンバランス
• 最大出力レベル＠ 0 dBFS、High：+19 dBu
• 最大出力レベル＠ 0 dBFS、Low：+4 dBu
• 出力インピーダンス：1Ω
• チャンネル毎の最大出力レベル@32Ω負荷、0.1% THD： 210 mW（2.6 Vrms、

+10.5 dBu）

38.2　デジタル入力
MADI

• コアキシャル（BNC）75Ω、AES10-1991準拠
• 高感度入力ステージ （< 0.2 Vpp）
• オプティカル：FDDIデュプレックス SCコネクター
• 62.5/125と 50/125に対応
• 56チャンネルおよび 64チャンネル・モード、さらに 96kフレームに対応
• スタンダード：最大 64チャンネル、24 bit / 48 kHz
• S/MUX：最大 32チャンネル、24 bit / 96 kHz
• S/MUX4： 最大 16チャンネル、24 bit / 192 kHz
• ロック範囲：25 kHz ～ 54 kHz
• ジッター抑制：> 50 dB（> 315 Hz）

AES/EBU

• XLR x 1、トランスバランス、ガルバニック絶縁、AES3-1992に準拠
• 高感度入力ステージ (< 0.35 Vpp)
• SPDIF互換 (IEC 60958)
• Consumer及び Professionalフォーマットを受信可
• 同期帯域： 27 kHz ～ 200 kHz
• ジッター抑制：> 50 dB（> 315 Hz）

ワード・クロック
• BNC端子、ターミネーション無し（4 kΩ）
• 75Ω内部ターミネーション機能
• ダブル /クワッド・スピード自動検知、シングル・スピードへの内部変換
• SteadyClockによる低ジッター同期を保証、バリスピード時を含む
• ネットワークの DCオフセットの影響を排除
• Signal Adaptation Circuit：自動信号センタリングとヒステリシスによる信号の再
生成

• 過剰電圧保護
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• レベル範囲：1.2 Vss～ 5.6 Vpp
• 同期帯域：28 kHz～ 200 kHz
• ジッター抑制：> 50 dB（> 315 Hz）

38.3　デジタル出力
MADI

• コアキシャル（BNC）75Ω、AES10-1991準拠
• 出力レベル：450 mVpp
• ケーブル長（コアキシャル）：100 mまで対応可
• オプティカル： FDDIデュプレックス SCコネクター
• 62.5/125 と 50/125 に対応
• ケーブル長（オプティカル）：2000 mまで対応可
• 56チャンネルおよび 64チャンネル・モード、さらに 96kフレームに対応
• スタンダード：最大 64チャンネル、24 bit / 48 kHz
• S/MUX / 96kフレーム：最大 32チャンネル、24 bit / 96 kHz
• S/MUX4：最大 16チャンネル、24 bit / 192 kHz

AES/EBU

• XLR、トランスバランス、ガルバニック絶縁、AES3-1992に準拠
• 出力レベル：Professional 4.0 Vpp
• Professionalフォーマット：AES3-1992 Amendment 4に準拠
• 出力レベル：Consumer 2.0 Vpp
• Consumer (SPDIF)フォーマット IEC 60958に準拠
• Single Wireモード、サンプル・レート 28 kHzから最大 200 kHzまで

ワード・クロック

• BNC端子
• 最大出力電圧： 5.0 Vpp
• 出力電圧＠ 75Ωターミネーション：4.0 Vpp
• 出力インピーダンス：22Ω
• 周波数レンジ： 28 kHz ～ 200 kHz

38.4　デジタル
• クロック：内部クロック、MADI入力、ワード・クロック入力、AES入力
• 外部クロックのジッター抑制：> 50 dB（> 315 Hz）
•  AD/DAコンバート時のクロックジッターの影響：ほぼゼロ
•  100 ns 以上のジッターでも PLL によりドロップアウトゼロを保証
• サンプル・レート：28 kHzから最大 200 kHzまで
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38.5　MIDI
• ブレークアウト・ケーブル経由のMIDI I/O x 1
• MADI経由のMIDI I/O x 3
• 独立した 128バイト FIFO入出力
• 割り込み要求の負荷を軽減するハードウェアによるMIDI処理
• チャンネル 56（最大 48k）のユーザー・ビットを使用し不可視送信
• チャンネル 28（最大 96k）のユーザー・ビットを使用し不可視送信

38.6　一般
• 電源：外部電源アダプター
• 平均消費電力：9 W
• 12 Vでの動作電流、アイドル時：750 mA （9 W）
• 寸法（ラック耳含）（WxHxD）：265 x 44 x 159 mm  (10.5" x 1.73" x 6.26")
• 寸法（ラック耳無）（WxHxD）：215 x 44 x 130 mm (8.5" x 1.73" x 5.1")
• 重量：1.03 kg ( 2.2 lbs)
• 動作温度：摂氏 +5° ～ +50°
• 相対湿度：< 75%、結露なきこと
• 付属電源アダプター：内蔵スイッチング PSU、AC100～ 240V、2 A、24 W
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39.　技術的背景

39.1　MADIの基本
MADIとはMultichannel Audio Digital Interfaceの略で、1989年いくつかのメー
カーの希望によりすでに現在の AES3標準の拡張規格として規格化されていました。こ
のフォーマットは AES/EBU、バランス・バイフェーズ信号とも呼ばれ、2チャンネルに
制限されています。つまり、MADIはシリアル配列の（順に並んだ）28の AES/EBU信
号からなり、サンプル・レートのバリピッチは +/-12.5%です。データ・レートの上限は
100 Mbit/sです。

ほとんどの場合正確なサンプル周波数が使用されるため、2001年に 64チャンネル・モー
ドが正式に導入されました。最大サンプル・レートは 48 kHz（+約 1%）で、最大データ・
レート 100 Mbit/sを越えることなく 96 kHzで 32チャンネルに対応しています。ポー
トの有効データ・レートは追加コーディングにより 125 Mbit/sにアップされました。

これ以前のデバイスは、56チャンネル・フォーマットでのみ読み込みおよび信号を生成
します。これ以降のデバイスは、64チャンネル・フォーマットで動作することがほとん
どですが、オーディオ・チャンネル数は 56未満となることもあります。残りのチャン
ネルはミキサー設定などのコントロール・コマンドにより使用されます。RMEのMADI
シリーズ機器は、16のMIDIチャンネルの個別伝送とMADI信号 100％互換を提供し、
より優れたMADI方法を提案しています。

MADI信号の伝送には、ネットワーク技術で知られる実績ある方法が採用されています。
75Ω BNC端子のアンバランス（コアキシャル）ケーブルは安価で入手しやすくなってい
ます。オプティカル・インターフェイスには完全流電分離という利点があるのですが、多
くのユーザーにとってこれは謎でしかありません。プロ仕様のネットワーク技術を駆使し
た超大型キャビネットを使用した経験のあるユーザーは少数だからです。そこで、「MADI
オプティカル」について少し説明しましょう。

• 使用されるケーブルは、コンピューター・ネットワーク技術で標準となっています。
そのため高価ではありませんが、残念ながらコンピューター関連の販売店によって
は取り扱いがない場合もあります。

• ケーブルの内部ファイバーの直径は 50または 62.5 µmで、125 µmのコーティン
グがなされています。これらは 62.5/125または 50/125ネットワーク・ケーブル
と呼ばれ、ほとんどの場合、前者には青、後者にはオレンジの配色がなされていま
す。ほとんどの場合明確に表記されていませんが、これらはガラス繊維ケーブルです。
プラスチック繊維ケーブル（POF、プラスチック・オプティカル・ファイバー）はこの
ような小さな直径で製造することは不可能です。

• 使用されるプラグも、SCと呼ばれる業界標準です。STコネクターと混同しないでく
ださい。STは BNCコネクターと似ており回して取り付けます。かつて用いられた
端子（MIC/R）は必要以上に大きく現在ではもう使われません。
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• ケーブルは二重型（デュプレックス：２本のケーブルが一つにまとめられている）も
しくは一重型（シンプレックス：１本のケーブル）です。MADIface XT IIオプティカ
ル・モジュールは両タイプ対応です。

• 伝送は最大ケーブル長約 2 kmまで可能なマルチモード・ファイバーを使用していま
す。シングル・モードではより長い距離で使用可能ですが、こちらは完全に異なるファ
イバー（8 µm）を使用します。またオプティカル信号は使用する光の波長（1300 
nm）のため人間の目には見えません。

39.2　Lockと SyncCheck
デジタル信号はキャリアとデータで構成されています。入力信号から正確なオーディオ・
データを読み取るためには、レシーバーがキャリアのクロックと同期していなければいけ
ません。そのために、レシーバーでは PLL（Phase Locked Loop）が使用されます。レシー
バーは、入力信号から有効なサンプル・レートを受信できるとすぐに Lock（ロック）され
ます。このとき、わずかな周波数の変動があってもロックし続けます。PLLがレシーバー
の周波数をトラッキングしているからです。

MADIface XT IIにMADI信号が入力されると、MADIface XT Settings ダイアログに
LOCKが表示され、有効な入力信号であることを示します。SyncCheckは、すべてのクロッ
クの状態に対して、有効（Lock / No Lock）か同期（Sync）しているかを示します。

しかし、Lockは必ずしも正しい同期のための基準クロックにできるわけではありません。
例：MADIface XT IIが内部クロックで 44.1 kHzに設定されているとき（クロック・モー
ドが Internal）、デジタル・ミキサーのMADI出力をMADIface XT IIのMADI入力に接
続したとします。すぐに LOCK表示が点灯しますが、実際はデジタル・ミキサーもクロッ
ク周波数を内部生成しているため（同じくクロック・モードがマスター）、MADIface XT 
IIとデジタル・ミキサーのサンプル・レートに僅かなずれが生じます。結果、データの読
み取りに失敗し、クリック・ノイズやドロップアウトを起こします。

また、複数の入力を使用している場合も Lock は十分とは限りません。上述の問題は、
MADIface XT IIをマスターから AutoSyncに設定することによって解決されます（基準
クロックはデジタル・ミキサーが供給するクロックになります）。しかし、MADIface XT 
IIがワード・クロックに同期している場合、この信号も非同期となり得るため、サンプル・
レートのわずかな差異によってクリックやドロップアウトが発生します。

MADIface XT IIはこれらの問題をデバイス上で表示するために SyncCheckを備えていま
す。これは同期に使用されるすべてのクロックをチェックします。互いに同期していない
場合、ステータス表示に LOCKが表示されます。両者が同期している場合（つまり完全に
一致）、ステータス表示は SYNCに切り替わります。上の例では、ミキサー卓を接続した
直後に、SyncCheckに SYNCではなく LOCKが表示されていることがすぐに確認できます。
ワード・クロックによる外部同期の場合は、Word ClockとMADIの両方の項目が SYNC
を表示する必要があります。
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このように SyncCheckによってすべてのデジタル機器の正確な設定を素早く把握するこ
とが可能です。これによりデジタル中心のスタジオで最も困難でエラーの生じやすい課題
の一つが、簡単に扱えるようになるのです。

39.3　レイテンシーとモニタリング
ゼロ・レイテンシー・モニタリング（Zero Latency Monitoring）は 1998年に RMEが
DIGI96シリーズではじめて採用しました。これはコンピューターへの入力信号を直接出
力へパススルーさせる機能です。以来そのアイデアは現在のハードディスク・レコーディン
グの最も重要な機能の 1つになりました。2000年には 2つの画期的な Tech Info「低レ
イテンシーの背景」「モニタリング、ZLM、ASIO、バッファー・サイズとジッター」を提
唱し、これらは今日でも最新の技術としてその有用性を保ち続けています。Tech Infoは
RMEウェブサイト（英語）で参照することができます。 

ゼロは本当に数値上ゼロですか？

技術的観点から真のゼロはありえません。通常のアナログパスでさえ入力と出力の間の
ディレイと等しいともとれる位相エラーがあるのです。しかしある値以下の遅延は実質的
にゼロであると言っても良いでしょう。アナログ信号のルーティングやミキシング、そ
して弊社の意見では RMEの Zero Latency Monitoringはこれに当てはまるものと考え
ます。レイテンシーとはインターフェイスの入力から出力までのデジタル・オーディオ・
データの経路を指します。MADIface XT IIのデジタル・レシーバーは、バッファーなし
では動作しません。レシーバーが信号を受信してから TotalMixとトランスミッターを経
由して信号が出力されるまでに、約 3サンプルの遅延が生じます。これは 44.1 kHzで
約 68 µs（0.000068s）、192 kHzで 15 µsに相当します。

オーバーサンプリング

デジタルインターフェイスでの遅延はすべて無視することができる一方、アナログ入出力
では大きなディレイが発生します。最新のコンバーターチップは、多くの問題を含むアナ
ログフィルターを可聴周波数レンジから極力遠ざけるために、基本のサンプル・レートに
64または 128倍のオーバーサンプリングを行い、デジタルフィルターをかけます。こ
れにより約 1msのレイテンシーが発生します。よって再生音を DAと ADに通し（ルー
プバック）再録音した場合、新しく録音されたトラックでは約 2 msのオフセットが生じ
ます。

低いレイテンシー！

MADIface XT IIに搭載される AD/DAコンバーターには最新のデジタル・フィルターが
使用されており、遅延は僅か数サンプルです。変換による遅延は、AD変換で 5サンプル、
DA変換で 6サンプルに抑えられ、旧機種の 4分の 1もの低遅延を実現しています。
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コンバーターによる正確な遅延値は、以下の通りです。

サンプル・レート（kHz） 44.1 48 88.2 96 176.4 192

AD (5 x 1/fs) ms 0.11 0.104
AD (5 x 1/fs) ms 0.057 0.052
AD (6 x 1/fs) ms 0.034 0.031
DA (6 x 1/fs) ms 0.136 0.125 0.068 0.063 0.034 0.031

バッファー・サイズ（レイテンシー）

Windows：Settingsダイアログ内のBuffer Size [Latency]オプションで、オーディオ・デー
タが ASIOとWDMで使用するバッファー・サイズを設定します（《7.　MADIface XT IIの
設定》、《9.　ASIO環境での操作》参照）

macOS：バッファー・サイズは各オーディオ・アプリケーション内で設定します。いくつ
かのアプリケーションではユーザーによる設定が行えないものもあります。例：iTunes
では 512サンプルに固定されています。

一般：44.1 kHzで 64サンプルに設定すると録音 /再生でそれぞれ約 1.5msのレイテン
シーが発生します。しかしデジタル入出力のループバックテストを実行してもレイテン
シー /オフセットを検出することができません。その理由はオーディオ・アプリケーション
が自身のバッファー・サイズを把握していて、録音されたデータをレイテンシーの分だけ
自動補正するからです。

ASIOとmacOSでの AD/DAオフセット：ASIO（Windows）と Core Audio（macOS）
は AD/DA変換や下に記述されている「セーフティーバッファー」などのディレイをオフ
セット値で補正します。アプリケーションは録音データをオフセット分再配置するのでア
ナログのループバック計測を行ってもオフセットを生じません。

デジタル・インターフェースであるMADIface XT IIは、外部の AD/DAコンバーターや
その他のデジタル・インターフェースが原因となる遅延に対応するため、ドライバーにデ
ジタル・オフセット（+3 / +6 / +12サンプル）を備えます。そのため外部コンバーター
による遅延は、録音ソフトウェアで対処しなければならず、これは通常、ユーザーが特定
のオフセット値を手動で入力しなければならないことを意味します。

セーフティーバッファー

再生側に追加される小さなセーフティーバッファーは非常に効率的な効果を発揮しま
す。そのため、すべての RMEインターフェイスに搭載されています。MADIface XT II
はWindows /Macいずれも 32サンプルの固定バッファーが必要で、これは現在のバッ
ファー・サイズに追加されます。主な有利点は高い CPU負荷時も低いレイテンシーを使
用できることです。さらに固定バッファーはレイテンシーのジッターには追加されないた
め、タイミング感は大変優れています。
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Core Audioのセーフティー・オフセット

macOSではすべてのオーディオ・インターフェイスが、録音と再生でいわゆる「セーフ
ティー・オフセット」を使用します。でなければ Core Audioはクリックノイズ無しで動
作しません。MADIface XT IIは Safety Offset（セーフティ・オフセット）を 24サンプ
ル（Short設定時は 12サンプル）使用します。このオフセット値はシステムに通達され、
アプリケーションはバッファー・サイズ、ハードウェア・レイテンシー、セーフティー・
オフセット、セーフティー・バッファーを合計して現在のサンプリング・レートに対する
レイテンシーを割り出し表示することができます。

39.4　USBオーディオ
USBオーディオは、PCIベースのオーディオ・インターフェイスとはさまざまな部分で異
なります。高速な USB 3により、ストリーム（アイソクロナス）データ転送につきものの
問題を回避することができます。RME独自の USB 3技術により、PCI Expressとほぼ同
等のパフォーマンスを実現します。ただし、構成するすべての部品が問題なく動作するこ
とが条件です。現在のところ、USB 3の評判は芳しくありません。多くのレイアウト、ケー
ブル、コネクターの設計が良くなく、最大スループットが下がるためです。問題として挙
げられる代表的な不具合には、デバイスが検出されない、データ伝送後にデバイスがクラッ
シュする、伝送エラー、ホスト・コントローラーのリセット（USB 3標準で必須）後数秒
間のドロップ・アウトが生じるなどです。

そのため、USB 3動作では、コンピューターやケーブルが USB 3に対応している明示さ
れているからといって、安定性と高パフォーマンスを確証できるわけではありません。実
際のパフォーマンスは、USB 3ポートとケーブル・ベースごとに検証する必要があります。

この手間を簡素化し、すばやく問題を示すため、RMEはMADIface XT IIハードウェアに
エラー検出および分析拡張機能を追加しました。この機能は、USB 2および 3による伝
送中のエラーを検出し、Settingsダイアログに表示します。またMADIface XT IIは、ドロッ
プアウトが発生した場合も録音や再生を継続し、サンプル位置をリアルタイムに修正する
特別な機能を備えています。

ここに表示されるエラーには可聴クリック・
ノイズを生じないものや録音 /再生を停止し
ないものもありますが、「エラーはゼロでな
ければならない」のが原則です。エラーが検
出されたら、別の USB 3ポートを使用し、USB 3ケーブルを交換してください。USB 3
延長ケーブルは絶対に使用しないでください。

MADIface XT II USB 3互換情報

 ▶ Intel USB 3に完全互換（最新のWindowsとMacコンピューターのチップセット
の一部）。内部ケーブルで接続された（マザーボードに直接ハンダ付けされていない）
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USB 3端子は、転送エラーが生じる可能性があります。これらのエラーはドライバー
の Settingsダイアログに表示されます。

 ▶ AMD USB 3に完全互換。内部ケーブルで接続された（マザーボードに直接ハンダ付
けされていない）USB 3端子は、転送エラーが生じる可能性があります。これらのエ
ラーはドライバーの Settingsダイアログに表示されます。

 ▶ NEC / Renesas USB 3に互換。実際のパフォーマンスやエラーなしでの動作につい
ては、ファームウェア・バージョンやドライバー・バージョン、また使用される拡張カー
ドやマザーボードの PCBレイアウトに依存します。

 ▶ Fresco USB 3チップに完全互換。

 ▶ ASMedia - 互換性なし 

 ▶ Etron EJ168A - 互換性なし
 ▶ Texas TUSB7340 - 互換性なし
 ▶ Via VL800/805 - 互換性なし

MADIface XT IIはデータを録音する際、2つの伝送モードに対応します。初期設定の
Bulk Mode（バルク・モード）は、USB 3オーディオの信頼性を大幅に向上させ、ケーブ
リングの問題や USB 3チップなどの配置による悪影響を補うことができます。標準の規
格は Isochronous Streaming（アイソクロナス・ストリーミング）で、実作業での信頼性
が低く（エラーが生じます）、一般的な USB 3チップも正しくサポートされていません。尚、
バルク・モード使用時に、連続するオーディオ・ストリーミングに必要な厳密なタイミン
グに対応しきれないケースが極稀にあります。その場合にMADIface XT IIを動作させる
には、アイソクロナス・モードを使用します（ただし、その場合もクリック・ノイズやド
ロップアウトは生じ易くなります）。バージョン 160以降のファームウェアでは、このモー
ドを Settingsダイアログで有効にでき、参考のために使用可能です。

MADIface XT IIは USB 2.0にも対応しています。最新コンピューターを使用すれば、バッ
ファー・サイズが低くても良好なパフォーマンスとクリック・ノイズのない動作が可能で
す。しかし、古いコンピューターでは、ステレオ再生だけでも CPU負荷が 30％以上に
なる場合もあります。

USB 2で最高のパフォーマンスを得るには、MADIface XT IIを単独のバスに接続するこ
とです。ほとんどの USB 2.0インターフェイスはダブルバス設計であるため、これはそ
れほど難しいことではありません。デバイスマネージャーで次の方法で確認できます：

 ▶ MADIface XT IIを USB 2ポートに接続します。
 ▶ デバイスマネージャーを起動し、表示方法を「デバイス（接続別）」に設定します。
 ▶ ACPI x86-based PC > Microsoft ACPI-Compliant System > PCI busの順に開きます。
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通常ここでは、USB2 Enhanced Host Controllerの項目が 2つ表示されます。USBルー
トハブが表示され、そこにMADIface XT IIを含むすべての USBデバイスが接続されてい
ます。MADIface XT IIの USB接続を取り外し、別のポートに再接続することで、2つの
コントローラーのうちどちらにMADIface XT IIが接続されているかを、画面で確認する
ことができます。複数のデバイスの場合も、同じコントローラーを使用していないかどう
かを確認できます。

この情報から外付け USBハードドライブがMADIface XT IIとは異なるバス（コントロー
ラー）に接続されているかどうかを確認することもできます（MADIface XT IIのデータ伝
送を妨害することはありません）。

また、USB 3がどこでどのような組み合わせで使用されているかを確認できます。実際
に多くの最新のマザーボードは Intelチップセットの他に追加のチップを搭載して USB 3
ポートを追加していますが、説明書等にはどのポートがどのチップに接続されているかが
明記されていないことがあります。MADIface XT IIを接続して上記の方法で簡単に現在
の接続を調べることでき、MADIface XT IIが確実に Intelのチップセットに接続されてい
るかどうかを確認できます。

また、特にノートパソコンではすべての内蔵デバイスや端子が同じコントローラーを使
用し、2つ目のコントローラーが全く使用されてないケースが多く見られます。この場合、
すべてのユニットが同じバス上で動作し、バンド幅を奪い合う結果になります。

短時間動作が停止したコンピューターは、ASIOであるかWDMであるかに関係なく、1
つまたは複数のデータ・パケットを消失します。このような問題は、バッファー・サイズ（レ
イテンシー）を上げて解決する方法以外ありません。
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39.5　DS - ダブル・スピード
48 kHzを超えるサンプル・レートは少し前までは珍しく、現在も CDフォーマットが
44.1 kHzであることも影響し一般的に広く普及していません。1998年までは 48 kHz
を超えるサンプル・レートに対応した送受信回路はありませんでした。そのため 1本の
AES/EBUケーブルで２チャンネルではなく、1チャンネルを送受信する方法が採用され、
本来左右であるはずのチャンネルに奇数サンプルと偶数サンプルを分離して送受信しまし
た。こうして 2倍のデータ量、つまり２倍のサンプル・レートを得られました。もちろん
ステレオ信号を送受信するためには 2系統の AES/EBU端子が必要でした。

業務用スタジオで使用されているこの接続方法は Double Wire(ダブル・ワイヤー )と呼
ばれ、ADATフォーマットに関連して S/MUX(Sample Multiplexing)としても知られて 
います。

MADIもまた、48 kHzより高いサンプル・レートを実現するために、サンプル・マルチ
プレキシングを頻繁に使用します。MADIface XT IIはすべてのフォーマットに対応しま
す。96 kHzを、48Kフレームとして（S/MUXを使用）、またはネイティブの 96Kフレー
ムとして送受信することができます。

48Kフレーム・ダブル・スピード・モードでは、MADIface XT IIは 1つのチャンネルのデー
タを、連続する 2つのMADIチャンネルに分配します。これにより、有効なチャンネル
数は 64から 32に減ります。

48Kフレーム、ダブル・スピード信号の転送は標準のサンプル・レートで行われるため
（シングル・スピード）、MADIのポートは、44.1 kHzまたは 48 kHzで動作します。

39.6　QS – クワッド・スピード
192 kHzまでのサンプル・レートを使用するハードウェア機器がごく少数ありますが、
現状では、一般的にほとんど使用されていませんので、クワッド・スピードは今のところ
広く普及しているとはいえません。ADATフォーマットのダブル S/MUX（S/MUX4）では、
オプティカル出力で 2チャンネルしか使用できません。この方式を導入するデバイスは
少数です。

かつては Single Wire経由の 192 kHz伝送は不可能でしたので、サンプル・マルチプレッ
クスが使われました：2チャンネルの替わりに、1つの AESが半分のチャンネル分のみ
伝送します。1チャンネル分の伝送には AES/EBUが 2つ必要になり、ステレオでは 4
つ必要になります。プロ・スタジオではこの伝送モードを Quad Wireを呼ばれています。
AES3の仕様には、Quad Wireは記載されていません。

MADIは、96 kHzより高いサンプル・レートを実現するために、サンプルの多重送信
も頻繁に使用します。事実、96 kHzを超えるサンプル・レートには技術的な理由によ
り、この方法が不可欠です。192Kや 384Kフレーム・フォーマットが、MADIスタン
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ダードに完全にコンパチブルとなることはないでしょう。したがって、192 kHzは S/
MUX4としてのみサポートされています。48Kフレーム・クワッド・スピード・モードで
は、MADIデバイスは 1つのチャンネルのデータを、連続する 4つのMADIチャンネル
に分配します。これにより、有効なチャンネル数は 64から 16に減ります。  

48Kフレーム、クワッド・スピードのシグナル送信は標準のサンプル・レートで行われる
ため（シングル・スピード）、MADIのポートは、44.1 kHzまたは 48 kHzで動作します。

39.7　SteadyClock FS
RME独自のテクノロジー SteadyClockは、全てのクロック・モードで優れたパフォーマン
スを提供します。非常に効率の良いジッター抑制効果により、どんなクロック信号でもリ
フレッシュしてクリーンにし、ワード・クロック出力からリファレンス・クロックとして
出力します。

一般的なクロック回路は外部シンク用のアナログ PLL、内部シンク用の複数のクオーツ発
振器で構成されています。一方 SteadyClockはデジタル・オーディオと異なる周波数を
使用するクオーツを 1つしか必要としません。RMEはハイスピード・デジタル・シンセ
サイザー、デジタル PLL、100 MHzサンプル・レート、アナログ・フィルターなどの最
新の回路設計を用いることで全く新しいクロック技術を FPGA内で低コストで実現する
ことに成功しました。プロフェッショナルの要求を十分に満たすクロック・パフォーマン
スを提供します。その並外れた機能にも関わらず SteadyClockの反応はかなり高速です。
入力信号に瞬時にロックし、極端なバリピッチ変更にも位相精度でフォローします。25 
kHz～ 200 kHzの範囲で直接ロック可能です。

SteadyClockはジッターの生じやすいMADI信号から、安定してクリーンなクロックを
得るために開発されました。MADI信号のエンベデッド・クロックは、フォーマット内の
125 MHzの時間分解能によって約 80 nsのジッターが発生します。それ以外の一般的
な信号フォーマットのジッター値は 5 nsで、非常に良質のクロックであれば 2 ns未満
です。

右の図は約 80 nsのジッター
（グラフの上側、黄色）を持つ
MADI入力信号を示しています。
SteadyClock は、この信号を
2 ns以下のクリーンなクロッ
ク信号に変えます（グラフの下
側、青）。

その他の入力ソース（ワード・
ク ロ ッ ク と AES） も、
SteadyClock の恩恵を大きく



Japanese Edition: Copyright© 2025 Synthax Japan Inc. and Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.
MADIface XT II ユーザーガイド

153

受けることができます。実際、MADI信号から低ジッターのクロックを抽出することは、
SteadyClock以外の技術ではまったく不可能です！

右のスクリーンショットは、約
50 nsの極めてジッターの大き
いワード・クロック信号を示し
ています（グラフの上側、黄色）。
ここでも SteadyClock は究極
のクリーンアップ性能を発揮し
ているのが分かります。フィル
ターされたクロックは、2 ns
以下のジッターを示しています
（グラフの下側、青）。

クリーンでジッターのない信号
は、あらゆる場面で基準クロッ
クとして問題なく使用できます。SteadyClockによって処理された信号は、内部クロッ
クとして使用されるだけでなく、すべての出力でも利用可能です。
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39.8　用語
  ■ シングル・スピード

デジタル・オーディオでもともと使用されていたサンプル・レートの範囲です。一般的な
使用例として 32 kHz（デジタル・ラジオ）、44.1 kHz（CD）、と 48 kHz（DAT）などが
上げられます。

  ■ ダブル・スピード（Quad Speed）

音質とオーディオ・プロセッシングの向上のためにもともとのサンプリング・レートを 2
倍にする方法です。64 kHzは実際には使用されておらず、88.2 kHzもそのアドバンテー
ジにも関わらず使用頻度はあまり高くありません。96 kHzフォーマットは、広く普及し
ています。ダブル・ファースト（Double Fast）と呼ばれる場合もあります。

  ■ クワッド・スピード（Quad Speed）

ダブル・サンプル・レートを倍速にすることで、ハイエンドな音質とプロセッシングを
実現する方法です。128 kHzは使用されず、176.4 kHzも稀にしか使用されません。
DVDオーディオなどの 192 kHzが代表的な使用例です。

  ■ シングル・ワイヤー（Single Wire）

オーディオ信号とデジタル信号ののサンプル・レートと同一な、標準的なオーディオ・
データ伝送方式です。32～ 192 kHzまでが使用されます。シングル・ワイド（Single 
Wide）と呼ばれることもあります。

  ■ ダブル・ワイヤー（Double Wire）

1998年以前には 48 kHzを超えるデータレートを送受信できる回路がありませんでし
た。そのため高サンプリング・レート信号は偶数と奇数ビットを一本の AESケーブルの
L/Rチャンネルに分けて伝送されました。こうして 2倍のデータ量、つまり 2倍のサン
プル・レートを得られました。ステレオ信号を伝送するには AES/EBUポートが 2系統必
要です。

ダブル・ワイヤー方式は現在では業界基準となり、デュアル AES、ダブル・ワイド、デュアル・
ライン、そしてワイド・ワイヤーなどいくつかの異なる名称で知られています。AES3規
格ではシングル・チャンネル・ダブル・サンプリング・フリーケンシー・モード（Single 
Channel Dou-ble Sampling Frequency Mode）というあまり使われない名称で呼ば
れています。ADATフォーマットでは、S/MUXとしても知られています。ダブル・ワイ
ヤーはシングル・スピードだけでなく、ダブル・スピードでも使用可能です。例えば Pro 
Tools HDの AES送受信は最高 96 kHzで動作しますが、ダブル・ワイヤーを使用するこ
とで 192 kHzにも対応します。96 kHzを 4チャンネル使用する代わりに 192 kHzで
2チャンネルを使用します。
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  ■ クワッド・ワイヤー（Quad Wire）

ダブル・ワイヤーと似ていますが、1チャンネルの信号を 4チャンネルに分けて伝送する
方式です。これにより最高 192 kHzまでの伝送が可能ですが、1チャンネルを送信する
ために AES/EBUポートが 2系統必要となります。クワッド AESとも呼ばれています。

  ■ S/MUX

ADATインターフェイスはハードウェア上の制限から 48 kHz以上のサンプル・レートを
扱うことができないため、96 kHzまでのサンプル・レートの伝送にはダブル・ワイヤー
方式が用いられます。これは ADATの世界では S/MUX（サンプル・マルチプレックス）と
呼ばれています。ADATポートは、この方式で 4チャンネルを伝送します。MADIもまた、
48 kHzより高いサンプル・レート（最大 96 kHz）を実現するために S/MUXを使用します。

  ■ S/MUX4

クワッド・ワイヤー方式によって、ADATオプティカル上で最大 192 kHz、2チャンネ
ルを伝送する方法です。この方式は S/MUX4と呼ばれます。S/MUX4はMADIでも使
用可能です。48 Kフレーム・フォーマットを使用して最大 192 kHzの信号を伝送します。

注意：これらすべての変換は、ロスレスで行われます。サンプルは複数チャンネルに分けられ、
後で元に戻されます。

  ■ 48 Kフレーム

最も一般的に使用されるMADIフォーマットです。最大 48 kHz/64チャンネルに対応
します。

  ■ 96 Kフレーム

最大 96 kHz/32チャンネルに対応するフレーム・フォーマットです。S/MUXを用いた
48 Kフレーム伝送に比べ、受信側が本来のサンプル・レートを即座に検出できるという
点で優れています。S/MUXを用いた 48 Kフレーム伝送の場合、適切なサンプル・レー
トをユーザーがすべての機器で設定する必要があります。
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40.　アクセサリー
RMEはMADIface XT II用にオプションを別途ご用意しております。詳細は rme-audio.
jpのMADIface XT II製品ページ ＞ アクセサリー・セクションをご覧ください。

製品番号 製品説明
MADI0.5S MADI オプティカル・ケーブル、Simplex、0.5 m 
MADI1S MADI オプティカル・ケーブル、Simplex、1 m
MADI3D MADI オプティカル・ケーブル、Duplex、3 m
MADI6D MADI オプティカル・ケーブル、Duplex、6 m
MADI10D MADI オプティカル・ケーブル、Duplex、10 m
MADI20D MADI オプティカル・ケーブル、Duplex、20 m
MADI50D MADI オプティカル・ケーブル、Duplex、50 m

MCD100 MADI オプティカル・マルチコア・ドラム、100 m
MCD150 MADI オプティカル・マルチコア・ドラム、150 m
MCD300 MADI オプティカル・マルチコア・ドラム、300 m

RM19X
19インチ、1Uラック耳。19インチ・ラック耳を本体の左
右に取り付けることで、MADIface XT IIを標準的な 19イン
チ・ラックにマウントできます。

41.　免責事項および保証
MADIface XT IIは優れたクオリティ・コントロールの下で製造され、出荷前に一つ一つ
機器テストが行われています。そのため、本マニュアル記述における通常のご使用での不
具合に限ってのみ、十分な保証をいたします。 

RMEの修理サービスは、保証期間中はお買い上げの販売店にて受け付けております。お
買い上げの製品に不具合がある場合は、ご購入された販売店までご連絡下さい。その場合、
ご購入時のレシート等のご購入証明が必要です。また、本体のシリアル番号をご確認させ
ていただく場合がございます。破損の恐れがありますので、お客様ご自身で製品を開梱し
ないでください。本機は不正開封防止用のシールで密封されており、そのシールが破損し
た場合、保証は無効となります。

正しく設置しなかったり、あるいは正しくお使いにならなかったために損傷した場合は保
証の対象外となります。この場合の交換ならびに修理は有償となります。 

株式会社ジェネレックジャパンはいかなる性質の損害賠償請求、特に間接損害の賠償請求
は受けかねます。責任の範囲はMADIface XT IIの価値に限らせていただきます。
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42.　追補
RMEニュース、最新版ドライバー、製品に関する詳しい情報は弊社ウェブサイトにござ
います：
https://rme-audio.jp/

供給

Audio AG, Am Pfanderling 60, D-85778 Haimhausen, Tel.: (49) 08133 / 918170

株式会社ジェネレックジャパン　〒 107-0052　東京都港区赤坂 2-22-21

製造

IMM elektronics GmbH, Leipziger Strasse 32, D-09648 Mittweida, Germany

商標

全ての商標および登録商標はそれぞれの所有者のものです。RME、DIGICheck、
Hammerfall は、RME Intelligent Audio Solutions 社の登録商標です。MADIface 
XT、OctaMic XTC、TMS、SyncAlign、ZLM、SyncCheck、SteadyClock、TotalMix
は RME Intelligent Audio Solutions 社 の 商 標 で す。Alesis お よ び ADAT は Alesis
社の登録商標です。ADAT optical は Alesis 社の商標です。Microsoft、Windows 
XP、Windows Vista / 7 / 8 / 10 / 11は、Microsoft Corp.の登録商標または商標です。
Steinberg、Cubase、VSTは、Steinberg Media Technologies GmbHの登録商標です。
ASIOは Steinberg Media Technologies GmbH社の登録商標です。Apple、iPhone、
iPad、iOS、macOSは、Apple Computer社の登録商標です。

Copyright © Matthias Carstens　07/2024　Version 2.1

マニュアル制作時点のドライバー /ファームウェア バージョン：
USB：321、DSP：57、CC：11
Windows：0.9843、macOS：3.223 / 3.31 / 4.12
TotalMix FX: 1.96

本ユーザーガイドの内容に誤りがないよう十分に校閲し、万全を期しておりますが、RME
は誤りがまったくないことを保証いたしません。万一、本書に誤解を招くような、もし
くは誤った情報があった場合でも、RMEはその責任を負いかねます。RME Intelligent 
Audio Solutionsの書面による許可なしに本書の一部でも貸与、複製、あるいは商業目的
で使用することは禁止されております。RMEはいつでも予告なく仕様を変更する権利を
有します。
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日本語ユーザーガイドについて

1.  本ユーザーガイドの著作権はすべて本製品の製造元および株式会社シンタックス
ジャパン、株式会社ジェネレックジャパンに帰属します。

2. 本ユーザーガイドの内容の一部、または全部を株式会社ジェネレックジャパンの
書面による承諾なしに複写・転載、複製、送信、情報検索のために保存すること、
および他の言語に翻訳することを禁じます。

3. 本ユーザーガイドに記載されている事柄は、将来予告なしに変更することがあり
ます。

4. 本ユーザーガイドは、本製品の使用許諾契約書のもとでのみ使用することができ
ます。

5. 本ユーザーガイドを使用した結果の影響については、一切責任を負いかねますの
でご了承ください。

6. 本ユーザーガイドに記載されている会社名、製品名は、各社の商標および登録商
標です。
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43.　CE / FCC規制への適合
CE

本機は試験の結果、電磁波両立性の相当法規に関する欧州理事会指示の定めるデジタル機
器に関する基準 RL2014/30/EUと European Low Voltage Directive RL2014/35/EU
に適合することが認定されています。 

FCC

本機は FCC Rulesの Part 15に適合します。 動作は次の 2つの条件に従います：（1）本
機は有害な妨害を生じてはならない、また（2）本機は望ましくない動作を引き起こす妨
害を含むいかなる妨害も受信する。

注意：適合責任を負う当事者による承認なしに本機を改造及び変更した場合、使用者が機器を
操作する権限が無効になる場合があります。

アメリカ合衆国責任者：
Synthax United States, 6600 NW 16th Street, Suite 10, Ft Lauderdale, FL 33313
T.:754.206.4220

商標名：RME、モデル番号：MADIface XT II

本機は試験の結果、FCC規則第 15章に定められたクラス Bデジタル機器に関する規制
要件に適合するものと認定されています。 これらは、住宅に設置されることによって発
生し得る有害な干渉を正当に規制するために定められています。本機は無線周波エネル
ギーを生じ、使用し、また外部に放射することもあるため、本書に従って正しく設置およ
び使用しない場合、電波状況に悪影響を及ぼすおそれがあります。ただし、どの設置条件
でも干渉が起きないという保証はありません。本機がラジオやテレビ受信の干渉の原因と
なっている（本機の電源をオン、オフすることで確認できる）場合には、下記の方法によっ
て干渉に対処してください。

• 受信アンテナの設置場所や方向を変える。
• 機材から受信機への距離を大きくする。
• 別回路のコンセントに接続する。
• 取扱店または資格のあるラジオ・テレビ技術者に相談する。

警告 :FCC 規則第 15 章に定められたクラス B デジタル機器に関する規制要件に適合す る
ため、本機はクラス B 規制に準拠したコンピューター機器で使用する必要があります。 
コンピューターおよび周辺機器に接続するためのすべてのケーブルは、シールドおよびグ 
ランド接続されている必要がります。非認証のコンピューターまたは非シールド・ケーブ 
ルを使用すると、ラジオやテレビによる干渉の原因となります。

RoHS

本製品は無鉛はんだを使用しており、RoHS指令の要件を満たします。
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